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Ⅰ．景気の現状に対する判断理由等

　１．北海道（地域別調査機関：株式会社北海道二十一世紀総合研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・前月に引き続き国内客、外国人観光客共に増加して
おり、売上も順調である。６月の売上は前年比
114.4％、一昨年比112.4％となっている。また、外国
人観光客による売上は全体の２～３割を占めている。

◎

一般小売店
［酒］（経営
者）

お客様の様子 ・最近は観光客の入込が多く、約15年ぶりに観光入込
客数が800万人を大きく超えるような勢いである。ま
た、それに伴って、市外の事業者の出店などが相次い
でおり、不動産の売買も活発になっている。全体的に
当市の景気は活気付いており、当社の売上にもそのこ
とが反映され、近年にないほど売上が好調である。

○

商店街（代表
者）

来客数の動き ・６月上旬及び下旬は例年並みの売上であったが、中
旬は道内外からの観光客に加えて、小グループの外国
人観光客の入込が目立ち、全体的に売上を伸ばした業
種が多かった。また、中旬は公共交通機関や自家用車
などを利用して買物に訪れる地元客の来街も増加して
おり、例年と比べて好調であった。

○

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・相変わらず来客数は微減傾向にあるものの、客単価
が上昇しているため、売上は微増となっている。どう
せ買うなら良い商材をと考える客が増えていること
で、商品単価が上昇している。

○

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・６月上旬こそ客単価が低下し、苦戦を強いられた
が、中旬以降は来客数、買上率、客単価のいずれもプ
ラス傾向となっており、売上も前年を上回って推移し
ている。

○

百貨店（営業販
促担当）

来客数の動き ・来客数が前年を上回ってきている。買上率はまだ前
年を下回っているものの、客単価はプラスとなってい
る。特に婦人服において客単価の上昇が目立ってお
り、売上も徐々に回復傾向となってきている。

○
スーパー（役
員）

お客様の様子 ・ホテル関係や建設関係が好調で当地への人の入込が
増えている。建設関係者による夕食の買物もあり、消
費全体が若干伸びている。

○
観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・４～５月に引き続き効率よく集客できた月であっ
た。国内外からのＷｅｂ予約も好調であった。

○

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・６月は北海道を周遊する国内チャーター便が初めて
当地に就航し、新たな需要につながった。また、大型
のマラソン大会の際には臨時便も就航し、道外から多
くの参加者がみられた。

○
旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・観光客及びビジネス客の入込が多く、当市のホテル
の稼働率が高水準であった。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・天候不順の影響なのか、来客数が前年よりも５％ほ
ど減っている。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客の動きはこれまでと変わらない。会話の内容も変
わっていないようである。

□
商店街（代表
者）

販売量の動き ・今年の６月は近年にないほど、とても寒く、ファッ
ション関係を中心に夏物商材の動きが鈍く、苦戦を強
いられている店が多い。

□
百貨店（担当
者）

お客様の様子 ・夏物セールが始まったことで、客の消費の動きがや
や上向いてきている。

□
百貨店（役員） 販売量の動き ・３か月前と比べると販売量や売上の動きは良くなっ

ているが、景気が良くなっているという確信までは持
てない。

□
スーパー（店
長）

競争相手の様子 ・市内の競合店の売上状況が悪く、全体的なトレンド
は変わっていない。

□
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・商材の価格に、原材料価格の高騰が反映されている
こともあり、客の節約志向が依然としてみられる。必
要な商材以外は購入しない客が多い。

□

スーパー（店
長）

販売量の動き ・競合店に売上でやや負けているなか、当店の周りで
駐車場、道路などの整備が進められているため、客向
けの通用口が余り使えなくなっており、厳しい状況が
続いている。

　景気の現状に対する判断の理由及びそれに対する追加説明等について、その主だったもの
及び特徴的と考えられるものを取りまとめると以下のとおりであった。

家計
動向
関連

(北海道)



39 

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

□

スーパー（企画
担当）

お客様の様子 ・６月は運動会シーズンであり、子供がメインとなる
イベントにはきちんとお金をかけていたようである
が、ふだんの買物については財布のひもは固いままで
ある。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数の動きに余り変化がみられない。

□
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・客単価が下がっており、来客数も減っている日が多
い。特に若い世代の客が減っている。

□
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・レンタカー需要を除けば、小売市場に大きな変化は
なく、販売量も変わっていない。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・４～５月と比べても売行きは維持できている。た
だ、景気が上向き又は下向きというほどではない。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・販売量の増減もなく、目新しい商品もないため、景
気は変化していない。

□
自動車備品販売
店（店長）

販売量の動き ・オイル交換などのメンテナンス需要で前年並みの来
客数を獲得できているが、車や灰皿、マットなどの車
内用品の販売量は前年比95％と落ち込んだ。

□

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

販売量の動き ・石油価格が高値で安定していることで販売量が減少
気味である。

□

高級レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・百貨店内に出店しているが、客が店内で買物してい
る雰囲気もなく、消費動向としては余り良くない。観
光客の入込は多少あるが、景気が良いというほどでは
ない。

□

高級レストラン
（スタッフ）

単価の動き ・11時30分の開店後は即満席となり、14時頃まで満席
の状態が続くなど、ランチの客入りは良い。一方、
ディナーは７割ほどの客入りであり、高単価のコース
料理の予約がないと、売上が伸びない。例年、この時
期は多忙だが、今年の売上は前年を12％下回るなど、
厳しかった。

□

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・中旬以降の天候不順の影響でランチの来客数が減っ
たが、どうにか前年並み程度に収まった。夜はサッ
カーワールドカップの影響で閑古鳥の鳴く日が数日あ
り、ボーナス月の活況さが感じられなかった。知り合
いの食堂では、人手不足のなか、能力の高い主婦パー
トの勤務時間が延びており、フルタイム並みに勤務す
るケースが目立ってきているようである。

□
旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・目立った購買活動がみられないため、景気は変わっ
ていない。

□
旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・来客数が前年をやや下回って推移している。

□

タクシー運転手 来客数の動き ・外国人観光客の需要が例年並みにあった。イベント
関係の需要は好調であったが、その分、国内観光客の
需要が減少しており、全体としては景気は変わってい
ない。

□
タクシー運転手 販売量の動き ・売上が前年から３％程度減少している。６月は閑散

期であり、車両の稼働率を考慮すると、景気はさほど
変わっていない。

□

タクシー運転手 来客数の動き ・３か月前と比べて売上に変化はみられない。今年は
外国人観光客の動きにもやや鈍さがみられる。これか
ら夏場に向けて、観光客、地元客に動きが出てくるこ
とを期待しているが、売上は伸びないのではないかと
みている。人手不足の影響も懸念材料である。

□
通信会社（社
員）

来客数の動き ・来客数、販売量共に横ばいないし減少傾向で推移し
ている。

□
通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・新規の契約者は想定よりも増えているものの、複数
の契約を取ることに苦労しており、景気は変わってい
ない。

□
観光名所（従業
員）

来客数の動き ・６月26日時点の来客数は前年比97.3％、一昨年比
104.8％とほぼ例年並みで推移している。

□
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・ここ数か月、客の来店周期や客単価が同じような数
値で推移しており、客の動きが固定化している傾向が
みられる。

□
美容室（経営
者）

来客数の動き ・ここ３か月、来客数がほとんど変わらない。

□
美容室（経営
者）

それ以外 ・定期的に来店する客が多く、来客数が安定的に推移
している。
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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

□

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・気温が余り上がらず、夏らしくない天候となってい
るなど、天候不順の影響で客のムードが良くない。イ
カの水揚げが前年に引き続き低調であることも影響が
大きい。

□
住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・モデルルームを訪れる客の様子に大きな変化はみら
れないが、客の多くが以前よりも慎重に物件を吟味し
ている。

▲

スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・このところ来客数の前年割れが続いている。絶対数
が減少していることもあるが、むしろ来店頻度が落ち
ていることに起因しており、買物を控えたいという消
費者の節約行動の表れとみられる。

▲

スーパー（役
員）

単価の動き ・ここ数か月、景気がやや悪いなかで変化がみられず
推移していたが、６月に入り、水準がやや落ち込んで
いる。年金支給月というプラス要素がありながら、来
客数、客単価共に前年と比べると厳しい数値で推移し
ている。特に生鮮部門では、青果物、総菜、日配品な
どの客単価の低下、相場価格が上昇している商材の買
上点数の減少などがみられ、チラシやポイントサービ
スなどによる買い回り傾向が強くなっていることがう
かがえる。

▲
コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・例年よりも気温が低いことから、１次産業などの動
きが遅れており、そのことが売上にも影響してきてい
る。

▲
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・漁業の動きが年々悪くなっており、周辺の加工場な
どで稼働の落ち込んでいる状態が続いている。

▲
コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・３か月前と比べて、同じカテゴリーの販売量上位品
目に単価の低い商材が多く入ってきており、出費を抑
えようという客の傾向がより強くなっている。

▲

衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・夏需要の実売期に入ってきたが、クールビズ関連商
材の売上は前年の87％にとどまっている。気温が低い
影響もあるが、それ以上にちょっとした洋品を買う客
の財布のひもが固くなっている。

▲
家電量販店（店
員）

お客様の様子 ・６月は天候不順の影響で気温が上がらず、夏物家
電、エアコンなどへの問合せが少なく、来客数も少な
かった。

▲
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新商材が出たものの、見込みほどの販売量とはなら
なかった。

▲
高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・客単価は前年よりもやや上昇しているものの、来客
数が前年並みにとどまっているため、今一つ売上が伸
びきらない。

▲

タクシー運転手 来客数の動き ・６月は観光客の入込が増えているなか、地域恒例の
大きなイベントが複数あったものの、１台当たりのタ
クシーの売上は前年を下回った。また、乗務員不足で
タクシーの稼働率も落ちているため、会社の売上は大
きく減少した。

▲
タクシー運転手 競争相手の様子 ・当社及び同業他社のタクシーの稼働状況が前年と比

べて落ち込んでいる。サッカーワールドカップの影響
もあり、特に夜の酔客が減っている。

▲

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フェ
リー］（従業
員）

来客数の動き ・天候不順の影響により、旅客数の伸びが鈍ってい
る。

×
観光型ホテル
（役員）

来客数の動き ・国内客、外国人客、個人客、団体客、全ての動きが
鈍い。特に外国人観光客については宿泊先が都市部に
集中する傾向が強く、来客数に伸びがみられない。

×
タクシー運転手 販売量の動き ・例年より早く観光客の入込がみられるものの、地元

客による消費の落ち込みが運送収入全体を押し下げて
いる。

◎
その他非製造業
［鋼材卸売］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・再開発事業や農機具関連企業の動きが活発になって
いることで、ベース商材の売上が伸び始めている。商
材の購入意欲も上向き始めている。

○
建設業（役員） 受注量や販売量

の動き
・民間の建築需要が引き続き堅調であり、第１四半期
の受注実績は良好に推移している。

○
コピーサービス
業（従業員）

取引先の様子 ・個人客相手に商売している取引先の状況が上向きと
なっている。前年を上回る業績を見込んでいる取引先
も多くみられる。

企業
動向
関連

(北海道)
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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

□

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・小売業は相変わらず低迷が続いているが、請負物件
の需要が活性化している。特に北海道産広葉樹を活用
するプロジェクトなどが活発に動いている。プラス要
素とマイナス要素があり、全体ではプラスマイナスゼ
ロとなっている。

□

建設業（従業
員）

受注価格や販売
価格の動き

・例年であれば建設関連工事の発注時期に当たるが、
業界の労務者不足に起因する工事単価高騰の影響によ
り、公共工事も含めて発注待ち物件が増えており、全
体の工事量が増加してこない。

□

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・貨物量は増えているものの、働き方改革に伴う時間
外勤務の制限などから作業員、乗務員不足の慢性化が
一層顕著になってきており、それを回避するための外
注費用が利益を圧迫し始めている。

□
通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・取引先全般において、前年と同様の堅調な売上がみ
られ、人手不足の話題も多いことから、景況感はやや
良い状況が続いている。

□

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・公共投資が弱含みとなっている。個人消費は節約志
向が強く、力強さに欠ける状況に変化はみられない。
一方、外国人観光客による消費は堅調であり、道内景
気を下支えしている。これらのことから、道内の景気
は３か月前と横ばいで推移している。

□
司法書士 取引先の様子 ・例年と同じように建物の建築件数が増加しており、

これに伴い土地取引においても若干の伸びがみられ
る。

□

その他サービス
業［ソフトウェ
ア開発］（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・人材不足の影響で新しい案件の話があっても受注で
きない状況となっている。売上は停滞している。

□

その他サービス
業［建設機械レ
ンタル］（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・売上の前年比が前年並みの数値に落ち着いてきた。

▲
食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・３か月前の販売量は前年比111.4％であったが、６
月の見込みは前年比102.3％にとどまっているため、
景気はやや悪くなっている。

▲

司法書士 取引先の様子 ・政府の景気対策が一向に打ち出されないこともあ
り、景気回復の兆しが見えてこない。不動産取引の成
約件数も少なく、じっと我慢をしているような状況に
ある。

×
食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・３か月前と比べて急激に受注量が落ち込んでいる。
前年と比べて１割以上も減少している。

◎ － － －
○ － － －

□

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・６月の求人数は３か月前の２倍以上に増加してい
る。職種をみると、営業職が７割を占めており、企業
の営業展開の積極性がうかがえる。欠員対応の求人も
あるが、企業の業績が悪ければ、中途採用を手控える
ことになるため、企業の経営環境は安定又は拡大基調
にあるものとみられる。

□

求人情報誌製作
会社（編集者）

それ以外 ・人手不足感の高まりから、求人件数は多いものの、
どちらかといえば欠員補充や社員の高齢化といった募
集理由が多く、景況感の良さが理由とはなっていな
い。また、設備投資といった攻めの事業展開をする企
業もみられないことから景気は変わらない。

□
新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・５月末から６月にかけて天候が不順なことで、基幹
産業である農業への影響を懸念する声が多く聞かれ
る。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・月間有効求人数が２か月連続で前年を下回ったが、
月間有効求職者数が６年７か月連続で前年を下回った
ことから、有効求人倍率は0.97倍と８年３か月連続で
前年を上回った。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・５月の有効求人倍率は1.03倍となり、前年を0.08ポ
イント上回り、引き続き高い水準で推移している。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は３か月連続で前年を上回っているが、
増加幅が縮小している。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人数が４か月ぶりに増加し、有効求職者も５
か月ぶりに増加したが、有効求職者の増加幅が大き
かったため、有効求人倍率は２か月連続して１倍を下
回った。

雇用
関連

(北海道)
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□

学校［大学］
（就職担当）

採用者数の動き ・道内の中小企業のほとんどが来春入社の新卒採用枠
を満たしておらず、採用にかかるコストやマンパワー
に限界を感じ始めている。ただし、求める人材レベル
は下げないという方針の下で、無理をしてでも採用す
るということは控えるとみられる。近い将来の景気の
好転と新卒の人件費を前年以上に企業側が考えるよう
になっており、新卒採用という観点からは道内企業に
大きな変化はないとみられる。

▲
求人情報誌製作
会社（編集者）

採用者数の動き ・人材が集まらないため、アルバイト、パートの求人
はシニア向けが増加している。正社員については在職
者の転職者が目立っている。

× － － －

　２．東北（地域別調査機関：公益財団法人東北活性化研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ ＊ ＊ ＊

○
一般小売店［書
籍］（経営者）

単価の動き ・激動する社会状況にあって情報の収集に対する出版
物の動きが多様化しており、販売量は多少上向きに
なっている。

○

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・月初旬は天候が不安定で販売量が伸び悩んだもの
の、中旬からは天候も安定し、さくらんぼシーズンに
も入ったことから、観光客向け商品の販売量が好調に
推移している。

○
百貨店（営業担
当）

単価の動き ・客単価、商品単価共に上昇傾向にある。

○
スーパー（店
長）

来客数の動き ・売上の前年同月比は３か月前と比較して下回ってい
るものの、来客数は約５％回復している。

○

スーパー（店
長）

来客数の動き ・５月に前年比90.5％であった売上が、６月は92.2％
となっており、若干の上向きとなっている。また、５
月に90％に届かなかった来客数も６月は91.7％と多少
ではあるが回復がみられている。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・ブランド転換が進み、看板統合の効果も出てきてい
る。

○

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・今月は天候に恵まれて来客数が増加している。競合
店の影響はあるものの、単価が前年を上回ったこと
で、売上の前年比も下げ止まっている。特に週末の天
候が良く、売上を大きく伸ばすことができている。

○
衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・気温の上昇とともに、売上も少しずつ伸びてきてい
る。

○

家電量販店（従
業員）

お客様の様子 ・来客数が上向いており、若干ではあるが売上も増加
している。春以降、様々なイベントが続くなか、消費
の冷え込みは余りみられず、母の日、父の日などの催
事関連の消費も動いている。

○

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・各種団体の総会及び懇親会は、今年も例年どおりの
受注量となっている。その他にも周年パーティーなど
の単発の受注もあり、宴会部門はプラスとなってい
る。ただし、レストラン関係は個室利用が少なくなっ
てきているため、不安材料となっている。

○
観光名所（職
員）

来客数の動き ・団体客とインバウンド客は前年並みで推移してい
る。また、予約以外の来客数が増えており、売上の増
加につながっている。

○
観光名所（職
員）

来客数の動き ・季節や天候に左右される業種ではあるが、遠方から
の来客数が増えているように見受けられる。

○
競艇場（職員） 来客数の動き ・イベントの効果が出てきているのか、前月と比較し

て来客数が好調である。

○
その他サービス
［自動車整備
業］（経営者）

来客数の動き ・来客数、成約件数、販売額共に伸びている。

□
商店街（代表
者）

販売量の動き ・月の前半はやや苦戦したものの、後半はボーナス効
果もあってやや良いという店舗はあるが、商店街全体
として特筆できるほど動きは見当たらない。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・天候が良かったため、前年並みかそれ以上の来客数
になると期待していたが、実際はそれほどでもなかっ
た。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・６月は大型イベントがめじろ押しで街なかはにぎ
わったものの、商店街の売上アップにはつながってい
ない。

家計
動向
関連

(東北)
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□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・来客数が伸びていない。

□
一般小売店［医
薬品］（経営
者）

販売量の動き ・好調であった前年と比較しても、販売量がやや上向
いている。微増ではあるものの良い結果である。

□
一般小売店［寝
具］（経営者）

販売量の動き ・今月はギフト類が動いたが、それ以外の２次製品は
ほとんど動いていない。利益の大きい布団の仕立てが
なかったため、相変わらず厳しい状況が続いている。

□
一般小売店［カ
メラ］（店長）

販売量の動き ・低価格商材の販売が厳しい状況が続いているもの
の、高額商材の動きが良いため、売上を確保してい
る。

□

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・気温の上昇で夏物商材に動きがみられるほか、自社
の売上施策により業績も持ち直している。ただし、基
本的には購入単価、購入点数に大きな変化はなく、景
気の回復は実感できていない。

□

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・夏物商戦の最盛期に突入するが、東北では気温が上
がらず衣料品の動きが鈍い。クリアランスセールでの
早期販売に期待している。お中元商戦に関しても既存
客の受注は前年並みとみているものの、新規客獲得は
難航している。

□

百貨店（買付担
当）

単価の動き ・ハウスカードのポイントアップなど、前年よりも良
い条件でのセールにおいても、盛り上がりに欠けてい
る。まとめ買いも少なく、客からは必要なもの以外は
購入しないという印象を受ける。

□
百貨店（経営
者）

販売量の動き ・高額商材の動きは引き続き堅調に推移しているもの
の、セールが始まったことで、前半に動きの良かった
ファッションアイテムの買い控えがみられている。

□
スーパー（経営
者）

単価の動き ・購入点数は前年並みで推移しているものの、来客数
及び１品平均単価は前年割れが続いているなど、厳し
い状況が続いている。

□

スーパー（営業
担当）

来客数の動き ・競合店の環境に変化がなく、既存店の来客数や売上
が前年を上回ることは極めて厳しくなっている。価
格、ポイント、割引クーポンなど、ありとあらゆる販
売促進策を講じての集客競争が続いている。

□
コンビニ（経営
者）

単価の動き ・競合店の閉店により売上は増加しているものの、客
単価や購入点数は伸びていない。そのため、全体的に
は横ばいで推移している。

□
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・夏物の制服や作業服などが順調に推移している。

□

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・暑さが前倒しになっている分、夏物商材の動きは順
調であるが、梅雨時期特有のレインウェアなどの単価
が稼げる羽織物の動きが鈍く、全体的には変わらない
状態である。

□
衣料品専門店
（店長）

単価の動き ・クールビズの浸透により、６月以降のスーツ需要が
年々減少している。

□
衣料品専門店
（総務担当）

来客数の動き ・ボーナス商戦の月であるにもかかわらず、来客数及
び客単価が伸びていない。

□

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・サッカーワールドカップの影響もあり、テレビなど
の映像商材は前年をやや上回っている。また、６月後
半からの暑さにより、エアコン、扇風機などの販売量
は前年比120％の伸びをみせている。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・主力車種が仕様変更により受注を停止しており、販
売量が全然伸びていない。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・ここ数か月、販売量の動きは横ばいで推移してい
る。

□
乗用車販売店
（本部）

お客様の様子 ・話題の新商品が発表となり、客の動きが活発になっ
てきている。しかし、依然として既存車の動きは鈍
く、足元の景気は不安定である。

□

その他専門店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・レギュラー商材の動きが非常に悪い。日本酒におい
ても特定銘柄は堅調であるものの、全体的な売上の減
少分をカバーするには至っていない。飲食店も平日は
不調、週末や連休は好調という形に落ち着いてきてい
る。これでは、地方の景気は良くなることはないとみ
ている。

□

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

販売量の動き ・軽油の販売量は前年を上回っているものの、灯油の
販売量は減少している。そのため、全体的には前年並
みで推移している。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・特に動きがなく、横ばいの状態が続いている。
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□

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・後半にある程度持ち直したものの、月の前半の動き
が非常に悪く、全体としてはやや悪い状態である。同
業他社においても、月前半の動きが悪かったために潰
れる店が出るのではないかとの話もある。変わらない
と答えたものの、前半の悪さを後半でカバーするのは
一苦労である。

□
観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・４～６月は予定どおりに推移しているものの、７月
の団体客は思うような結果が出ていない。

□
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・客単価に動きはなく、来客数も低調な状態が続いて
いる。

□
観光型旅館（ス
タッフ）

お客様の様子 ・予約の状況は前月同様に間際での申込みが多い。そ
のため、先行販売を行ってもなかなか売り切ることが
できない。

□
都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・宿泊、一般宴会共にやや上向きであり、特に宿泊は
好調であった前年を上回る勢いである。ただし、来館
数が伸びず、婚礼部門の動きも鈍い。

□

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・景気の動きに変化がなく横ばいのままである。特に
販売量は前年と比較して全く同様の動きをしており、
景気は良くもないが悪くもないという状況で推移して
いる。

□
旅行代理店（店
長）

お客様の様子 ・客からの問合せが少なくなってきている。特に電話
による問合せが少ない。

□
通信会社（営業
担当）

単価の動き ・前年から物価上昇が続いているが、消費者は落ち着
いた買物をしているようにも見受けられる。そのた
め、景気は横ばいで推移している。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客の設備投資意欲に変化がみられていない。

□

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・４Ｋテレビ購入者が増えているにもかかわらず、有
料テレビサービスの加入には結び付いていない。イン
ターネットの新規申込者数も頭打ちであり、競合他社
との間で客の奪い合いだけが続いている。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・ロボットによる業務自動化などのコスト削減の話に
しかならない。

□

遊園地（経営
者）

来客数の動き ・例年並みに梅雨入りしたものの、降水量はそれほど
ではない。そのため、学校などの団体関係の動きは前
年並みのペースで推移しており、全体的にも同様であ
る。

□
美容室（経営
者）

来客数の動き ・再来店率の前年比は、ここ数か月横ばいで推移して
おり、来客数の動きが鈍い状態が続いている。

□
住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・依然として少額予算の客が多い。また、契約まで時
間を要している。

□
その他住宅［リ
フォーム］（従
業員）

販売量の動き ・増改築と塗装工事が前年並みまで回復している。

▲

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

来客数の動き ・３か月前と比べて、更に来客数の減少が続いてい
る。単価の高い客ばかり来店しており、売上の構成が
偏ってきている。幅広い客層に来店してもらえるよう
努力してきたつもりであるが、空回りしている。

▲
スーパー（営業
担当）

来客数の動き ・６月の来客数は99.9％と前年に届いていない。ま
た、１品単価も98.8％と前年を下回っており、消費の
動きは厳しい状況にある。

▲
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・梅雨の時期であるが余り雨も降らず、天候的には良
かったものの、客の動き自体が鈍っており、来客数が
少し減っている。その原因は人口減少である。

▲
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・今月は売上が前年に届いておらず、厳しい経営を強
いられている。また、人件費の上昇もあって利益が減
少している。

▲
コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・客単価の低迷が全体の売上を下げている。特にプラ
ス１品の購入が見込める揚げ物などのカウンター商材
の売上が低迷している。

▲

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・東北地方の被災地では、雇用問題、人口減少問題、
流入人口の減少問題などがあり、さらに復興に関する
建築も一段落していることから、来客数が減少してい
る。

▲
衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・月後半からのサマーセールにより来客数は増えたも
のの、購入率は低い。さらにほとんどの客は１点買い
のため、販売量、単価共に落ち込んでいる。

▲
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・やっと蒸し暑くなってきているが、寒暖の差が激し
く、スラックスや半袖シャツなどのクールビズ商材の
動きが例年よりも鈍い。
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▲
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・７月の新型車発表を控えて盛り上がりはあるもの
の、例年、この時期の客の動きは鈍い。

▲
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・来客数の動きが低調である。

▲
住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・３か月前と比較すると、物件量、販売量が約半分ま
で落ち込んでいる。

▲
住関連専門店
（経営者）

単価の動き ・販売量の動きも鈍いが、さらに客は単価の低い商品
しか購入しない。客の財布のひもの固さを実感してい
る。

▲
住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・商店街に空き地や空き店舗が増えている。また、来
街者も少なく、来客数も落ち込んでいる。

▲
その他専門店
［靴］（従業
員）

販売量の動き ・値下げした商品がすぐに売れるなど、価格をシビア
に確認している様子が見受けられる。

▲

その他専門店
［白衣・ユニ
フォーム］（営
業担当）

販売量の動き ・春先の出足は好調であったが、５～６月にかけて低
調に推移している。天候や気温の動きが不規則である
ことも多少影響しているのか、例年になく売上が芳し
くない。

▲

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

販売量の動き ・ガソリン価格の高騰により、定量、定額の給油が増
えているため、大幅な販売量の減少となっている。ま
た、燃料代の増加に伴い、洗車やメンテナンスを控え
る客が増えている。

▲
高級レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・客からも同業者からも良い話を聞けない。客単価も
低く、７月以降の予約状況も良くない。

▲
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・ここ数か月、給料日前の２週間は静かな状態が続い
ているが、今月は特にその傾向が強い。

▲
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・日によって来客数の差が激しく、トータルはマイナ
スとなっている。

▲

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・季節のフルーツ目当ての来客により、全体的な来客
数に大きな変化はない。しかし、ほとんどの客が他県
の人であり、特に夜の部は地元客に動きがみられてい
ない。家計的に余裕がない様子がうかがえる。

▲
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・法人による宴会需要は堅調に推移しているものの、
宿泊、レストランにおける個人需要は前年割れが続い
ている。

▲
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・先行販売の状況が余り芳しくない。

▲

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・全体的に給与は２～３％アップしているが、住民税
などが引き上げられて実質的な給与は下がっており、
何のための昇給か分からないとの声が聞こえている。
また、買い控えの傾向が続いており、景気はやや悪く
なっている。

▲
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・急に暑くなってきたことで、客の出足が鈍くなって
きている。

×
一般小売店［医
薬品］（経営
者）

お客様の様子 ・街の飲食店の経営者の話では、６月は今までにない
ほどに売上が落ちている様子である。閉店する店が出
始めているなど、今後を心配する声を聞いている。

×
スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・ガソリン価格の高止まりにより支出が増えており、
客からは節約志向がうかがえる。

◎ － － －
○ ＊ ＊ ＊

□
農林水産業（従
業者）

それ以外 ・天候に恵まれて、さくらんぼの品質が良く、販売単
価は例年と比べて10％程度良い状態となっている。

□

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・前年は地元で大きな祭りがあったため、土産物がよ
く動いていた。今年はそのようなものがなく、マイナ
ス要因となっている。また、お中元がスタートしてい
るが、動きは余り良くない。

□
食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・既存商品の落ち込みが激しく、販売量が前年と比較
して約10％減少している。そのため、工場の稼働率も
落ち込んでいる。

□
出版・印刷・同
関連産業（経理
担当）

受注量や販売量
の動き

・３か月前も今月も、売上の前年同月比が約10％減少
しており、景気は悪いまま横ばい状態が続いている。

□
電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・主に携帯機器向けの半導体部品が、販売量、価格共
に好調を維持している。

□
建設業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・手持ち工事の繁忙度が高い状態が続いている。

□
輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・今後の仕事の問合せもあり、大きな動きはない。

企業
動向
関連

(東北)
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□
通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・価格の他に品質も求める厳しい客が多くなってきて
いる。

□
通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・設備投資よりも経費削減に重きが置かれている。

□
金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・地元企業は従業員確保に苦慮しており、外国人採用
も増加している。また、人手不足から廃業する企業も
出てきている。

□

金融業（広報担
当）

取引先の様子 ・設備投資が緩やかに増加している一方、住宅投資は
弱含んでいる。また、公共投資は底堅く、輸出、輸入
は持ち直し基調にある。雇用動向は着実に改善してい
るものの、一部業種では人手不足に関してかなりの危
機感をもっている。

□
広告業協会（役
員）

受注量や販売量
の動き

・各社ごとにばらつきはあるものの、全体の広告市場
規模としては横ばいの状況が続いている。

□
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・企業は早めのバーゲンセールや一部商品の値下げに
より消費喚起に努めているが、その効果は出ていな
い。

□
コピーサービス
業（従業員）

受注量や販売量
の動き

・販売量の動きにほとんど変化がない。

□
その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・同業者との話では、今年に入ってからは特にスー
パーのチラシなどの特売価格が下がっている様子であ
り、納入商品もそれに比例して減少している。

▲
農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・さくらんぼの豊作により、価格の下落が著しい。

▲
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・他県からの観光客や出張者が少ないため、土産物の
販売量がやや減少している。

▲
繊維工業（経営
者）

取引先の様子 ・店頭の売上が悪い。

▲

木材木製品製造
業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・需要が落ち込んでいるため取引先は在庫を抱えてお
り、当社も販売に苦戦している。本来であれば、仕入
コスト増加分を価格に転嫁したいが、取引先と交渉で
きる環境ではなくなっており、逆に値下げの圧力が強
まっている。

▲
出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・情報誌を扱っているが、飲食店や美容室などの広告
掲載が非常に落ち込んでいる。

▲
窯業・土石製品
製造業（役員）

受注量や販売量
の動き

・地域間格差はあるものの、東北全体として生コンの
出荷量が減少している。

▲
建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・競争入札案件の結果が出ていないため、３か月前と
比較すると受注量が減少傾向になっている。

▲
広告代理店（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・広告費を抑える傾向が強く、イベントや印刷案件の
作成中止などが相次いでいる。

▲

公認会計士 取引先の様子 ・５月決算の客のデータをみると、小売業は売上、利
益共に減少している企業が多い。製造、建設関係は利
益を計上している企業が多いものの、全体的には若干
落ち込んでいるように見受けられる。

▲

その他企業［企
画業］（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・得意先の地元スーパーから、チラシデザインの見直
しを迫られている。同様のことを印刷会社にも要求し
ている様子であり、コスト削減のあおりが宣伝活動に
も影響してきている。

×
その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・得意先の在庫が増加しているなど、消費が鈍ってい
る様子がうかがえる。

◎ － － －

○

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・外資系生保企業の大型事務センターの進出による案
件の獲得、出向型の大手エンジニア企業からの中途採
用案件の採用基準の見直しなどが功を奏し、利益改善
に寄与している。

○

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・新卒を含めて採用に苦戦する企業が急増している。
今まで新卒で採用をしてきた会社が１名も採用でき
ず、中途採用に切り替える事例が増えてきている。ま
た、中堅企業においても、６月１日以降の大手企業の
新卒面接解禁後の動きによる内定辞退が相次いでお
り、中途採用に向けた相談を受ける件数が増えてきて
いる。

○
新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・大手企業の進出や工場増設が相次いでおり、ものづ
くり産業の即戦力となる人材確保が激しくなってい
る。

○
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数が増加しているだけではなく、募集条件も向
上している。

雇用
関連

(東北)
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□

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・６月は来春の大卒採用における内定出しのピークで
ある。しかし、予定よりも多くの内定を出したにもか
かわらず、内定辞退者が続出して、結果的に当初の予
定数を下回っている企業が多い。ただし、複数の内定
をもらっている学生が多いということは、その分景気
が良いといえるのではないか。

□
人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・登録者の減少はないものの、求人とのミスマッチが
多い状態が続いている。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人の動きに大きな変化はみられていない。

□
アウトソーシン
グ企業（社員）

それ以外 ・前年同時期と比べて、環境に大きな変化がない。

□
新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人需要はあるものの、応募者が少なく結果として
企業が求人募集を諦める傾向が続いており、景気回復
の足かせになっている。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は３か月前と比較して9.8％増加してい
るが、前年同月との比較では3.7％減少している。ま
た、有効求人数は３か月前より8.8％減少しており、
77か月ぶりに5,000人を下回っている。特にパートタ
イムの求人がかなり減少しているが、一方でパートタ
イム希望者は増加しており、景気についてはどちらと
もいえない状況である。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・３か月前と比較して、月間有効求人数は2.2％の微
減のため、景況感に大きな変化はみられていない。

▲
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・新卒市場は過去最高の内定率であるが、特に地元中
小企業の採用不振が強い。高校生にしても同様の状況
である。

▲
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・前年と比較して派遣ニーズが低下している。また、
魅力的な募集案件も減少している。

× － － －

　３．北関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

都市型ホテル
（営業）

来客数の動き ・ホテルの宴会プランの広告を地元新聞２紙に掲載
し、また、取材を受ける様子も掲載している。さら
に、新聞に宴会の折り込みチラシを入れる等、宴会を
積極的にＰＲしたことにより認知度がアップし、来客
数も大幅増となっている。

◎
ゴルフ場（総務
担当）

来客数の動き ・今月単月では、来場者数は計画比32％増、前年比
16％増となっている。７月の見込みも前年同期比で
23％増と来場者の増加による売上の増加が見込める。

○

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・３か月前と前年同月比でみると、来客数の落ち込み
がやや改善してきている。背景には、夏物セールの前
倒しや、降雨日と降雨時間の少なさが影響している。
お中元ギフトは低調のまま推移している。

○
百貨店（副店
長）

来客数の動き ・１階フロアにある化粧品を中心に、新規客が増えて
いる。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・天候不良のときもあるが、気温の上昇が急激にある
と、客のドリンク等の買上点数、来客数共に多くなる
ので、やや良くなっている。

○

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・２～３か月前と比べて、非常に梅雨明けが早くて天
候が良いのが、コンビニにとってプラスの要因であ
る。さらに、東京オリンピック景気等、財布のひもも
少し緩んでいるようで、やや上向き加減と答えてい
る。好天が何よりのプラス要因である。

○

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・近隣に競合店が出店して、売上が一時下がったが、
下げ止まり感がみられる。前年比で、来客数は微減、
売上は99％で推移しており、客の奪い合いに収束感が
ある。客単価は微増で、来客数減を補っている。

○

衣料品専門店
（販売担当）

来客数の動き ・３か月前は本当にどん底に近く、今月と同様、年金
支給月だったにもかかわらず、余りにも悪かった。そ
れと比較すると、客も多少は街に出てきて、やや良く
なっている。ただし、安定的な売上にはつながってい
ない状況なので、これからいろいろ努力していきた
い。

家計
動向
関連

(北関東)
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○

乗用車販売店
（販売担当）

来客数の動き ・３か月前と比べて、確かに来客数は増加している。
ただし、新車、中古車の販売につながるとは限らな
い。車検、板金、塗装、保険、その他いろいろな面
で、来客数が多く、多少景気が上向いてきたのかとい
う感じはする。

○

住関連専門店
（仕入担当）

来客数の動き ・梅雨明けが早くなり、季節商材の動きが活発化して
いる。あわせて、夏のギフトの動きも連動している。
ゴールデンウィーク以降のマイナス傾向から少し回復
している。

○
都市型ホテル
（経営者）

競争相手の様子 ・前年の売上と比べて、やや良くなっている。

○
旅行代理店（経
営者）

単価の動き ・夏休み中の宿泊単価が前年より上昇しており、予約
客数も減少していない。

○
旅行代理店（所
長）

来客数の動き ・デスティネーションキャンペーンの効果もあり、来
客数も好調である。

○
旅行代理店（従
業員）

競争相手の様子 ・競合他社も取扱量が増えてきている。

○
美容室（経営
者）

来客数の動き ・スタッフ全員で新しいヘアスタイルを提案すること
により、顧客層の幅を広げる努力を始めたばかりだ
が、早速、新規客が付いている。

○
設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・建設業界、介護関係からは「相変わらず人手不足で
ある」という話が聞こえてくる。

○
住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・６月より住宅メーカーの動きが活発になり、相乗効
果でまず初めに土地の動きが良くなっている。四半期
の締めが近いせいか、成約率が良くなっている。

○
住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・今月に入り、エステ、マッサージ、ネイルサロン、
美容室などの個人店舗開業の動きが目立ち、貸店舗の
引き合いの問合せが、増えてきている。

□
一般小売店［精
肉］（経営者）

お客様の様子 ・今月は空梅雨で、たまに10度以上の気温変化があ
る。皆我慢しているが、連日の暑さになかなか対応で
きていないため、人出も少ないようである。

□
百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・化粧品は、引き続き好調に推移しているものの、ア
パレルは依然として厳しい。お中元商戦が始まった
が、個人、法人共に厳しいスタートである。

□
スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・３か月前も売上は前年より良く、今月も同様に良い
状況である。

□
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・ボーナス時期を前にしても、商談件数が伸びない。

□
乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・新車販売は軽自動車の割合が多く、台数は微増なが
ら売上減である。また、整備も前年より微減で、３か
月前と余り変わらない。

□
自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・身の回りで、特に良くなる理由はないが、天候も通
常とは違い、なかなか客も思うように動かないようで
ある。順調に物が売れるところに結び付かない。

□

その他専門店
［靴小売業］
（経営者）

来客数の動き ・物を販売する小売業は、目新しい切り口の商品開発
がないことが大きい。また、インターネット販売も盛
んになり、メーカーに近い企業のほとんどが参入して
いる。店頭販売だけでは変化がない。

□

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・ボーナス、年金、児童手当てなど、お金が動く月で
あったものの売上、来客数の伸びは一時的で、中旬以
降は一服感がある。ランチタイムの主婦層の話では、
ガソリン価格の上昇が家計に影響を与えているようで
ある。ただし、富裕層はお金を使っており、２極化が
顕著になっているようである。

□

その他飲食［給
食・レストラ
ン］（総務）

お客様の様子 ・個々の業務委託契約は、委託側、受託側共に、ドラ
イな関係が強まっているようである。人件費を始め、
コスト計算のもと、契約条件の見直しを協議し、折り
合いがつかない場合は、契約の継続にこだわらず、別
の業者を募る形の新規案件が増加している。全体では
変わらない。

□

都市型ホテル
（営業担当）

販売量の動き ・県内３ホテルの稼働は、単月だけでみれば、どこも
それなりに良い。ただし、３か月前と比べて、上向い
ているかというと、決定的な要因はなく、変わらない
と判断している。

□
都市型ホテル
（副支配人）

販売量の動き ・例年この時期、売上は停滞するが、４～５月ほどで
はないものの堅調に売上を伸ばしている。



49 

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

□

タクシー運転手 販売量の動き ・ドライバー不足で、個人的には売上が伸びている
が、会社全体の売上は落ちている。決して仕事が増え
ているわけではない。ドライバーの数はピーク時の半
分になっている。若い人が入ってこないので、自然消
滅しそうである。

□
タクシー（役
員）

来客数の動き ・全体的な人手不足である。

□

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・６月上旬に台風が接近し、週末にかけて悪天候の予
報が出たことにより、来園者数が減少したが、その前
後で入園者数が持ち直したため、前年同数程度に回復
している。

□ 競輪場（職員） お客様の様子 ・入場者数、購買単価共、ほぼ変化がみられない。

□
その他サービス
［自動車整備
業］（経営者）

お客様の様子 ・整備の注文が毎月２％ほど微減している。格安イベ
ントは好調だが集客率は、じり貧である。

□
設計事務所（所
長）

来客数の動き ・仕事の情報量が少し多くなっている。

▲
商店街（代表
者）

来客数の動き ・商店街にある宝くじ売場とコンビニは、客の出入り
が多く見られるものの、物販店には人影がない。

▲
一般小売店［衣
料］（経営者）

販売量の動き ・梅雨が明けて天候はまあまあだが、やはり商売がう
まくいかないので、余り良くない。

▲
一般小売店［青
果］（店長）

来客数の動き ・毎日、ほぼ90数％が固定客である。必要な物以外は
ほとんど買わない。

▲
スーパー（商品
部担当）

単価の動き ・ここ数か月、落ち込んだ来客数が回復する兆しがみ
えない。競合他社との価格競争が厳しく、単価は下が
るものの買上個数は伸びない状況である。

▲
コンビニ（経営
者）

競争相手の様子 ・競合店の動きから、やや悪い。

▲

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・３月以降、来客数が減少傾向にある。特に前月は厳
しく、前年同月に比べて１割以上少なかった。一方
で、客単価は上がっており、景気の動向が読みにく
い。

▲
タクシー（経営
者）

お客様の様子 ・全体的に動きが悪く、前年同月と比べて10％の減少
である。

▲
通信会社（総務
担当）

販売量の動き ・来客数が予想より伸びず、販売計画を大幅に下回っ
ている。

▲
通信会社（局
長）

それ以外 ・３か月前は期末、期初であり、来客数は伸びていた
が、ここにきて停滞している。また、ガソリン価格の
高騰が続き、企業の利益を圧迫し続けている。

×
通信会社（経営
者）

販売量の動き ・新年度以降、更に販売量が下がっている。県内でも
来年の国体に向かって景気が上向いても良いはずだ
が、悪くなっている。

◎
その他製造業
［環境機器］
（経営者）

取引先の様子 ・取引先の発注が、３年計画で持ち上がっている。

○

化学工業（経営
者）

取引先の様子 ・取引先の話では、景気が良い、良くない、どちらで
もないの割合がそれぞれ、３分の１ずつの業界がある
とのことである。大企業と中小企業では差のあるとこ
ろもあるようだが、多少は良くなる方向にある。

○

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・今年の１月が底で、そこから徐々に上がってきてい
る。１月と比べて、３割くらい受注が増えている。恐
らく年末くらいまではこの状態が続くので、やや良く
なっている。

○
輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・現状、自動車の北米向け輸出は、78か月連続で前年
超えで好調である。ただし、米国政権による関税の影
響が心配である。

○

建設業（開発担
当）

受注量や販売量
の動き

・公共工事主体で売上の95％を占めている。現政権誕
生後公共工事は順調に推移しており、建設業界は大変
感謝している。ただ、最近の長期政権にも多数の難問
が生じており、心配である。今期の公共工事は大変順
調で、前年比30％増、特に、影響の大きい市町村発注
が同比90％増と大変驚いている。当社も今のところ同
比10％増と大変有り難い状況である。

○
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・景気の落ち着きにより、企業の設備投資意欲がやや
上向いているようである。人材、人手不足の状況は相
変わらずである。

□
窯業・土石製品
製造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・良くも悪くもない。

企業
動向
関連

(北関東)
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□
金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・新規取引先を開拓し、希望を持って仕事に取り組ん
でいる。

□
一般機械器具製
造業（経営者）

競争相手の様子 ・同業他社も仕事を多く抱えており、仕事を手伝って
もらえない。業界全体として需要に供給が追い付いて
いないようである。

□
輸送用機械器具
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・この２～３か月は、取引先の様子、販売価格、販売
量等、若干良いくらいで、余り変わらない。

□
建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・とにかく仕事がない。時期を考慮しても少なすぎ
る。

□
輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・特にサッカーワールドカップの影響での大型テレ
ビ、好天の暑い日が続いていることからエアコン等の
家電が動き、輸送量は前年を15％ほど上回っている。

□

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・ここ３か月、ずっと横ばいの宣伝広告出稿数であ
る。特段悪くはないものの、取引先の販売が鈍化して
いる。自動車、住宅など、個人支出の高額品販売が不
調だと聞く。

□
司法書士 受注量や販売量

の動き
・やや回復したと思ったものの、今月はまた通常に
戻っている。

□
社会保険労務士 取引先の様子 ・労働保険料の年度更新で、保険料の増減は様々であ

り、景気が良くなっているとまでは、いえない。

□
その他サービス
業［情報サービ
ス］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・特段の変化はみられない。

▲
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・今月の売上は前年４～５月以来の悪さである。

▲
不動産業（経営
者）

競争相手の様子 ・業界大手の下請企業の倒産や、関連不動産からは厳
しい見通しの声が耳に入る。

▲

不動産業（管理
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・大口取引先が受注額を大幅に引き下げた影響で、売
上は減少している。その他取引では、欠員補充がなか
なかできず、既存の人員で何とかやりくりした結果、
全体の利益減少幅は、予想より少なく済んでいる。

×
電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・４月より主要取引先の電話システムの生産が伸びて
おらず、当社の送受器組立ての受注も減っている。

◎ － － －

○
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人倍率は継続して、高い水準で推移している。

○
職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・正社員の求人を取ろうという企業が、多くなってい
るようである。

○
学校［専門学
校］（副校長）

求人数の動き ・事務系の職種は、いまだ狭き門であるが、その他の
職種は非常に良い状況のようである。

□

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・物流関係やレストラン、飲食店等の募集が多く、目
立っている。製造業は、機械、自動車関連、電機、電
子等は、ごくわずかで、補充程度の募集かとみてい
る。建築、土木、建設業については、公共事業は引き
続き好調なものの、一般住宅や増改築は、余り目立っ
たところはなさそうである。人の動きも製造業は全般
的に落ち着いている。ガソリン価格や生鮮食料品は高
騰したままである。

□
人材派遣会社
（支社長）

周辺企業の様子 ・問合せのオーダーが一段落し、引き合いが減少して
いる。同時にスタッフも行き渡り、一服感がある。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前月と比べ減少しているものの、前年
同月とほぼ変わらない。

▲
人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・現状、仕事はやや落ち気味で求職者が当社に来て
も、連れて行く事業所が余りない。

▲
人材派遣会社
（管理担当）

周辺企業の様子 ・採用数に変化はないものの、単価が下がっている。

× － － －

　４．南関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
その他飲食［給
食・レストラ
ン］（役員）

お客様の様子 ・新規で委託手数料が好条件の取引先が増加している
ことが、業績改善の大きな要因となっている。景気回
復を感じることができる（東京都）。

◎
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・近隣の国際会議場で行われている学会などで、ビジ
ネスの動きが好調である。

◎
ゴルフ場（経営
者）

お客様の様子 ・先日、客と店舗外で会う予定だったが、忙しくて行
けないと言われた。

雇用
関連

(北関東)

家計
動向
関連

(南関東)
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○

一般小売店［家
電］（経理担
当）

来客数の動き ・毎年この時期はエアコンで売上を伸ばしているが、
広告の目玉商品だけ買う客より、店で説明を聞いて納
得してから買う客が増え、客単価が上がり、利益も取
れている。今は値段だけならインターネットでも安く
売っているが、これほど高齢化が進むと、近くの店の
ほうが安心して買えるようである。

○
一般小売店［家
電］（経理担
当）

販売量の動き ・天候不順もあったが、暑い日も多かったので、エア
コンが好調である。テレビも、長らく動きが悪かった
が、ここにきて買換え需要が増えてきている。

○
百貨店（総務担
当）

来客数の動き ・近隣商業施設の業態変更により、来客数が増加して
いる。改装の効果もあり、新規客の取り込みが進んで
いる。

○

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・首都圏店舗の既存ベースでは、売上は前年比で
104％と好調に推移している。カテゴリー別では化粧
品、特選宝飾が好調を維持している。特に、特選ブラ
ンド、時計、宝飾、美術などの高額品が客単価向上に
寄与しており、インバウンド効果の顕著な化粧品と併
せて全体の業績をけん引している（東京都）。

○

百貨店（販売促
進担当）

単価の動き ・購入単価、商品単価共に前年比プラスが続いてい
る。紳士、婦人共に衣料品に加え帽子などシーズンア
イテムも好調に推移している。セール前ではあるが定
価品の動きも良く、単価が上がっている。また、お中
元ギフトの動きも例年になく単価が上がっている。

○
百貨店（店長） 販売量の動き ・株価等、継続して不安定な要因はあるものの、ボー

ナスも支給され、全体的に支給額も増えたことから、
多少購買に良い影響があったものと考えている。

○

スーパー（販売
促進担当）

販売量の動き ・食品、住居関連はバンドル販売強化による客単価
アップが成功し、売上改善が進行している。ただし、
衣料品の売上減少は継続しており、子供、肌着衣料の
温度に敏感な商材の不振が大きい。

○
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・梅雨が明け、気温も上昇するなかで、ソフトドリン
ク、アイスクリームなどが多く売れている。

○
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・来客数がやや増えている（東京都）。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・季節的要因もあり、３か月前と比べると気温は上が
り、夜遅くまで人が出ていることが多いため、来客数
が伸びているとみている。

○
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・新車販売が前年を大幅に上回っており、整備部門も
順調である。

○
乗用車販売店
（総務担当）

来客数の動き ・新車、中古車、サービス共に多くの客が来店してお
り、売上が伸びている。

○
その他小売
［ゲーム］（開
発戦略担当）

販売量の動き ・新発売のタイトルラインナップの強さは前年並み
だったが、販売量は上回ってくる見通しで、市場の底
が上がっている感がある（東京都）。

○
一般レストラン
（経営者）

単価の動き ・客単価が上がっている。特に、平日より土日祝日の
客単価が上がっているので、景気は上向きなのではな
いか（東京都）。

○
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・新緑の季節は団体旅行や学校の校外学習が多いた
め、３か月前の年度終わりに比べれば、良くなってい
る。

○

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・海外旅行ではボリュームゾーンであるハワイが好調
である。アメリカ本土は日本人人気選手のメジャー
リーグ入り効果でアナハイム、ロサンゼルスが好調。
ケガが懸念されたが、キャンセル等の影響は余りな
い。訪日旅行者も好調である（東京都）。

○
タクシー運転手 それ以外 ・昼間の客の売上が非常に良いのは暑さのせいで、景

気とは関係ない（東京都）。

○

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・大幅な拡大傾向にはないが、新規客からの申込みが
多い。説明が必要な商品は、経済的な理由による未成
約が一定数あるものの、説明により成約するケースも
ある（東京都）。

○
観光名所（職
員）

来客数の動き ・今月は６月としては悪いのだが、３か月前の閑散期
と比較するとまだ良い（東京都）。

○
ゴルフ場（企画
担当）

来客数の動き ・６月は比較的天候に恵まれ、雨によるキャンセルが
少なく、土曜日、日曜日は会員中心の来場が多く、来
場者数を確保できている。

○
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・相談を受けていたプロジェクトが動き始め、契約に
つながってきている。
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○

その他住宅［住
宅管理・リ
フォーム］（経
営者）

お客様の様子 ・今までは確かに相談はあったが、なかなか具体性に
欠けていた。今月に入りそういう話が具体化してきて
いる。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・６月に入り、かなり暑い日が続いているので、客の
出が大分悪くなっている。余り暑いのも良しあしだ
が、６～７月がこのまま続くと良くなるとは考えられ
ない（東京都）。

□

商店街（代表
者）

それ以外 ・景気は上向いてはいない。一服して停滞か、むしろ
やや下がり気味かもしれない。客の財布のひもは明ら
かに固い。クレジットカードの取扱高が前年同月を数
か月間下回っている（東京都）。

□
一般小売店［家
具］（経営者）

お客様の様子 ・客は店まで来てもなかなか成約が決まらず、修理や
買換えのなかでも安い物を求めるという状況がある。
景気は良くない（東京都）。

□
一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・まだこれから暑くなるので、路面店では非常に厳し
くなると予測している。

□
一般小売店［祭
用品］（経営
者）

来客数の動き ・出足が悪いのか、一向に客が増えない。インター
ネットの影響が大きい。

□
一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・やや暑くなってきたせいか、エアコン等の動きは良
好だが、依然として映像、音響関係の商材の動きが良
くない（東京都）。

□
一般小売店
［傘］（店長）

お客様の様子 ・衝動買いや飛び込みでの購入は少なく、必要に応じ
て購入する傾向は変わらない。客の財布のひもは相変
わらず固い。

□
一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・来客数が前年より少し増え、大口ギフト需要もあ
り、売上も伸びている。

□
一般小売店
［茶］（営業担
当）

来客数の動き ・例年は年間数回の催事で何とか目標どおりに進んで
いたが、今年は来客数も減り、売上額の目標が達成で
きていない（東京都）。

□

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・全体的にはほぼ前年並みで、店頭、ギフト共にほぼ
前年を維持している。ただし、大きな突き抜けはな
く、雨が少なかったことも含めて何とか店頭維持がで
きたというところである。総菜、洋菓子が引っ張って
いる（東京都）。

□
百貨店（広報担
当）

お客様の様子 ・高額品やインバウンド需要は引き続き好調である一
方、中間層の消費に関しては足踏みが続いてる（東京
都）。

□

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・今月はアクセサリーやＵＶ関連などのファッション
雑貨が好調に推移している。サマーギフトは、イン
ターネットによる受注は好調だが、週末の台風５号接
近や、大阪北部地震報道の影響により、厳しいスター
トとなっている。来客数は依然として前年を上回って
おり、外国人観光客の影響が大きい（東京都）。

□

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・お中元商戦は、ギフトセンターは苦戦しているもの
の、インターネット等、他チャネルでの受注が伸びて
おり、全体としては目標どおり順調に推移している
（東京都）。

□
百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・来客数、買上率共に大きな変わりはない。この数か
で特筆すべき変化は見つからないため、景気は変わら
ない（東京都）。

□

百貨店（副店
長）

お客様の様子 ・中旬の天候不順、安定した気温の影響で、６月は紳
士、婦人共に衣料品の動きが鈍い。しかし、化粧品や
食料品などの日用品に分類される商材は堅調で、景気
の良しあしの判断が非常に難しく感じる月である。

□
スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・来店頻度、客単価等が伸びてこない（東京都）。

□

スーパー（販売
担当）

単価の動き ・競合他社との価格競争もあり、平均単価が前年を下
回る状況が続いている。客の買上点数は前年並みかそ
れ以上になっているが、１品単価が下がっている分、
客１人当たりの買上額がなかなか前年を超えない（東
京都）。

□
スーパー（経営
者）

来客数の動き ・来客数が減少している。天候の影響もあり来店回数
が減っているが、買い控えもある感じがしている。
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□

スーパー（店
長）

来客数の動き ・今月は降雨が多く、翌日の来客数が伸びていないの
が要因だと思う。競合環境が変わらないなかで、来客
数が前年比で800人くらいダウンしている。客の来店
頻度を上げていかないと、目標の予算には大幅に届き
そうもない状況で、非常に厳しい形で推移している。

□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数の微減が続いており、来店頻度が以前より
減ってきている（東京都）。

□

スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・気温の変動、６月末に東京地方が梅雨明けしたとい
うことで今後の期待は持てるが、現状としては衣料品
が１割減、食料品等は前年並みである。頻度性の高い
物については若干上昇傾向だが、衣料品等については
非常に買上の鈍い状況が続いている。

□
スーパー（営業
担当）

単価の動き ・夏物商材は比較的よく稼働しており、客数及び販売
量は若干上向き傾向にはあるが、単価が上がらない
分、それを相殺してしまっている（東京都）。

□
スーパー（仕入
担当）

来客数の動き ・今月は前年６月より施行された酒税法の改正から１
年が経ち、売上が多少増加している。また、青果物の
相場も落ち着いてきている。

□
コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・量販店のセールが続いているが、客の動向に変化は
なく、来客数、客単価共に安定した状態が続いてい
る。

□
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・天候の影響もあると思うが、期待したほど来客数が
伸びない。

□
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・単価が上がってこないので厳しい。

□
コンビニ（商品
開発担当）

販売量の動き ・販促企画をしても、売れるものとそうでないものが
はっきりしてきている（東京都）。

□
コンビニ（商品
開発担当）

来客数の動き ・来客数の減少傾向が継続している（東京都）。

□

衣料品専門店
（店長）

それ以外 ・当社が扱う事業で、着物、宝石、毛皮等、ラグジュ
アリー部門の購入層は60代以上が大半を占めている
が、その購入率及び単価が低下傾向にある（東京
都）。

□

家電量販店（店
長）

来客数の動き ・国内やインバウンド商品の客単価は改善されてきて
いるが、来客数の増加による売上増加ではない。大阪
北部地震の影響でテレビを中心に一部特需があり、関
西エリアは関東エリアより２～３割伸びている。家電
のインバウンドは依然として東京、大阪などの中心地
などが好調であるものの、当店は苦戦している（東京
都）。

□
家電量販店（店
員）

お客様の様子 ・大きな変化はみられないが、周囲の状況が落ち着い
ている（東京都）。

□

家電量販店（経
営企画担当）

販売量の動き ・足元の売上進捗が前年を超えている要因は来客数と
みている。国内消費者の売上動向は堅調に推移してい
るが、下支えしているのはインバウンド需要である。
このインバウンド需要をけん引しているのは、旺盛な
来客数の伸びである（東京都）。

□
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・自動車の整備と販売をしているが、整備は順調であ
るものの、販売が余り芳しくない。前年度比２割減と
なっている。

□
乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・特に変化は感じられない。

□
住関連専門店
（営業担当）

お客様の様子 ・春先から高額リフォーム案件の受注が伸びている。
現在も引き合い、受注共に前年を上回る状況で推移し
ている（東京都）。

□
その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

お客様の様子 ・来客数が伸びないので、変わらない。

□

その他専門店
［貴金属］（統
括）

お客様の様子 ・ＥＣによる直接購入、Ｗｅｂで検索してから実店舗
での購買、というように購買形態に変化がみられる。
しかし、販売数、客単価共に変化はみられないため、
景気そのものは変わらない（東京都）。

□
高級レストラン
（仕入担当）

単価の動き ・販売単価、来客数、売上、いずれもほぼ前年並みで
ある（東京都）。

□
高級レストラン
（役員）

来客数の動き ・６月は企業業績などを反映したボーナスの状況に影
響を受けることがあるが、今年は予約、フリー客共に
前年同期比で大きな変化は感じられない（東京都）。
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□

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・３か月前の３月１～28日の前年比は、売上
110.3％、来客数105.4％である。６月１～28日までの
前年比は、売上107.3％、来客数104.5％である。既存
店の売上の前年比は94.8％である（東京都）。

□

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・月の中旬までは前年比で横ばいの推移であったが、
サッカーワールドカップの１次リーグが始まってから
は、やはり客がさっさと帰ってしまったり、テレビの
ある居酒屋に行ってしまい、極端に客足が悪くなって
いる（東京都）。

□
一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・送別会はあっても、歓迎会はほぼない。

□

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・今月はサッカーワールドカップの影響もあり、日本
戦のある日は来客数が減っている。しかし、毎月末の
プレミアムフライデーはサービスが定着しており、大
変忙しい（東京都）。

□
観光型旅館（ス
タッフ）

お客様の様子 ・客は特に出費をいとわないわけでも、節約している
わけでもない（東京都）。

□

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・レストランについて、ランチはコンスタントに予約
が入ってきているが、ディナーの時間帯の動きがかな
り鈍く、接待なども少ない。全般的に、相変わらず節
約傾向が続いており、単価も伸びず、景気は良くも悪
くもない状態が続いている。

□

旅行代理店（経
営者）

単価の動き ・今月は大阪北部地震があり、客がそちらに足を向け
るのは困難で、ボランティア活動に専念していきたい
というような話がある。なかなか個別の客の単価が上
がるような状態ではない。

□

旅行代理店（販
売促進担当）

販売量の動き ・今月は海外の団体及び個人は良かったのだが、大き
い数字になる国内旅行がやや低迷しており、伸びてい
ない。また、訪日旅行も世間でいわれているようには
伸びておらず、やや足を引っ張っているような状況な
ので、総合的に判断すると、変わらない（東京都）。

□
旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・販売量に顕著な伸びが期待できない。

□

タクシー運転手 それ以外 ・都心では2020年の東京オリンピックに向けた準備の
一環である、車道を使っての交差点の角々にある地下
鉄出入口改良工事が急ピッチで進められており、通行
するにも一苦労である。東京では５万台あるタクシー
の４分の１は都心に集中するので、実車回転が悪く、
ロング客が付かない日は売上が伸びない。また、いわ
ゆるローカル地区では営業回数は多くできるが、売上
が伸びない。したがって、タクシー景気は今一つであ
る（東京都）。

□

タクシー運転手 お客様の様子 ・梅雨入りしても、雨が少ないためか利用が増えず、
厳しい状況が続いている。また、夜の利用も少ないた
め、売上が伸びない。利用回数が少ないのが気にな
る。

□
タクシー運転手 お客様の様子 ・深夜の利用客や残業する人がいなくなり、大変暇に

なっている。なおかつ、今月はサッカーワールドカッ
プの影響で、人の動きがない（東京都）。

□

タクシー（団体
役員）

来客数の動き ・ゴールデンウィーク後の閑散期に比べて、６月前半
はボーナスの時期でもあり若干の回復が感じられた
が、後半に入ってからはサッカーワールドカップの影
響からか街中に人出がなく、特に夜間、深夜帯に閑散
としている日や曜日がある。

□
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・特に若年層における固定インターネット離れ、テレ
ビ離れが進んでおり、モバイルＷｉ－Ｆｉ、携帯での
動画視聴の動きが出ている。

□

通信会社（局
長）

販売量の動き ・他社への切替えは前年より減少傾向にあるものの、
平均サービス獲得数は横ばいであることから、景気が
良くなっているわけではない。景気を引き上げるトリ
ガーがないのが現状である（東京都）。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・相変わらず、新規加入、コース変更共に、必要最低
限の内容を選択する意識を強く感じる。

□
通信会社（総務
担当）

単価の動き ・ガソリン価格が高騰しているが、その他の日常の食
料品価格は安定しているので、総体的には変動は微小
と考える（東京都）。

□
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・販売量をみると、前月から全く変化がない。内容も
前月と変わらないので、景気は全く変わっていない
（東京都）。
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□
通信会社（経理
担当）

単価の動き ・客単価が毎月円単位で徐々に下がり続けており、下
げ止まりを予測しにくい。新サービス投入及びオプ
ションサービスで売上増加を図っている。

□

パチンコ店（経
営者）

来客数の動き ・来客数は変わらないが、新規入会する人数がやや
減っており、プラスマイナス的には人数が余り変わっ
ていない。パチンコは新台が好調であるものの、ス
ロットは余り新台が出ないため、依然として厳しい
（東京都）。

□

競輪場（職員） お客様の様子 ・ゴールデンウィークにいろいろなキャンペーンを
行ったが、思っていた以上に売上が伸びなかった。客
の話は景気が悪い話ばかりで、販売側としては売上の
増加傾向はみられない。

□
その他サービス
［保険代理店］
（経営者）

来客数の動き ・来客数はさほど変わらないが、新旧の入れ替わりが
あり、販売商品の様変わりを感じる。

□

その他サービス
［電力］（経営
者）

お客様の様子 ・４月のマンション契約率が低く、その影響からかマ
ンション発売戸数も低迷している。マンションが増え
ないなか、新築マンション一括受電事業も厳しい状況
が続いている（東京都）。

□

設計事務所（経
営者）

競争相手の様子 ・民間の仕事量が少ないため、価格競争に進んでいく
懸念がある。利益は少なくても、競合相手の提示価格
を意識せざるを得ない。景気は３か月前と余り変わら
ない。

□

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・当社は不動産デベロッパー業と総合建設業である。
ここ数年住宅の売行きが大変落ちている。46年間住宅
産業に携わっているがこんなに売れないことはない。
国の政策で住宅取得に対して応援してもらえず、物価
は徐々に上昇し、中小企業の給料が上がらない現状が
ある。これでは住宅ローンを組むのが不安である。政
治面で住宅が取得しやすい政策を期待している。

□

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・今月の販売量は目標数字の約93％となっている。ま
た、３か月前と比べてもほぼ変わらない状況である。
大手ハウスメーカー等の決算状況を見ると、かなり苦
戦しているとの報道があるが、地域密着の当社として
は、紹介やＯＢの再受注で底堅い販売量を確保できて
いる。

□
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・販売量は２～３か月前と変わっていない。

□

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・３か月前と比べて大きな変化はないが、半年前に比
べれば余り景気が良いとはいえない。アパート購入の
客は動いているが、希望の融資が通らないことが多い
ようである。

□
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・東京オリンピックを控え、建設需要全体としては好
調であり、資材や職人の人件費高騰が目立ってきてい
るが、民間発注の建設需要は厳しい。

□
その他住宅［住
宅資材］（営
業）

販売量の動き ・建築資材の荷動きに大きな変化はみられない。東京
オリンピック特需への期待もあるが、全体を底上げす
るまでには至っていない（東京都）。

▲
商店街（代表
者）

販売量の動き ・前年に比べ工場の工事が減少している。

▲

商店街（代表
者）

来客数の動き ・最近の来客数はかなり減ってきている。店に活気が
なくなりつつあり、ゴールデンウィーク後のため消費
が鈍ってる、あるいは客が買物疲れしている感じであ
る。

▲

商店街（代表
者）

販売量の動き ・駅前の商店街としては、駅周辺の大型ショッピング
モールなどと共存してきたつもりであったが、近年住
宅地へ中型スーパーが続々と出店しているため、あえ
て駅前で買物をする必要がなくなってきている。その
ため、高い家賃を支払ってきた商店街の店子がまず閉
店し始め、空き店舗が目立つようになっている（東京
都）。

▲
一般小売店［和
菓子］（経営
者）

来客数の動き ・月末になり猛暑続きで来客数が激減してしまい、売
上につながらない。

▲

一般小売店［文
房具］（経営
者）

販売量の動き ・新入学、新入社の時期が過ぎ、文房具を購入する客
の購入点数や購入単価がやや落ちてきているため、３
か月前と比較して売上も若干であるが減少している
（東京都）。
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▲

一般小売店［文
具］（販売企画
担当）

お客様の様子 ・近隣に大きなディスカウント店ができて、来客数が
大幅に減っている。当店の客を直接取られているわけ
ではないが、オープンセールで、商店街のスーパーに
来る客を大量に取られ、人通りがやや減っている。外
商はそんなに悪くはないものの、今月は地域的な条件
が影響している。

▲

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・来客数は前年並みで買上客数が厳しく、それに伴い
販売数量がマイナスという状況が続いている。クリア
ランス前の買い控えも影響している。クリアランスの
商況は、非常に厳しい状況となっており、クリアラン
スでも必要なアイテムをしっかり吟味して購入する傾
向が顕著である。財布のひもが固いと感じる一方、イ
ンターネットを含めて買物の仕方の変化に大きく影響
されているとも感じている。

▲
百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・デパートでは緊急に必要な物が食料品しかないた
め、日頃の来客数が減少している（東京都）。

▲

百貨店（営業担
当）

それ以外 ・前年秋に、隣接する場所にショッピングセンターが
オープンし、来客数が伸びているが、オープン以降少
しずつ来客数が減ってきている。また、来客数が増え
ている割に、買上につながらない（東京都）。

▲

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・天候の影響により外出を控える客が目立っている。
また、洋服を選ぶ目も厳しく、デザイン、色、素材、
価格などをなかなか妥協せず、年金月の６月にもかか
わらず、最悪の月となっている。

▲

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・今月は来客数、売上共に10数％減少している。６月
の最低を記録し、特に婦人のアウターが悪い。天候も
良くないが、それ以上に客の購買意欲が非常に落ちて
いる。

▲
衣料品専門店
（役員）

単価の動き ・高額商材が売れない。衣料品購入は優先順位が低
い。

▲
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・３か月前は決算だったので、その影響が大きい。

▲
乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・最近は車を購入するという話が少なく、６月は商談
件数が少ない。

▲
住関連専門店
（統括）

販売量の動き ・来客数も少ないのだが、販売量、金額も大分落ち込
んでいる。

▲
その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

競争相手の様子 ・主力店舗の近隣に競合店が出店したため、売上が
10％ダウンしている。

▲

高級レストラン
（経営者）

販売量の動き ・当店は和食だが、近隣の情報も合わせて和食は全体
的に売上が落ちている。サッカーワールドカップだけ
でなくラグビーワールドカップ、東京オリンピックの
話題や、前乗りなどの良い要素があるにもかかわら
ず、一般利用と企業ユースの和食は落ちている。

▲
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・３か月前は、年間で一番忙しい暮れに続き、２番目
に忙しい時期である。それと比べると今月はやや落ち
ているが、微々たるものである。

▲
一般レストラン
（経営者）

それ以外 ・６月15日の民泊法の施行で、民泊宿泊外国人観光客
が激減している（東京都）。

▲

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・当社は食品の輸入卸と飲食業を営んでいるが、飲食
業は若干良くなってきているものの、輸入卸業務の売
上、流通業及び中堅メーカーの売上が減少している。
メーカーについては、その先の流通業の売上が減少し
ていることが理由であると考えられる。したがって、
景気は下降傾向と判断する。

▲
その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

来客数の動き ・来客数が減り、客単価も下がっている（東京都）。

▲
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・新規契約数の伸びが鈍化している。解約も通常月よ
り増えており、厳しい状況になっている。

▲
通信会社（管理
担当）

販売量の動き ・週末の天候が悪かったことも影響し、前月と同様に
販売量は横ばいである。

▲

通信会社（管理
担当）

販売量の動き ・電話交換機など法人企業向けの通信設備は引き続き
堅調だが、基幹業務パッケージソフトの販売、システ
ム構築案件が減っている。また、個人向け携帯電話販
売も、夏季商戦期を前にした買い控えの影響もあり、
販売台数が伸びていない（東京都）。

▲
ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・平日は高齢者の利用が多いが、前年より減少してい
る。
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▲
パチンコ店（経
営者）

来客数の動き ・天候不順的な要素が多分にあるが、ゴールデン
ウィーク明けから６月にかけて、客足がやや下降気味
である。

▲
美容室（経営
者）

来客数の動き ・来店頻度が鈍っている。

×
一般小売店［食
料雑貨］（経営
者）

来客数の動き ・競合店のリニューアルオープンの影響がある。

×

一般小売店［生
花］（店員）

販売量の動き ・３か月前の３月はお彼岸、卒業式、送別などの行事
があったので、花屋としては繁忙期であった。それに
比べると、今は本当に落ち着いてしまっている（東京
都）。

×

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・衣料品を中心に大きく売上が落ち込んでいる。３か
月前は服飾雑貨、スポーツ関連で前年比で２けたの伸
びを示し、衣料品全般も前年を捉えていたが、今月は
前年に対し大きく落ち込み、全体的にも５ポイント前
後よりマイナスとなっている。最大商戦であるお中元
ギフトの出だしは非常に厳しく、２けた以上落ち込ん
でいる。来客数、配送件数の減少が主な要因である。
夏のボーナス商戦に不安を残している（東京都）。

×
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・ゴールデンウィーク明け以降、天候不順もあいまっ
て、来客数の減少が止まらず、厳しい状況が続いてい
る（東京都）。

×

衣料品専門店
（営業担当）

来客数の動き ・６月は天候にも恵まれず、前年比75％と死活問題の
売上となっている。近隣の駅ビルがグランドオープン
を今月末に控え、買い控えをしている様子がみられ、
衣料品を購入する人が本当に少ない。前年の服を引っ
張り出して着用している。

×
その他小売［生
鮮魚介卸売］
（営業）

来客数の動き ・商品単価の高騰や物流の変化などが原因か、曜日に
関係なく売れなくなっている（東京都）。

×
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・３か月前と比べて来客数は全く増えず、逆に減少し
ている。客の様子及び来客数からも景気が良くなって
いるとはなかなか感じられない。

×
設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・計画物件が延期となり、新物件の情報もない。職人
不足と建築工事費の値上がりの問題にも関係があるの
ではないか（東京都）。

◎ － － －

○
出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

取引先の様子 ・今まで止まっていたものが、急に動き出してきてい
る。

○

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・印鑑やゴム印の仕事をしている。今月は小さな特需
があり、市内に多い外国人に日本語を教えている学校
から、生徒の印鑑の注文が30本くらい入っている。問
屋の支払は需要が発生してから支払っていて通常は15
万円くらいだが、今月は20万円弱ある（東京都）。

○
化学工業（総務
担当）

取引先の様子 ・この３か月、供給側でのタイト感が続いており、原
材料、運賃の値上げが避けられない状況となってい
る。

○
プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・インバウンド効果で化粧品容器の受注は、依然とし
て増加傾向にある。医療品容器の受注も横ばいである
ものの、まずまずの状況にある。

○
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・入札案件が増加している。

○
建設業（経営
者）

取引先の様子 ・工場の増設や拡張に伴う設備投資案件が増えてい
る。

○
輸送業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・例年売上が落ちる時期だが、販売価格の値上げで乗
り切る（東京都）。

○

金融業（役員） 取引先の様子 ・当社の平成30年４～６月期景況レポートにおける取
引先調査において、全業種総合の業況判断ＤＩはマイ
ナス5.8と、マイナス域ながら前期比0.4ポイントの改
善となっている。

○
不動産業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・都心の商業施設は３か月前に比べて客単価が上がっ
ている（東京都）。

○
広告代理店（営
業担当）

受注価格や販売
価格の動き

・平均的に全てのセクションでの売上が上がっている
のではなく、特殊なクライアント数社の売上が驚異的
に伸びている（東京都）。

○
税理士 取引先の様子 ・梅雨であるが猛暑が続き、夏物商戦は早くも熱く

なっている。公務員、大手企業のボーナス共に好調
で、消費も伸びる。

企業
動向
関連

(南関東)
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○
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・金属加工の中小企業では、受注は比較的堅調である
（東京都）。

○
その他サービス
業［廃棄物処
理］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・取引先工場の稼働率が上がってきており、受注量が
増えてきている。

○
その他サービス
業［警備］（経
営者）

取引先の様子 ・公共事業関係の現場が例年だと落ち着いてくるが、
今年は依然として受注があり、落ち込んでいない。

○
その他サービス
業［映像制作］
（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・少量ではあるが、新規に出した図書館向けのＤＶＤ
が好調である（東京都）。

○
その他サービス
業［ソフト開
発］（従業員）

受注量や販売量
の動き

・勤め先の受注案件が多くなっているが、人手が足り
ず、断ることもある。

○
その他非製造業
［商社］（総務
担当）

取引先の様子 ・為替によって取引先の受注量が増えている（東京
都）。

□
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・今月は前半の売上が前年割れであった。後半持ち直
したものの、前年比95％くらいである。客単価が下
がっており、必要な物を必要な数しか買わない。

□

出版・印刷・同
関連産業（所
長）

取引先の様子 ・定期的に案件を受注しているクライアント数社か
ら、コスト削減の打診がきている。案件数量は変わら
ないが、コスト削減の影響で数字全体が落ち込んでい
る。

□
出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・受注件数は前年同期５％増の目標を達成している
が、受注額５％増の目標は３％未達に終わっている
（東京都）。

□
プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・原油の値上げに伴って原材料も上がっているので、
動き出しているようにもみえるが、本当の動きではな
い。

□
金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・見積件数は多くなっているものの、価格が安く決ま
らない。下請仕事の機械加工は設備投資もできず、先
行きが不安である。

□
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・取引先が数社あるが、どこも高めの数値で内示が来
ているので、落ちない。

□
その他製造業
［鞄］（経営
者）

取引先の様子 ・受注量や価格において従来どおりの状況で流れてい
て、大きな変化はない。

□
建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・予定していた価格で物が売れない。

□

建設業（経理担
当）

取引先の様子 ・取引先に数社ほどいる生産工場で、時々発注のあっ
た生産設備やラインの変更に伴う工事等の間隔が広
がってきている。設備投資に掛けるお金も抑えている
ようである。

□
輸送業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・輸送量の減少が止まらず、運賃収入も減少を続けて
おり、人、車、燃料等、経費の増加が大きな負担と
なってきている（東京都）。

□
輸送業（経理担
当）

それ以外 ・繁忙期に向かって物量は増えてくるが、燃料費の高
騰により収益は伸びない。

□
金融業（統括） 取引先の様子 ・プラス材料は極端に少ないが、決してマイナスでは

ない。

□
金融業（支店
長）

取引先の様子 ・個人消費は良くなっている感じはなく、金利と株
価、景気は横ばいである。

□

金融業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・不動産業では、都内の地価が相変わらず高止まりし
ていることから、仕入れに苦労しており、売上が減少
傾向にある。運送業では、人手不足による人件費の上
昇、加えて燃料費の高騰により利益が減少している。
製造業は、先行きの受注が横ばいである。個人では、
住宅ローンの融資延滞先が増えている。全体的には３
か月前と比べると横ばいである（東京都）。

□

不動産業（経営
者）

競争相手の様子 ・当社が営業している駅ビルもオープンしたのが平成
17年で毎年出店者協議会の総会が開かれる。５階建て
54店舗のうち２店舗が空きで、52店舗の前年の営業実
績が落ち込んでいる報告があった。前年７月隣接の駅
ビルがオープンして１年が過ぎている。長年の夢がか
ない全てが完了したわけだが何か複雑である（東京
都）。

□
不動産業（総務
担当）

取引先の様子 ・主力のオフィスビルのうち、１棟が約２年ぶりに空
室率がゼロとなり好調である。賃料も僅かではあるが
上昇傾向にある（東京都）。
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□

税理士 それ以外 ・近隣の駅周辺の商店街の飲食店を夜のぞくと、
チェーン店などは客が入っているが、個人店は入って
いない。入っている店は流行っているが、全般的には
入っていない（東京都）。

□
社会保険労務士 取引先の様子 ・昇給の幅が減ったり、資金繰りがまだ厳しかった

り、助成金を活用したい会社が見受けられる（東京
都）。

□
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・飲食店は天候の影響が少ない。

□
その他サービス
業［ソフト開
発］（経営者）

取引先の様子 ・最近、取引先の予算確定が遅れ気味で、今後の予定
が立たない（東京都）。

▲
出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・例年この時期は受注量が減り、景気が下向きになる
（東京都）。

▲
出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

それ以外 ・同業他社との競争により、売上規模が縮小してきて
いる。

▲
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・まとまった物件の決まる確率がこのところ低下して
きている。そんなに景気は良くない（東京都）。

▲
精密機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・取引先から原材料、副資材などが入荷できず、受注
しても製造ラインが稼働できなくなってきている。そ
の対策として、それらの買い占めを始めている。

▲
輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・荷主の生産計画、出荷計画が未達に終わっている。

▲
通信業（広報担
当）

受注量や販売量
の動き

・今月は足踏み状態である（東京都）。

▲
その他サービス
業［情報サービ
ス］（従業員）

受注量や販売量
の動き

・３か月前の年度当初の状況と比べると、今月は受注
が少なく、好転する兆しが見えない。

× ＊ ＊ ＊
◎ ＊ ＊ ＊

○
人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・労働者派遣法の改正に伴う３年の契約満了に向け
て、求人数が増加傾向にある。

○
人材派遣会社
（営業担当）

雇用形態の様子 ・長期就業派遣スタッフの直接雇用化が一段落し、派
遣元での無期雇用化が進んで、雇用が安定している
（東京都）。

○

求人情報誌製作
会社（広報担
当）

求職者数の動き ・周辺企業、自社共に正社員採用が計画どおりにでき
ていないという話を耳にする。給与や待遇を良くして
いかないと、なかなか応募がないようである（東京
都）。

○

民間職業紹介機
関（経営者）

採用者数の動き ・学生有利な就職活動のため、より多く学生の動員を
図りたいという主催者の思惑から、セミナーコンテン
ツの充実を狙って、就職イベントのセミナー講師の依
頼が多くなっている（東京都）。

○
民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・企業の求人は職種を問わず全般的に良いが、該当す
る求職者がなかなかおらず、結果に結び付くケースは
多くはない（東京都）。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・どの業種をみても特に求人数の増えているものはな
い（東京都）。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・人材不足で多くの企業では必要な人員の採用ができ
ておらず、派遣の求人依頼が多い。

□
人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・自分を含め、周囲の消費動向などに変化がみられな
い（東京都）。

□
人材派遣会社
（支店長）

それ以外 ・有期契約５年対策の一環で、業務の見直しによる派
遣依頼が増えてきているが、人材確保は相変わらず厳
しい状況が続いている（東京都）。

□
人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・エンジニア派遣においては、引き続きエンジニア不
足が続いており、景況感は良い（東京都）。

□
求人情報誌製作
会社（所長）

求職者数の動き ・求職者の動向は以前に比べて多くも少なくもなく、
景気動向はほぼ横ばいと感じている。今より条件など
の良い企業を模索しているようである。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数が前年同月比で増加し続けている一方
で、求職者数は減少傾向が続いている。多くの産業
で、必要な能力を持った人材確保が課題で、マッチン
グが難しくなっている。このことから、企業の業績向
上は簡単ではない。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人倍率の数値は依然として高いが、やや下が
り気味であり、今後このまま低下していくのか、反発
するのか見極める必要がある（東京都）。

雇用
関連

(南関東)
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□
民間職業紹介機
関（職員）

周辺企業の様子 ・求人企業の意欲は引き続き旺盛で、同業も前年比で
ここ数か月変わらず10％以上の実績となっている（東
京都）。

▲

人材派遣会社
（営業担当）

採用者数の動き ・採用数はほぼ横ばいで推移しているが、求人数、全
体の派遣稼働者数はここ数か月減少している。今月の
採用数は若干増加しているものの、その分派遣契約終
了者数も増加しており、採用数より契約終了数が上
回っている状況である（東京都）。

×
人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・新規登録者が減少している。また、新規登録者が高
齢化しており、依頼内容とマッチングしない（東京
都）。

　５．甲信越（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ － － －

○
一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・イベント等で来客が増加してきている。夏物家電が
動き出してきており、特に、エアコン、冷蔵庫が動い
ている。

○

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・暑い日が続くようになり、いろいろなコンビニアイ
テム、特に、冷たい飲料を中心に伸びてきている。今
年は梅雨明けが早かった影響も加わり、多少追い風に
なっている。

○
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・冬季の輸送遅延の影響も解消し、堅調な受注状況と
併せて、新車販売は上向いている。

○
スナック（経営
者）

来客数の動き ・前月まで３か月ほど前年より落ち込んでいたが、若
干上向いてきたので少しほっとしている。フリーの客
が増えてるのも良い傾向である。

○
都市型ホテル
（支配人）

お客様の様子 ・例年、宿泊実績の悪い６月が、過去最高に順調であ
る。

○
遊園地（職員） 来客数の動き ・コンサートイベントやキャンペーンなどの集客施策

を実施し、３か月前と比べて今月の来客数の動きはや
や良くなっている。

○
ゴルフ場（経営
者）

お客様の様子 ・企業主催や旅行でのゴルフコンペが増えてきた感が
ある。

□
商店街（代表
者）

単価の動き ・当店は、学校の子供達を対象にした販売方法に切り
替えている。そのため、時期が来ると追加のウェアや
靴などが動くので、感謝している。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・前年のイベント関連の売上を除くと、来店客の売上
は横ばいである。

□

百貨店（売場担
当）

それ以外 ・今月、婦人服の売上が良い理由は、単純に前年７月
だったクリアランスセールが前倒しで６月からだった
ためである。また、初めて開催した動員催事の展示、
物販の大成功により、大きくプラスとなっている。

□
スーパー（経営
者）

来客数の動き ・空梅雨状態で来客数は安定している。ただし、水産
品は苦戦しており、青果物は相場が安いため、変わら
ない。

□
スーパー（経営
者）

単価の動き ・客単価は上がっているものの、来客数が落ちてお
り、横ばい状態が続いている。

□
スーパー（経営
者）

それ以外 ・月末の金曜日朝でも市場全体の雰囲気が停滞してい
るように感じる。

□

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・下げ止まりといえるか分からないが、数値は低いレ
ベルで維持の状態が続いている。天候の影響により、
多少の増加は見込まれるものの、数字を大きく変化さ
せる状況にはない。

□
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・集客数が年々減少傾向にある。

□
乗用車販売店
（経営者）

単価の動き ・車検入庫数は目標に達し、一般修理もプラスとなっ
ている。しかし、車両販売、特に新車は低迷してお
り、中古車も価格の安い物を求める客が多い。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来店客は日ごとに差があり、一定していない。

□
一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・来客数に動きはあると感じるが、売上に比例してこ
ない。

□
観光型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・今月に入り、売店や飲食の売上はおおむね堅調だ
が、宿泊、運輸部門の来客数が伸びない。

□
都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・県知事選挙が終了し、少しずつ動きが出てきてい
る。しかし、元々が低調な推移であったため、回復し
たというよりも元に戻っているだけである。

家計
動向
関連

(甲信越)
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□

旅行代理店（副
支店長）

お客様の様子 ・国内では大阪北部地震が発生し、西への動きが鈍く
なっている。海外旅行は大きな変動がなく、例年並み
の水準である。しかし、４月頃の動きとは若干変わっ
てきているようで、国内、海外旅行共に、動きが出て
きている。

□
タクシー運転手 販売量の動き ・時間的にみると、午前中の動きは良いが、午後は悪

くなり、夜は日によるものの、動きが悪い。

□
通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・サッカーワールドカップで日本が急に盛り上がって
きたものの、客の動きは鈍い。

□

美容室（経営
者）

それ以外 ・今月後半から好天の日が続き、気温の上昇も早ま
り、高温続きで、髪を短くしようとする客も徐々に増
えている。男性客も髪を短くして、身なりを良くしよ
うという意識が高まってきている。また、今月は婚礼
の仕事がほとんどない。

□
その他サービス
［葬祭業］（経
営者）

お客様の様子 ・毎年６月は葬儀の件数が少なくなる。

□
住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・別荘見学者数が一段落している。

▲
商店街（代表
者）

販売量の動き ・毎年、夏の小物は簡単で安い商材は売れるが、手に
取る客は多いものの、なかなか買上に結び付かない。
他の商材も販売に結び付けることは容易ではない。

▲
一般小売店［家
電］（経営者）

お客様の様子 ・商品の動きがすこぶる悪い。修理や細かい業務は発
生するが、商品購入には結び付いていかない。

▲
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・人の流れが若干変わったせいか、このところ来客数
が大分減ってきており、それがそのまま売上に影響
し、ちょっと厳しい状態である。

▲
観光型旅館（経
営者）

販売量の動き ・今春は例年よりも暖かく桜の開花なども早かったた
め、客の動きはやや良かったが、それも一段落して、
現状はやや悪くなっている。

▲
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・計画物件は多くあるものの、実施に入れる物件は少
なくなっている。

×

衣料品専門店
（経営者）

競争相手の様子 ・同業者と話をしても、「取引先の廃業などで仕入先
が変わり、品ぞろえがうまくいかない。仕入単価、縫
製工賃の高騰など、厳しい状況が続いている」とのこ
とである。

×
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来客数の問題だけでなく、客も無駄な部分がほとん
どない利用をするので、客単価が上がらない。

×
スナック（経営
者）

競争相手の様子 ・近隣で店舗が空くたびに、競争相手が出店している
ような状態で、単なる努力だけでは、上手く回らない
ような気がしている。

◎ － － －
○ － － －

□
食料品製造業
（営業統括）

受注量や販売量
の動き

・梅雨時に、高温で晴天が続いたために、客の他の酒
類への転換があり、ワインは伸び悩んでいる。

□
窯業・土石製品
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・相変わらず、受注、販売量共に低迷している。

□
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・仕事の確保はできている。相変わらず、部品の納入
は悪い。他の業態も同様に、部品の確保に苦慮してい
るようである。

□

その他製造業
［宝石・貴金
属］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・相変わらず、国内の宝飾マーケットは低迷してお
り、卸部門は苦戦している。在庫の滞留で、仕入ス
トップの会社が多い。小売催事は集客難ではあるが、
客単価が上がって辛うじて前年並みを確保している。

□
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新築するには資金的な面もあり、まだ、それほど古
くはないので、必要な場所だけリフォームする客が多
い。

□
金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・製造業では安定した需要が続いているものの、個人
消費の弱さが続いている。

□
金融業（経営企
画担当）

取引先の様子 ・観光業は順調に推移している。これからトップシー
ズンを迎え、売上も上昇傾向となる。製造業は、人手
不足を背景に厳しい状況が続いている。

□

新聞販売店［広
告］（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・今月のチラシ出稿量は94.2％である。百貨店や量販
店では、梅雨に入っても降雨が少なく、売上は平年並
みで、傘や靴などの雨具は、やや少なめと話してい
る。

▲
食料品製造業
（製造担当）

競争相手の様子 ・販売点数が落ちている。

企業
動向
関連

(甲信越)
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▲
食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・相変わらず前年割れが続いている。業界全体ではパ
イが増加しているとのことだが、恩恵を受けていな
い。

× ＊ ＊ ＊
◎ － － －
○ － － －

□
人材派遣会社
（営業担当）

雇用形態の様子 ・正社員として採用されても、職安提示の条件と相違
があるので、変わらない。

□

求人情報誌製作
会社（経営者）

周辺企業の様子 ・募集をしても応募がほとんどない飲食店では、人材
派遣会社から、短期でパート、アルバイトを受け入れ
て、とりあえず、その場しのぎの対応を考えている店
もある。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・広域展開や施設の新規開設などの理由から、建設、
卸、小売、医療、福祉の求人増により、新規求人は、
前年同月比で10.5％の増加となっている。一方、新規
求職においては離職者は減少したものの、在職求職者
が増加したことにより、前年同月比で1.1％の増加で
あるが、求職者の動きは鈍く、求人充足は低迷してい
る。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人倍率が３か月連続で減少しているものの、
高水準を維持している。

▲
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人倍率が低下しており、新規求人数も減少し
ている。

× － － －

　６．東海（地域別調査機関：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・これからは東京オリンピックもあり、どんどん景気
は良くなっていく。

○
一般小売店［土
産］（経営者）

販売量の動き ・クラフトビール市場は依然好調である。遷宮の間の
閑散期に入り、参拝者は前年割れをしている。

○

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・６月は父の日があり、紳士靴はサイズの関係でたく
さん売れたわけではないが、前年に比べると家族全員
で来店し良い物を１つ贈るという傾向がみられ、高額
の靴が売れた。平日の売上は悪かったが、土日になる
と家族で来店し靴を購入していく客が多く、土日の売
上が良かった。

○
百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・美術等の高額品の売行きが良い。

○
百貨店（販売担
当）

単価の動き ・高単価商品の稼働やボーナス支給を見込んだ購入が
増加している。特に後半にかけて顕著になっている。
インバウンドも引き続き好調である。

○

百貨店（業績管
理担当）

競争相手の様子 ・競合店が改装工事で閉店している分、売上が伸びて
いる。衣料品は天候や気温の要因で苦戦していたが、
持ち直し傾向にある。土曜日が１日多い効果やクリア
ランスセールの前倒しが、売上増加の要因である。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・来客数はまだ前年を割っているが、客単価が上が
り、売上自体はやや上向きになっている。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・来客数は前年を割っており回復していないが、客単
価が上昇している。弁当やおにぎり等主力商品に回復
の兆しがみえている。

○
コンビニ（店
長）

販売量の動き ・６月は蒸し暑さを余り感じなかったが、雨天が少な
く、来客数は前年よりやや多かった。アルコールを含
む飲料やアイスクリーム等の売上が順調であった。

○
衣料品専門店
（売場担当）

来客数の動き ・閉店セールの影響で、なじみ客に加えて新規客も多
数来店している。

○
家電量販店（店
員）

販売量の動き ・サッカーワールドカップの影響もあり、映像商品が
好調に推移し始めている。気温の上昇とともにエアコ
ンや冷蔵庫が動き、販売台数が良くなってきた。

○
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・夏休みを前にファミリー層の購入が増えている。

○
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・６月が仮決算でチラシを打ってバーゲンセールを
行った効果も多少あるのか、３月決算期並みの販売量
となっている。前年同期比でも良くなっている。

○
その他専門店
［貴金属］（営
業担当）

販売量の動き ・入居ビルの閉館に伴い、何度も足を運ぶ客が多く
なっている。たくさんの点数を購入する客が増えてい
る。

雇用
関連

(甲信越)

家計
動向
関連

(東海)
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○
都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・宿泊数は若干増加している。レストラン客も微増で
ある。ただし、客単価は依然低い。

○
旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・梅雨も早めに終わり、客の様子は明るい。

○
旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・夏休みの予約が増えている。７～９月から秋の紅葉
まで、問合せは多い。年末の問合せもあるので景気は
良い。

○
旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・前月に引き続き、数年ぶりに社員旅行を計画する企
業を数社受注している。

○

タクシー運転手 お客様の様子 ・６月はやはりボーナス支給があり、デパートの閉店
セールもあって随分と客が集まっていた。他のデパー
トも相乗効果で客が多かった。日曜日もイベントが多
く、後半には株主総会等もあり、29日の金曜日は深夜
２～３時頃までタクシーを拾う客であふれるほどの忙
しさで、売上も非常に良く伸びている。

○
テーマパーク職
員（総務担当）

来客数の動き ・６月の来客数が計画を大幅に上回っている。計画数
に比して１万人のプラスである。

○
美顔美容室（経
営者）

販売量の動き ・最近ヘアケア商品がリニューアルし、養毛剤やオイ
ルも新しく発売になり評判が良い。

○
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・ここ２か月ほど過去の案件の対応で新規の案件は皆
無だったが、６月は、規模は小さいが新規の案件が固
まって出てきた。

□
商店街（代表
者）

販売量の動き ・前月に続き客単価は下落しているが、来客数が増加
しており売上に変化はない。

□
商店街（代表
者）

販売量の動き ・20日を過ぎてから少々動きが出てきたものの、初旬
から中旬にかけては低調だった。商品の問合せ件数も
少ない。

□
一般小売店［高
級精肉］（企画
担当）

販売量の動き ・貿易摩擦等の不安要因はあるが、まだまだ我が国に
はその影響が届いていない。将来にわたって不安があ
るが、様子見の状況である。

□
一般小売店［結
納品］（経営
者）

販売量の動き ・個人消費がなかなか上がってこない。景気の悪い状
態がずっと続いている。

□
一般小売店［生
花］（経営者）

来客数の動き ・例年６月は季節的に花持ちが悪く来客数は少ない
が、やはり今年も例年と同じで、来客数は伸びていな
い。

□

一般小売店［贈
答品］（経営
者）

お客様の様子 ・贈答品店には法人客と個人客があり、法人関係に強
い店は件数が増加し金額も増加しているが、個人客を
中心とした店は来客数も売上も減少している。当店で
も法人需要は強く個人需要は伸び悩んでいるため、全
体的な売上は変わらない。

□

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・ほぼ安定した来客数で推移している。大阪北部地震
の影響で交通網が遮断され、復旧までは混乱が続い
た。影響としては、例年の６月と比べて２％のマイナ
スとみている。

□
一般小売店［酒
類］（経営者）

販売量の動き ・ビール、シャンパンの値上げで、どの形態の飲食店
でも６月の販売量は減少している。

□

一般小売店［薬
局］（経営者）

来客数の動き ・ゴールデンウィーク明けから来客数の減少が著し
く、例年並みの売上が確保できない。自店だけでなく
様々な店でも、非常に悪いと聞く。当地域は不景気
で、購買力が落ちているのが原因である。天候不順や
都市部のターミナルエリアに魅力ある店舗が新しく増
え、土日は閑古鳥である。非常に悪い状態が続いてい
る。

□
一般小売店［書
店］（営業担
当）

販売量の動き ・年度明けの受注が落ち着き、今一つ受注量に伸びが
みられない。

□
百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・夏のクリアランスを前にプレセールを強化して行っ
ているが、前年よりも動きが良くない。

□

百貨店（経営企
画担当）

お客様の様子 ・暑くなるにつれて、盛夏物商材の動きが顕著になっ
ているが、高額品やインバウンド需要もこれまで急激
に伸びてきた勢いが薄らいでおり、売上増加へのイン
パクトがなくなりつつある。

□
百貨店（計画担
当）

お客様の様子 ・相変わらず富裕層の購買状況は安定しており、イン
バウンド需要の伸びも変わらず大きくなっている。

□
スーパー（経営
者）

来客数の動き ・大阪北部地震の影響だけとは考えられないほど、来
客数は減少している。
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□

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・石油、原材料や人件費の高騰で、中小企業を始め家
庭にまで悪い影響が出ている。景気回復の波が徐々に
小さくなり始めて調整段階に入りつつある。主婦は直
観的に財布のひもを固くし、ディスカウント店等で買
物をする。値引きで販売しているところに客が集まっ
ている。原価が上昇しているが、店も安売りのチラシ
を入れて頑張っている。

□

スーパー（店
長）

競争相手の様子 ・自店の販売や客の状況には余り変わりがないが、３
年ほど前に近くに出店してきた競合店が閉店すると取
引先から情報が入った。それだけ客の買物の仕方はシ
ビアで、少し気を緩めるとすぐに他店に流れてしまう
傾向があると改めて実感した。

□
スーパー（店
員）

単価の動き ・天候にも恵まれ、飲料水や果物等の売上は好調だ
が、日中の暑い時間は客足が鈍っている。

□
スーパー（店
員）

単価の動き ・客単価が上がってこない。

□
スーパー（販売
促進担当）

販売量の動き ・１人当たりの購入点数は伸びてきたが、１人当たり
の購入単価は、前年同期比99％で推移している。

□
スーパー（営業
企画）

お客様の様子 ・国際情勢の大きな変化やサッカーワールドカップに
よる好況感はあるが、実際の消費は、来客数、単価共
に変化はみられない。

□
スーパー（経営
企画担当）

お客様の様子 ・そうめん、冷や麦や麺つゆ等の夏物商材が動きつつ
あるが、それ以外の商品の動きが良いとはいえない。

□
スーパー（商品
開発担当）

来客数の動き ・来客数は変わらず前年比99％であるが、売上は前年
比101％であった。客単価も前年比101％と、比較的良
い数字である。

□
スーパー（販売
担当）

販売量の動き ・良い材料がないのでどちらともいえない。

□
スーパー（販売
担当）

それ以外 ・売上、粗利は予算未達である。その上梅雨となり、
雨の日は販促を始めたが、効果は今一つである。

□

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・前年比でみた来客数は前月と同じであるが、客単価
が前月より0.5％のマイナスで総売上は前年比では右
下がりである。主力の米飯、ファーストフードに変化
はないが、中食需要のベーカリーやデザートで主力と
なる商品がない。

□
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・来客数が前年同期比で７～８％減少し続けている。
この状況は変わりそうになく、景気は段々悪くなる。

□
コンビニ（店
員）

単価の動き ・暑くなってアイスクリームやドリンクは売れてきた
が、逆に食欲低下で弁当類の売行きがやや減少し、客
単価が下がっている。

□

コンビニ（本部
管理担当）

お客様の様子 ・６月は、来客数は前年同月比99.1％、客単価は
101.1％という状況である。梅雨に関しては、降水量
や日照時間は平年並みのため、客の動向には良い意味
で変化がない状況である。

□

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・これまで素材にこだわった仕入れを行ってきてお
り、高額でも納得して購入していく客が多い。こう
いった景気で大変ではあるが、このポリシーで店を続
けたい。

□
家電量販店（店
員）

販売量の動き ・良くも悪くもなく前年並みである。

□
乗用車販売店
（従業員）

競争相手の様子 ・前年比でみると全体的に売れている。自動車業界が
全体的に動き出してきている。

□

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・これまで車両販売の中核をなしてきた車種への客の
関心が弱くなってきており、客の購入意欲が減退して
いる。新型車種が月末に発表され予約受注を目指して
きたが、６月の販売台数の増加には、余り寄与してい
ない。

□

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・販売量は前年並みを維持しているが、軽自動車が大
半を占めているので、収益的には厳しい状況である。
ガソリン代が高くなってきており、維持費の安い軽自
動車やハイブリッド車に買換える客が増えてきてい
る。

□

乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・米国と北朝鮮の問題、国内の政治問題、サッカー
ワールドカップの盛り上がり等、良い話も悪い話も
あって中途半端で、景気の方も良いような悪いような
中途半端な状態である。

□

住関連専門店
（営業担当）

お客様の様子 ・新築住宅、マンション共に売行きが良くない。一般
の商業ビルについても、地元では大型物件は出ている
ものの中小の物件が少ない。一方、リフォームや大規
模改修工事は順調に出ている。
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□

その他専門店
［書籍］（店
員）

来客数の動き ・当地は大手自動車メーカー関連に勤める人が多く、
ボーナスが出た企業も多いため、今月後半は来客数が
増加したものの、全体的には財布のひもは固い状態が
続いている。必要な物しか購入しない傾向があり、余
り良い状態とはいえない。

□
その他専門店
［雑貨］（店
員）

お客様の様子 ・来客数が、売出しの日かそうでない日かではっきり
している。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・相変わらず、一般的な給与所得者の消費マインドは
変わらず、来客数は変化しない。

□
一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・ボーナス前の買い控えで、客単価が下落している。

□
一般レストラン
（従業員）

来客数の動き ・ボーナスが出ているはずなのに、余り来客数が増加
しない。

□
その他飲食［仕
出し］（経営
者）

販売量の動き ・何となく流れでの消費が続いている感覚から、積極
的なムードに転換していかないといけない。

□
その他飲食［ワ
イン輸入］（経
営企画担当）

お客様の様子 ・贈答品の注文は堅調で、必要な物には支出を惜しま
ない様子が見受けられる。

□

観光型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・宿泊と宿泊宴会で合わせて４％ほどの減少を、一見
客の大型宴会でカバーをしているが、身近な客層の食
堂利用は、前々月から続けて前年同月比では減収と
なっている。

□

旅行代理店（経
営者）

それ以外 ・外国人観光客数は増加しているが商品販売額は減少
している。以前のような大型商品の販売は減り、少額
で大量購入していく菓子類が増えている。いち早く
バーゲンセールが始まったり、老舗百貨店が閉店する
等、少子高齢化の影響が着実に進んでいる。

□

旅行代理店（営
業担当）

お客様の様子 ・サッカーワールドカップは、自宅のテレビで観戦す
る人が過去に比べると多い。パブリックビューイング
やスポーツバー等での観戦もあるが、自宅で金を使わ
ず観戦する人が多い。時間帯が深夜というのも影響し
ており、景気的には余り効果は望めない。

□ タクシー運転手 単価の動き ・繁華街の人出が少ない。
□ タクシー運転手 来客数の動き ・３か月ほど状況が変わらない。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・特に割引となる商材もないが、年度末と変わらず客
の動きがある。ただし、業務拡大ではなく経費削減の
方向での相談が多い。

□
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・６月に入っても客からはボーナスや臨時収入の話、
レジャーや購買等の話を余り聞かない。

□
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・今年の梅雨は雨が少なく、天候が良いので売上が多
い。

□
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・ここ数年、一見客が来なくなり、なじみ客で回って
おり景気はそれほど変わらない。

□
その他サービス
［介護サービ
ス］（職員）

販売量の動き ・介護保険サービスの福祉用具貸与価格の上限制限が
10月より始まるため、各商品の上限制限の基礎データ
となる全国平均価格が徐々に下落している。

□
設計事務所（職
員）

お客様の様子 ・打合せでは、景気の良い話は聞かない。

□
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・受注にかなりの苦戦をしている。金融機関との状況
もしばらくは変わらない。

□
住宅販売会社
（従業員）

それ以外 ・下請業者から、住宅については前年より仕事が多く
なったとの声を聞いた。

□
その他住宅［不
動産賃貸及び売
買］（経営者）

販売量の動き ・土地建物の売却査定依頼が増加傾向であるが、需要
との一致が難しい物件が多く、伸び悩んでいる。

▲
商店街（代表
者）

販売量の動き ・ここ数か月間は、良い物であれば販売量も増加して
いたが、６月に入って販売量が極端に少なくなってい
る。

▲
商店街（代表
者）

来客数の動き ・やや戻りつつあった来客数、販売量、売上であった
が、６月は来客数が極端に悪くなり、販売量や売上も
極端に減少している状況である。

▲
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・周りの飲食店への人出をみると景気は良くない。

▲
百貨店（経理担
当）

お客様の様子 ・６月は、夏休みにおける出費に備えて、買い控えや
出控えが生じている。

▲
スーパー（総務
担当）

来客数の動き ・来客数が減少しているが、客単価はほぼ同じであ
る。
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▲
スーパー（商品
管理担当）

単価の動き ・安い物しか売れなくなってきている。

▲
スーパー（ブ
ロック長）

販売量の動き ・６月は天候の影響もあり、苦しい売上となってい
る。特に前年より値上がりしたビールの影響が大き
い。

▲
コンビニ（企画
担当）

来客数の動き ・来客数は減少傾向が続いている。特にターミナル駅
周辺の店舗にその傾向が強い。

▲
コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・客単価が下がっており、買い控えが目立っている。

▲
衣料品専門店
（販売企画担
当）

競争相手の様子 ・例年に比べ、販売量が減少している。

▲

家電量販店（フ
ランチャイズ経
営者）

単価の動き ・販売額は前月も伸びなかったが、６月も同様で前年
同月を超えそうにない。土木、建築業を中心に人手不
足が指摘されているが、好景気ではなく少子高齢化に
よるものである。就業者の賃金は上向きでも、年金生
活者には生活防衛意識が強い。客の高齢化が進んでい
る店ほど景気の悪化を感じている。

▲
乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・来客数はふだんより少ない。こちらから声掛けをす
ると来店してもらえる。

▲
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・前年同期比で販売台数は減少しており、目標数に対
しても85％で推移している。

▲

その他小売
［ショッピング
センター］（経
理担当）

販売量の動き ・急激ではないが、引き続きショッピングセンターに
入居しているテナントからの家賃の値下げ要請があ
る。

▲
高級レストラン
（経理）

競争相手の様子 ・同業他社では前年割れの店舗が多くなっている。一
方、広告や割引サービス等の販促施策を実施すると反
応は良い。消費者の節約志向は当面続く。

▲
一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・天候のせいか、生ビールの売上量が減少している。

▲

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・前年は大河ドラマの影響もあり、早い段階から長野
県や東京都の大口団体客の予約が入っていた。その反
動で６月に関しては、前年同月比で30％近く数字が下
回る状態で推移している。

▲
都市型ホテル
（経営者）

販売量の動き ・予約のリードタイムが非常に短くなっている。

▲
都市型ホテル
（営業担当）

販売量の動き ・ここ２～３か月続けて問合せ件数が35％減少してい
る。問合せの減少に伴い、受注の低下が見込まれる。

▲

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・サッカーワールドカップが開催中で客の動きが止
まっている。オリンピックや世界規模のスポーツイベ
ントがあると客の動きが止まることは予想範囲内であ
る。

▲

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・６月はキャンペーンの最終月であるにもかかわら
ず、新規契約数はさほど伸びていない。例年であれば
異動時期が終わる６月には落ち着く解約数も、比較的
高いレベルで推移している。

▲
通信会社（サー
ビス担当）

お客様の様子 ・電話回線の解約や付加サービスの解約が増加してい
る。

▲
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・前年同期と比べかなりの落ち込みである。夏モデル
が出たが余り伸びず、むしろ減少傾向である。

▲
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・設備投資が一段落した。

▲
テーマパーク
（職員）

お客様の様子 ・インバウンドが減ってきている。また、日本人の客
も減っている。

▲

ゴルフ場（支配
人）

来客数の動き ・６月の来客数は予算や前年同期をやや下回り苦戦し
ている。特に標高の高いゴルフ場の来客数が少ない。
梅雨の時期で明確に景気が悪いためとはいえないが、
６月の景気は少し悪く、３か月前よりもやや悪くなっ
ている。

▲
パチンコ店（経
営者）

販売量の動き ・来客数や客単価の動きがやや悪くなっている。

▲
理美容室（経営
者）

来客数の動き ・６月は段々気温が上がって忙しくなる時期である
が、客が来ない。

▲
その他サービス
［介護サービ
ス］（職員）

それ以外 ・施設利用者数は上限に達している一方、職員の待遇
改善による人件費の上昇、光熱費、ガソリン等諸経費
の増加により収益は上がりにくい。

▲
その他住宅［住
宅管理］（経営
者）

単価の動き ・植栽のせん定作業が増えているが、雨と人手不足で
進捗率が悪く苦戦している。単価が上昇すれば少しは
楽になる。
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×
スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・中小の小売店や飲食業の話を聞くと、最近来客数が
減少しているとのことである。

×
乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・客の動きは悪い。来客数も少ない傾向が続いてい
る。新型車種の投入効果も今は薄い。

×
理容室（経営
者）

お客様の様子 ・相変わらず客足は安い店に流れる。

×
住宅販売会社
（経営者）

単価の動き ・安い物件から売れていく。客足は非常に少ない。

◎ － － －

○
窯業・土石製品
製造業（社員）

受注量や販売量
の動き

・新規引き合いが２倍以上になっており、見積りに掛
かる時間が大幅に増えている。従来と異なった用途の
需要も増えている。

○
輸送業（エリア
担当）

受注量や販売量
の動き

・貨物の荷動きが前年同期比113.7％と良い数字が出
たが、この調子が続いていくのかは不透明である。

○

その他非製造業
［ソフト開発］
（経営者）

取引先の様子 ・ここ数か月大変忙しい。需要に生産が追い付いてい
ないオーバーワーク状態である。ただし、世間一般に
はそれほど良くなく、競合他社も同じである。可もな
く不可もなくの状態が続いている。

□
食料品製造業
（経営企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注量が思ったように伸びない。夏物商材のピーク
を控え非常に心配な状況である。

□

化学工業（総務
秘書）

それ以外 ・株主総会の時期が終了したが、企業には株主に対し
て将来に向けた投資への理解を求める姿勢が強く、資
金を投資に向ける能動的な言動が好景気を感じさせ
る。一番景気の浮揚感を感じさせるのは人手不足であ
り、なかなか採用できない。転職も過去にないほど起
きている。

□

化学工業（人事
担当）

競争相手の様子 ・他のバイオベンチャーの業績や株価等の情報を確認
する限りでは、特に上向きのデータはみられない。当
社のライセンス交渉先も非常に慎重な様子であり、容
易に契約締結に至らないのが現状である。

□
金属製品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・仕事量は確かに増えてきているが、原料価格の高騰
がある上に、仕事が集中しているため、収益面ではか
えって効率が悪い。

□
一般機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・一部部品の納期が長くなっているため、製品の納期
が今までにないほど長くなっている。

□
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・ここ数か月横ばい状態が続いている。かなり高い水
準での横ばいであり、今が高止まりである。

□

電気機械器具製
造業（総務担
当）

競争相手の様子 ・景気は比較的良い状況のままである。４Ｋ・８Ｋテ
レビ放送への対応のためテレビ受信設備を更改する必
要があり、特にマンション等の集合住宅やテナントビ
ル向けの、テレビ及び通信システムの機器メーカーや
設備業者の業況は非常に良い。

□
輸送用機械器具
製造業（品質管
理担当）

取引先の様子 ・これといって良い材料も悪い材料もない。

□
輸送用機械器具
製造業（総務経
理担当）

競争相手の様子 ・ここ数か月、自動車部品の製造業では、話をすると
どこも安定して良いという状況が続いている。

□

建設業（営業担
当）

取引先の様子 ・同業種の仕事との兼ね合いで、見積り段階からの競
争等で予算が低くて通りづらいということがよくあ
る。なかなか現状の仕事が受けられなくなってきてい
る。

□

輸送業（エリア
担当）

競争相手の様子 ・同業者で長尺物の専門運送業者と話す機会があり、
運ぶ物が特殊なので余り競争相手は多くなく需要はい
つも確保していたが、ここにきて停滞しているとのこ
とである。

□

通信業（法人営
業担当）

それ以外 ・完全失業率が2.2％に低下し過去最低となり、就業
者数は過去最多である。国民年金給付率も66.3％と前
年度から1.3％の上昇で６年連続である。心配は米国
の関税の大幅な上昇である。また、中国やＥＵ向けの
関税引上げ等による影響も不透明で、懸念材料が一杯
である。

□

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・自動車製造や自動車部品製造業等、様々な業種の人
と話をしていると、景気は良くもなく悪くもないとい
う意見が多い。事務所や店舗等の清掃業者も、景気は
比較的横ばいという声が多い。

企業
動向
関連

(東海)
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□

金融業（企画担
当）

取引先の様子 ・株価が上がらず為替もボックス圏内で動かない状況
であり、個人投資家は含み益が出ず様子見で、消費に
も向かいにくい。投資家以外の個人も給料が上がる実
感はなく、消費拡大には向かっていない。

□

不動産業（経営
者）

それ以外 ・例年よりも雨天が多いこともあり、売上は前年同月
を少し下回っている。駐輪場は低額で必要で利用でき
ることもあり、この出費を惜しむほど景気は悪くない
が、天候面での影響を多少受けている。

□
不動産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注量に目立った変化はみられない。

□
不動産業（用地
仕入）

競争相手の様子 ・特段のトピックがない。

□
広告制作業（経
営者）

それ以外 ・米国の貿易政策により世界経済が混迷をきたしてい
る。安定した状態に戻すためにも貿易の自由化を進め
るべきである。

□
広告代理店（制
作担当）

取引先の様子 ・客への企画提案等もなかなか決まらず、足踏み状態
が続いている。

□
行政書士 受注量や販売量

の動き
・出荷量が変わらない。

□

公認会計士 それ以外 ・大企業の業績は好調であるが、中堅中小企業は、売
上高は一定水準にあるが収益性は大変に厳しい状況で
ある。中堅中小企業の従業員の給与は上昇していな
い。

□
会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・業者間の取引をしている客は好調だが、一般消費者
を相手とする飲食店や美容院の客は苦戦している。

□

その他サービス
業［ソフト開
発］（社員）

取引先の様子 ・システム稼働が順次立ち上がりつつあるが、その後
の修正作業や新規要望は既存の要員でないと対応でき
ない。そのため新規での増員ができない。客からは発
生コストを抑えられている。

▲
食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量が前年同期を下回っている。

▲
パルプ・紙・紙
加工品製造業
（顧問）

受注量や販売量
の動き

・目立って受注量、販売量が減少している業種は特に
ないが、全体的に減少しており、採算面についても悪
化している。

▲

鉄鋼業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注量、販売量共に前年比でほぼ横ばいであるが、
鋼材価格の値上がり分を考えると実質10％以上の減少
と考えられる。客の自給材料の減少と新規客の開拓意
欲が減退している。

▲
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量が減少している。原材料の値上がりに伴う価
格の改訂を進めているが、以前の価格のままでの受注
も半数くらいあり、利益を圧迫している。

▲
電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・前年同期より受注量が少ない。

▲
輸送業（経営
者）

それ以外 ・運転手及び構内の現業員が不足し、仕事を断らざる
を得ない。人件費や軽油価格の高騰で利益も減少して
いる。

▲
輸送業（役員） 受注量や販売量

の動き
・原油の値上がりが懸念材料になってくる。

▲

通信業（法人営
業担当）

それ以外 ・株価が再び下がり始めた。バーゲンセールの時期で
はあるが、百貨店の客足もまばらである。老舗百貨店
が今月末に閉店するが、平日の店内はガラガラであ
る。

▲

通信業（総務担
当）

それ以外 ・ゴールデンウィークが終わったにもかかわらず、ガ
ソリン、軽油価格がじわじわ上昇している。無駄な消
費を控えて休日の走行も減り、必要な買物以外しなく
なっている。大阪北部地震により全国的に災害用品の
購入は増えるが、いつ自分の身に起きるか分からない
ため気持ちが暗くなり、消費にブレーキが掛かる。

▲
会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・建設関係の工事受注が減少しているのを始め、小売
業、卸売業も販売が落ち込んでいる。原油価格の高騰
から生活関連物資への影響も出ている。

×
電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・客先業界全体の景気が悪いなかで、主な取引先の設
備投資が極端に減少しているため、売上が大幅に減少
している。

◎ － － －

○
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人の動きが活発化する。
雇用
関連
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○
アウトソーシン
グ企業（エリア
担当）

採用者数の動き ・自動車生産においては前年度末の生産調整が終わ
り、徐々に上向き傾向であるが、大阪北部地震の影響
が懸念される。

○
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人は２か月連続で２けたの増加である。

□
人材派遣会社
（経営企画）

周辺企業の様子 ・特に変化はない。

□
人材派遣業（営
業担当）

周辺企業の様子 ・引き続き人材不足による企業成長の停滞感により、
様子見が続く。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・６月中旬から夏のイベントも始まり例年並みの状況
である。

□
人材派遣会社
（営業担当）

それ以外 ・日経平均は２万2,000円台で推移しているが、身近
で好景気と感じることはない。

□
人材派遣会社
（企画統括）

周辺企業の様子 ・企業サイドには積極的な採用ニーズがみられるが、
人材不足により採用まで至らないケースが多く見受け
られる。

□

人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・３か月前から変わらず、景気はやや良い。今年度の
新卒エンジニアの配属が前年度より早く完了する見込
みである。前年度は８月中旬の配属完了であったが、
今年は前年度より多いにもかかわらず、７月中には配
属完了を迎える見込みである。

□

職業安定所（所
長）

求職者数の動き ・前年同期と比較すると、パート希望の高年齢求職者
の増加に加え、それよりも若い年齢層のフルタイム求
職者にもやや増加がみられ、今後の動向を注視してい
る。

□
職業安定所（次
長）

求人数の動き ・県内の有効求人倍率は上昇傾向にあり、引き続き改
善が進んでいる。

□
職業安定所（次
長）

求人数の動き ・新規求人数は、前月比、前年同月比共に大きな変化
はなく、横ばい状態が続いている。

□
民間職業紹介機
関（営業担当）

採用者数の動き ・引き続き採用状況は活発であるが、転職希望者の活
動意欲がそこまで高くないことも影響してか、選考過
程での離脱も多く発生している。

□
民間職業紹介機
関（支社長）

求人数の動き ・求人数は相変わらず好調である。ただし、充足率は
落ちている。

▲

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・年ベースでの求人数では、2018年１月をピークに減
少トレンドに入ってきており、３か月前比では80％と
強となっている。ＲＰＡ等のツールを導入する企業の
増加や、労働契約法や改正労働者派遣法による派遣先
の直接雇用への切替えによる影響が徐々に出始めてい
る。

▲
新聞社［求人広
告］（営業担
当）

求人数の動き ・数年ぶりに大手工場の求人広告が出てきたが、求人
広告全体の件数としては、４月以降前年同月を下回っ
ている。

×
新聞社［求人広
告］（営業担
当）

求人数の動き ・求人広告の出稿量が前年同期の半分以下になってい
る。

　７．北陸（地域別調査機関：一般財団法人北陸経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ － － －

○

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・富裕層は購買意欲が旺盛であり、特に絵画や高級輸
入時計の動きが堅調である。特に絵画の企画が大成功
となり、全体売上をけん引している。クリアランス
セールが前年より前倒しスタートとなっている要因を
除いても、売上高が前年を超える見込みである。

○
スーパー（店
長）

単価の動き ・気温上昇に伴って購入点数も上がっているなかで、
肉の販売状況が好調である。特に、単価の高い商品が
好調に推移している。

○
家電量販店（店
長）

販売量の動き ・気温が高く、エアコンの販売量が前年より増加して
いる。

○
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新車、中古車共に、前月と比べて少しではあるが売
上が伸びている。

○
自動車備品販売
店（役員）

お客様の様子 ・例年より高額商品の動きが早く、客単価も向上して
いる。目的商品だけでなく、品定めをしながら数点を
購入する客が増えたようである。

○
一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・地元客の動きは良くないが、観光客の動きは、この
時期とすれば良くなっている。

(東海)

家計
動向
関連

(北陸)
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○
スナック（経営
者）

来客数の動き ・例年より悪い状態になってきているが、当店におけ
る年２回の予約が６月末に予定どおりあり、ほっとし
ている。ただし、前年同月比７割の状態である。

○

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・土地や建物の販売状況をみると、新しく売り出され
た土地での新築だけでなく、数年間売れ残っていた土
地で新築需要が３件あった。土地探しも含めて新築需
要の力強さがみられる｡

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・商店街の空き店舗の数は減っているものの、新たに
入るテナントの多くが居酒屋チェーンなどの飲食店で
あり、夕方からの営業がほとんどで日中は閉店してい
る。商店街全体としての来客数アップには、残念なが
ら余り貢献できていない。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・空梅雨の好影響によって、夏物衣料の売行きを期待
している。しかし、例年と大して動きは変わらない。

□
一般小売店［事
務用品］（店
員）

来客数の動き ・来客数が少なく、集客イベントを行っても目標来客
数が達成できない。

□
百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・気温上昇とクリアランス効果によって、夏の婦人
ファッション関連商材が先行して動いている。ただ
し、客の購買行動は相変わらず慎重である。

□
スーパー（店
長）

単価の動き ・商品価値があれば高単価商品でも動きはみられる
が、必需品以外のし好品の動きは弱い。

□
スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・気温の変動で品目によっては販売量に差があるが、
おしなべて前年並みであり、目立った変化はない。

□
スーパー（統
括）

単価の動き ・節約志向は底堅く、必要なもの以外の購入がみられ
ない。青果の相場安や鮮魚の不漁などで生鮮部門が苦
戦している。

□
コンビニ（経営
者）

単価の動き ・来客数が増えていない。

□
コンビニ（店舗
管理）

来客数の動き ・原料価格高騰により、月初に米飯、総菜類の値上げ
を実施している。客単価は当然上昇しているが、来客
数は減少している。

□
家電量販店（本
部）

販売量の動き ・気温の変動が大きく、夏物商材が販売量を引き上げ
ていない。

□
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・毎月の販売総数は例年と余り変わらない。小型車が
少なく、軽自動車の割合が多くなっている。そのため
に売上金額が落ち気味である。

□
住関連専門店
（役員）

販売量の動き ・来客数や購入点数に回復の兆しがみえない。購入客
数も横ばいである。

□

その他専門店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・梅雨に入ったが空梅雨のような天候である。気温も
高くなってきており、飲料水やビール等が売れるので
はないかと期待しているが、その兆候はまだみられな
い。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

来客数の動き ・来客数は前年比でほぼ横ばいである。気温の上昇に
よって、衣料品が前年並みの売上に戻ってきている。
また、前月まで不振だったシネマも復調している。そ
の一方で、化粧品関連は前年に実施したポイントキャ
ンペーンがなかったため、大幅減となっている。服装
品もアクセサリーを中心に伸び悩んでおり、気温の変
化に伴って衣料品に売上が流れた可能性がある。全体
としては前年並みで推移している。

□

一般レストラン
（統括）

来客数の動き ・４～５月初旬までの客の動きは、前年同時期より良
い。しかし、ゴールデンウィーク以降は、客の動きが
鈍くなっている。６月は家電量販店で客が金を使って
いるようで、外食消費はやや節約傾向にある。

□

観光型旅館（ス
タッフ）

来客数の動き ・前年比で総売上110％、宿泊人数116％、宿泊単価
94％である。Ｗｅｂサイトや大手代理店からの予約が
好調であり、地域的には関東方面の数字が伸びてい
る。宿泊単価が低下したのは、１泊朝食のみの団体客
による影響である。

□
都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・ゴールデンウィーク明けから急に悪くなったが、や
や持ち直しており、その先がみえない。

□
旅行代理店（所
長）

販売量の動き ・前年実績とほぼ同水準で推移している。

□
通信会社（役
員）

販売量の動き ・前月に引き続き、放送、通信のサービス契約獲得数
が前年実績を上回って推移している。特にインター
ネットサービスの新規獲得が好調である。

□
テーマパーク
（役員）

来客数の動き ・北陸新幹線開業効果の反動もあり、前年同月比でみ
ると決して来客数は良くない。３か月前と変わらない
水準である。
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□
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・住宅取得希望者は多いが、高額物件を希望する客は
限定され、獲得競争が激しい。商品も特徴あるものが
求められている。

□
住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・前月や前々月と比較して、仕事量はほぼ横ばいで推
移している。

▲

一般小売店［鮮
魚］（役員）

販売量の動き ・６月はこれまでと空気が一変したかと思うほどに街
が静かになっている。観光客は依然として多いもの
の、欧米外国人が驚くほど増えている。彼らは、飲食
や物販よりも文化体験や単なる観光だけで満足してい
るようである。

▲
一般小売店［書
籍］（従業員）

お客様の様子 ・値上がりしている商材が多く、紙関係も上がってお
り、客の買い控えも感じられる。

▲
百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・当地域のコミュニティバスが廃止になり、客の減少
を肌で感じられるようになっている。

▲
百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・梅雨入りしたが、雨の日が少なく来客数に影響はみ
られない。早くからセール待ちの声があり、購買行動
は慎重な様子である。

▲
スーパー（総務
担当）

来客数の動き ・４月以降は来客数が徐々に前年を下回りつつある。
これまでは客単価のアップで売上高を維持していた
が、６月の客単価はほぼ前年並みになっている。

▲

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数の落ち込みが割と大きく、この１～２か月で
前年比５％くらいのダウンが続いている。いろいろな
販促企画は前年同等かそれ以上に打っているが、それ
に反応する人もいる一方で、慣れてしまった客もいる
ようである。近隣のドラッグストアなど出店が多いせ
いか、来客数の伸び悩みが続いている。

▲
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・６月は土曜日が１日多かったため、前年並みの来客
数は何とか確保できている。

▲
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・天候に左右されていることもあるが、衣料品につい
ては業界全体に不況感も漂っている。

▲
乗用車販売店
（経理担当）

販売量の動き ・６月の販売量は前年同月比で約75％の見込みであ
る。３か月前の販売量が前年同月比87％であったの
で、３か月前との比較で下向きである。

▲

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・メニューを変更していないのに、客単価が昼も夜も
105％ほど上がって、来客数は90％に減少している。
県外からの団体旅行客が単価を押し上げているのだ
が、売上トータルは95％と悪い流れである。

▲

タクシー運転手 来客数の動き ・週末は全体として売上が見込めるが、平日が良くな
い。駅や病院では、ほとんどの人が家族に送迎をして
もらっており、客待ちのための時間が長い。全体的に
やや悪くなっている。

▲
タクシー運転手 来客数の動き ・前月に続き、県外から営業で来る人が少なくなって

いる。

▲
通信会社（役
員）

販売量の動き ・３か月前の商戦期に比べ、契約数が落ちるのは例年
どおりである。しかし、前年同期に比べると契約数は
やや増加している。

▲

その他レジャー
施設［スポーツ
クラブ］（総支
配人）

競争相手の様子 ・競合施設の販促が拡大しており、会員の獲得機会が
制限されてきている。

▲

美容室（経営
者）

来客数の動き ・６月中旬までは来客数は順調であったものの、第４
週目の18日以降は、売上、来客数共に前年を下回って
いる。大阪北部地震が消費者の心理面に作用している
かもしれない。

▲
住宅販売会社
（営業）

来客数の動き ・新規来場者数が前年度比で減少している。

×
衣料品専門店
（店舗運営）

来客数の動き ・客単価は前年並みだが、来客数の前年比は３か月前
に比べて３％下がっている。特に平日の集客に苦戦し
ている。

×
通信会社（営業
担当）

来客数の動き ・繁盛期であれば１日の平均来客数は60前後あるが、
およそ半分になってしまっている。そのため、来客数
はおろか販売数も伸びない。

◎ － － －

○
一般機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・欧米やアジア、国内の全ての市場において好調であ
る。全市場が前年比120％以上である。

企業
動向
関連
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○

金融業（融資担
当）

取引先の様子 ・製造業は全般に好調である。ボーナス資金の借入れ
状況をみると、夏のボーナスを例年より増額している
事例が目立つ。それが地元の小売やサービス分野での
消費に結び付いているかは分からないが、小売業や
サービス業でも県外旅行者などによる売上が好調を維
持している。

○
不動産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・同業者の話を聞くと、不動産情報の動きが出ている
とのことである。法人客の問合せも、少し出てきてい
るとのことである。

○
司法書士 取引先の様子 ・住宅新築を目的とした土地購入や、増改築のための

抵当権設定などの依頼が多い。

□
食料品製造業
（経営企画）

受注量や販売量
の動き

・国内向け販売は、一部特定チャネルを除いて全般的
に苦戦している。一方で、海外向けが引き続き好調
で、国内向けを補っている。

□

繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・非衣料関係の受注は、どちらかというと安定してい
る。衣料関係は、消費が倍増しているものの、輸入品
の割合が非常に多い。そのため、国内生産が大きく減
少しており、新しい商品用途の開発が求められる。

□
プラスチック製
品製造業（企画
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・受注はほぼ順調である。ただし、原料価格高騰が続
いており、少なからず影響がある。

□

精密機械器具製
造業（役員）

競争相手の様子 ・業界的にはやや厳しい状況が続いている。一部の比
較的低価格帯商品を扱っているところは多忙なところ
もあるが、全般的には受注は必ずしも増えていないよ
うである。

□
建設業（役員） 受注価格や販売

価格の動き
・安値受注競争が拡大傾向にあり、受注環境は徐々に
厳しさを増している。

□
通信業（営業） 受注量や販売量

の動き
・当月も前年同月を上回っており、引き続き堅調であ
る。この状況が続くとみている。

▲
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・前年同期と比べて、相変わらず受注工事額が３割減
である。

▲
輸送業（配車担
当）

それ以外 ・ここ２～３か月の原油高騰によって燃料費コスト増
となり、利益が圧迫されている。

▲
金融業（融資担
当）

取引先の様子 ・ガソリン価格が上昇して、経費が増加している。資
金繰りの圧迫感が強くなっている。

× ＊ ＊ ＊
◎ － － －

○
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・企業からの求人数が微増傾向にある。

○

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・求人票の出足は早かったが、求人を出している企業
数は前年並みに落ち着いている。しかし、内定状況は
前年同期より２割ほど早く進んでいる。２次募集の案
内も増えている。

□
人材派遣会社
（役員）

求職者数の動き ・依然として有期期間雇用契約の求人広告に対する反
応がない。

□

新聞社［求人広
告］（担当者）

雇用形態の様子 ・求人広告数そのものは微増だが、その内訳はパート
アルバイトも含めて非正規雇用の求人が増えている。
正社員募集については、広告主から募集疲れとそれに
対する諦めの声が聞こえてくる。

□
新聞社［求人広
告］（営業）

それ以外 ・路線価の上昇など景気に関する数値は上向いている
が、企業の声を聞くと景気の良い話が余りない。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・５月の新規求人数は、全所において4,093人と前年
同月比で3.0％の微増となっている。フルタイムでも
7.6％の微増である。ただし、パートタイムのほうで
は0.2％の減少となっている。増加については、建設
業、卸売業、小売業、学術研究、専門技術研究、学習
支援業、医療、福祉で大きく増加している。特に建設
業、小売業、医療業での増加が大きくなっている。

□
民間職業紹介機
関（経営者）

求職者数の動き ・求職登録者は減少、若しくは横ばい状態である。人
材探しに難航している。マッチング状況も厳しくなっ
ている。

▲
求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・少しではあるが、求人数が減っている。

(北陸)

雇用
関連

(北陸)
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× － － －

　８．近畿（地域別調査機関：りそな総合研究所株式会社）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
家電量販店（人
事担当）

来客数の動き ・梅雨入りしたこともあるが、来客数が前年よりも増
え、徐々に売上も増加している。最低気温が上昇する
ことで、今後は季節家電の販売増加が見込まれる。

○
一般小売店［菓
子］（営業担
当）

販売量の動き ・お中元の早期受注が順調に動いており、売上も好調
である。

○
百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・大阪の百貨店は混み過ぎているため、海外からの客
がわざわざ当地まで買物にきているようで、売上の下
支えになっている。

○
スーパー（店
長）

販売量の動き ・１人当たりの購入単価が上がっている。

○

スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・梅雨入り後も余り天候が荒れず、売上の推移は前年
を若干上回る。大阪北部地震の影響で水の需要が一気
に増え、売場の欠品状態が数日続いたが、今は正常に
戻っている。

○

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・季節的に来客数が増えており、プラスチック容器の
コーヒーが抜群に売れている。また、焼き鳥などの
ファーストフード商品がインバウンドの客によく売れ
るため、在庫を切らさないようにしている。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・イートインコーナーの利用率が相変わらず高水準で
あったほか、雨の日での弁当類の売上がかなり良かっ
た。来客数も増加傾向にある。

○
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・来客数が増えているほか、客単価も上がっている。
特に、外国人客の来店数が増え続けている。

○

コンビニ（広告
担当）

販売量の動き ・客層の拡大に向けた、総菜などの商品展開の効果
か、購入金額が少し増えてきている。また、一時的な
がら、大阪北部地震によって一部で売上が増えてい
る。

○
コンビニ（店
員）

お客様の様子 ・６月中旬頃から、まとめ買いやプラス１品を購入す
る客が増えている。

○
コンビニ（店
員）

来客数の動き ・外国人の客が多くなっている。

○

その他専門店
［ドラッグスト
ア］（店員）

お客様の様子 ・梅雨に入って来客数は減ったが、大阪北部地震の影
響で、水やトイレットペーパー、非常食、熱中症グッ
ズが売れた。生活に必要な物に加えて、その他の物も
買う客が多く、１人当たりの客単価が上がっているた
め、今月は売上目標が達成できそうである。

○

その他小売［イ
ンターネット通
販］（オペレー
ター）

販売量の動き ・６月は問合せよりも受注の電話が多いなど、好調と
なっている。

○
旅行代理店（役
員）

来客数の動き ・平昌オリンピック、サッカーワールドカップで各国
の様子が放映され、旅行意欲の上昇につながっている
ように感じる。

○
タクシー運転手 お客様の様子 ・天候不順や大阪北部地震の影響で乗車機会が増え、

営業収入が若干増加している。

○
タクシー運転手 お客様の様子 ・大阪北部地震の被災状況を調査する保険会社などに

より、タクシーの利用率が上がっている。

○

通信会社（社
員）

販売量の動き ・例年、暑くなると消費も落ちてくるが、今年はサッ
カーワールドカップの開催もあって、テレビの需要が
伸びており、ケーブルテレビへの加入も少し増加傾向
にある。

○
競輪場（職員） 単価の動き ・３か月前の客単価は9,427円で、今月は10,756円で

あった。ただし、グレードの高いレースを開催した影
響であり、上昇の動きは限定的である。

○
その他住宅［展
示場］（従業
員）

来客数の動き ・住宅展示場への来場数は、今期に入って前年比でマ
イナスが続いていたが、６月は若干ながらプラスに転
じている。

○
その他住宅［住
宅設備］（営業
担当）

お客様の様子 ・先日の大阪北部地震の影響で、エレベーターの点検
業務が多忙を極め、人手が足りない。不謹慎である
が、売上は増えている。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・格安ショップが増えている。客が多く入っているの
は、そういった単価の安い店ばかりである。

家計
動向
関連

(近畿)
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□

一般小売店［時
計］（経営者）

お客様の様子 ・今月はボーナス支給月であるが、全くその話題が出
ない。また、中旬に起きた大阪北部地震の影響が、当
日よりも後から精神的に出てきており、物を買う雰囲
気が感じられない。地震を始めとした自然災害の影響
に、かなり左右されている。

□
一般小売店［事
務用品］（経営
者）

販売量の動き ・夏に向けての販売は低調で、良くも悪くも変わらな
い。現状を低調とみるべきか、悪化していないことを
プラスとみるかは難しい。

□
一般小売店［珈
琲］（経営者）

来客数の動き ・来客数はほぼ横ばいで推移している。

□

一般小売店［精
肉］（管理担
当）

販売量の動き ・景気の影響かどうか分からないが、店頭の販売量が
全ての店舗で落ちてきている。和牛専門店ということ
もあり、商品の単価が高いことが影響している可能性
はある。逆に、安価な価格帯で販売している店舗は来
客数が多いなど、デフレ傾向の動きが感じられる。

□

一般小売店［衣
服］（経営者）

販売量の動き ・毎年この時期は、夏物のバーゲンセールを待つ動き
によって販売が止まってくる。今年も同様であるが、
販売量は前年を下回っていることから、景気が上向い
ているとはとても思えない。

□
一般小売店［野
菜］（店長）

お客様の様子 ・ゴルフ場やレストラン関係に品物を納めているが、
厳しい状況が続いているため、注文が減っている。

□

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・今月は雨の日が多いほか、18日に発生した大阪北部
地震の影響で、営業時間が短縮となった。売上が前年
を下回っているのは、消費行動の自重によるものであ
り、景気の判断は難しい。

□

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・当店では24日現在で、６月の入店客数は前年比
2.0％減と苦戦しているが、売上は1.0％増となってい
る。近隣の店舗も、インバウンド効果により、引き続
き前年並みの売上を確保していることから、当面景気
は維持される。

□
百貨店（企画担
当）

販売量の動き ・２月末に近隣の競合店が閉店したため、来客数、売
上共に増えているが、その特殊要因を除けば前年並み
である。

□

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・富裕層の優良客による今月の高額衣料品の購入は、
男女共に、例年に比べて金額、数量が増えている。一
方、海外の高級ブランドの宝飾品は、引き合いが少し
停滞している。

□

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・６月18日は大阪北部地震の影響で休業したものの、
その後、地震による消費の冷え込みは感じられない。
特選ブランドや高級時計を中心とした高額品の売行き
は堅調であり、化粧品を中心とするインバウンド売上
の伸びも継続している。

□
百貨店（サービ
ス担当）

お客様の様子 ・今月は大阪北部地震の影響で、来客数と売上が減少
している。インバウンドへの影響は続いており、苦し
い傾向ではあるものの、売上に大きな影響はない。

□

百貨店（商品担
当）

販売量の動き ・夏のギフトやファッション関連が少し不調であるほ
か、大阪北部地震による都市インフラへのダメージか
ら、なかなか回復しない。一方、都市部のインバウン
ドの動きは底堅く、全体を支えているため、全体では
前年実績をクリアできている。

□

百貨店（マネー
ジャー）

単価の動き ・６月の状況は、18日の大阪北部地震で交通網がス
トップし、昼12時の開店となるなど大きな影響を受け
た。天候面では、最高、最低気温は前年と大きく変わ
らないが、朝晩の体感気温が低く、夏物衣料の動きが
鈍いなど、中間層の消費はマイナスの傾向にある。た
だし、インバウンド売上は前年比で倍増となってい
る。また、高級時計の催事も好調で、販売本数に変化
はないものの、単価が前年の倍になるなど、富裕層の
需要増がますます顕著に感じられる。
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□

百貨店（服飾品
担当）

販売量の動き ・６月に入って盛夏商材がやや回復するなど、ゴール
デンウィーク前後から不調であった季節商材の動きが
持ち直した。ただし、大阪北部地震によって各商品に
影響が出ている。余震の影響はないものの、高年齢層
の客の動きが不振となり、パラソルや帽子などのＵＶ
関連商材の売上が前年比で20～30％ダウンした。一
方、ブライダル関連のアクセサリーや、20～30代の客
に関しては買い控えも少なく、回復も早い。化粧品も
15％前後の成長を維持しているほか、高額品を中心と
した商材も前年を上回る形となっている。それに対
し、インバウンドは余震への不安からか、微妙に影響
を受けており、やや伸び悩んでいる。

□

百貨店（売場マ
ネージャー）

来客数の動き ・大阪北部地震やイベント開催日の豪雨などで、売上
が大きく落ち込む日もあったが、衣料品については、
特価品の強化やプレセールへの集客強化、値下げの前
倒しなどもあり、最終的には前年の売上をクリアし
た。全体的にみると、自家需要は堅調であるが、ギフ
トは苦戦している。

□

百貨店（マネー
ジャー）

お客様の様子 ・３か月前に比べて、購入額が半期で200万円以上の
富裕客への販売は2.7％増と堅調な一方、半期で70万
円以下の中間層は5.8％減と、全体的な流れは変わら
ない。購入頻度でも、２か月に１回程度購入する客の
減少が目立つ。節約志向は続いており、直近では化粧
品は好調を持続しているが、紳士服、雑貨は苦戦して
いる。

□

スーパー（店
長）

来客数の動き ・近隣の競合店が改装したほか、価格を更に下げてき
たことが影響し、来客数の減少が続いている。また、
農産品の単価下落による１品単価と客単価のダウンが
響いている。

□
スーパー（店
長）

競争相手の様子 ・人口減への対応や、競合他社との差別化のため、改
装などで活路を見いだそうとしている。

□
スーパー（店
員）

販売量の動き ・現状維持が精一杯である。

□
スーパー（店
員）

来客数の動き ・野菜の値段も落ち着いており、チラシを入れたとき
ぐらいしか客の動きが変わらない。

□
スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・来客数が前年の90％で推移しており、変化がない。

□

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・大阪北部地震による、店舗や施設への大きな被害は
なく、特需として水やカップ麺などが一時品切れとな
るほど売行きが伸びた。ただし、一時的な動きにとど
まるため、トレンドとして大きな変化はない。

□
スーパー（開発
担当）

お客様の様子 ・大阪北部地震に伴い、飲料水のまとめ買いはみられ
たが、景気回復とまではいかないようである。

□
コンビニ（店
長）

販売量の動き ・大阪北部地震の影響が出た５日間ぐらいを除けば、
ここ数か月は変化がない。

□
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・リピーター客は横ばいか、やや増えているが、新規
客はやや減少している。

□
家電量販店（経
営者）

単価の動き ・客の高齢化により、購入単価が低下する傾向にあ
る。

□

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・６月の来客数、販売量は、前年と比べてもほぼ変わ
らないが、気温などの気候条件はやや快適であったた
め、季節商材、特にエアコンの販売量が伸び悩んでい
る。

□

乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・ボーナス商戦に向けて、集客施策の展開を本格的に
始めたタイミングであったが、大阪北部地震の発生に
よって各地域のショールームが被害を受けている。
早々に客を迎え入れる体制を整えたが、今後しばらく
は多くの客の購買意欲が低迷することになる。

□
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・来店する客は減っていないが、高額車両の成約率は
悪くなっている。

□
乗用車販売店
（営業企画）

お客様の様子 ・例年どおりの動きとなっている。

□
その他専門店
［宝石］（経営
者）

お客様の様子 ・米国の保護貿易政策による、日本の輸出企業への影
響が注目されている。それに伴って株価が変動する状
況が続いており、今後もこの動きが注目される。

□
その他専門店
［医薬品］（経
営者）

競争相手の様子 ・売場面積や駐車スペースが広く、品ぞろえの自由さ
や価格の安さを武器にした同業他社が出店し、来客数
が減少する店舗が出てきている。
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□
その他専門店
［食品］（経営
者）

販売量の動き ・お中元の贈答をやめる動きがみられるなど、お中元
ギフトの落ち込みが毎年続いている。

□

その他専門店
［スポーツ用
品］（経理担
当）

販売量の動き ・実質賃金の大幅な伸びが感じられない人がほとんど
である。７月のボーナスシーズンで、その気分が変わ
るかどうかが注目される。

□
その他専門店
［宝飾品］（販
売担当）

お客様の様子 ・意識的に購入を控えている客ばかりではないもの
の、消費の優先順位は、やはり消耗品や必需品などが
上位を占めている。

□
高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・平日は予約が少なく、休日に集中している。ここ数
か月、この傾向に変化はない。

□
高級レストラン
（企画）

来客数の動き ・婚礼とそれに伴う宴会の受注が、前年に比べて大き
く落ち込んでいる。一方、一般宴会や宿泊は、大型宴
席やインバウンドの増加などで前年を上回っている。

□
一般レストラン
（経理担当）

お客様の様子 ・景気の変化が感じられない。

□
一般レストラン
（企画）

来客数の動き ・来客数、客単価共に、ここ３か月は前年比でほぼ横
ばいである。客単価は継続的に前年を60円程度上回っ
ているため、売上の前年比は好調に推移している。

□

その他飲食［自
動販売機（飲
料）］（管理担
当）

販売量の動き ・透明飲料の供給が増えたことで、需要が分散してい
る。

□
都市型ホテル
（管理担当）

お客様の様子 ・アジアからのインバウンドが、相変わらず宿泊需要
のけん引役となっているが、その他の状況には大きな
変化がみられない。

□

旅行代理店（支
店長）

お客様の様子 ・ボーナスが出た後の、夏休みの旅行の申込状況は前
年並みである。サッカーワールドカップが始まり、客
の興味がそちらに流れている様子が、電話でのセール
スなどで感じられる。マインドの盛り上がりはあるも
のの、財布のひもは、特に関西は固い。

□
旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・大阪北部地震の影響で先週の受注が大幅に落ち込ん
だ。一時的な影響と考えているが、今後の復興状況次
第で悪化する可能性がないとはいえない。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・かなり暑くなってきているが、外出する人は増えて

おり、当地では会議や学会が数多く開かれている。外
国船も頻繁に入ってきているため、人出は多い。

□
テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・イベントは人気の有無が大きく影響するため、人気
のないイベントを組んでしまうと取り返しがつかな
い。

□

その他レジャー
施設［飲食・物
販系滞在型施
設］（企画担
当）

来客数の動き ・大阪方面では、大阪北部地震による影響が一時的に
みられたが、大きなマイナスではない。

□
美容室（店員） 販売量の動き ・パーマやカラーのオーダーもコンスタントに入って

おり、３か月前とはそれほど変化がない。

□

その他サービス
［ビデオ・ＣＤ
レンタル］（エ
リア担当）

販売量の動き ・今月は映像、音楽の販売共にタイトルに恵まれ、売
上が前年比、前月比共にかなり増えたことで、売上全
体の維持につながっている。

□
住宅販売会社
（経営者）

単価の動き ・相変わらず市内中心部の地価は、高水準で安定して
いる。ただし、取引量は安定していない。

□
住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・徐々に空き家対策に伴う物件の活用が増えてきて、
不動産の供給が需要を上回っている。

□

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・新築分譲マンションは、販売状況の好不調がはっき
りと分かれている。ファミリー向けは販売価格の高騰
で売行きが鈍化している一方、都心部の好立地の物件
については高額でも好調に推移している。

□
住宅販売会社
（総務担当）

お客様の様子 ・ホームページからの問合せは減少傾向にあるが、資
料請求などの長期の見込み客よりも、具体的な検討客
の比率が伸びている。

□

その他住宅投資
の動向を把握で
きる者［不動産
仲介］（経営
者）

それ以外 ・地域による差はあるものの、不動産の売却件数や価
格については、３か月前と比べても余り変化はない。
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□
その他住宅［情
報誌］（編集
者）

お客様の様子 ・不動産価格の上昇により、一部で販売が鈍化してい
るものの、実需による購入検討者の動きは悪くない。

▲
一般小売店［鮮
魚］（営業担
当）

それ以外 ・３か月前に比べて、売上が５％減少している。

▲

一般小売店［菓
子］（経営企画
担当）

販売量の動き ・６月と３月の売上前年比を、各地区別に上位５店舗
の平均でみると、関西は６月が92.8％で、３月が
90.1％、関東は６月が102.4％で、３月が98.2％、中
部は６月が99.4％で、３月が104.2％、中国は６月が
87.6％で、３月が105.7％となり、各地区合計の平均
は６月が95.0％で、３月が96.6％と非常に悪い。前月
と同様に地区による差があり、関東地区などではイン
バウンド効果が出ている一方、他の地区は非常に苦戦
している。

▲
百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・大阪北部地震の影響で、今月は客足がダウンしてい
る。

▲

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・今月もインバウンド需要の好調により、目標達成の
見込みである。ただし、好調なのは化粧品といった一
部の商品に限定されており、多くの商品群は良好とは
いい難い。さらに、大阪北部地震の影響もあり、消費
全体は下降気味である。客の価格に対する評価にも厳
しさが増しており、安くても価値が伴わない商品には
関心を示さない傾向が強まっている。

▲

百貨店（企画担
当）

お客様の様子 ・２年前の12月頃から急増した外国人売上の増加率が
鈍化しつつあり、全体を押し上げる力が弱まってい
る。さらに、18日の大阪北部地震による臨時休業の影
響が、今月は大きく響いている。地震後の１週間は、
外国人売上は前年比で悪化しており、大阪への訪問を
避ける動きが出ていると感じている。今後も継続して
動向を注視していく。

▲

百貨店（宣伝担
当）

お客様の様子 ・今月は天候不順だけでなく、大阪北部地震の影響が
一番大きかったが、地震の前から国内の中間層の消費
は鈍かった。ピークを迎えているお中元商戦も、自社
のネット通販へ一部流れていることを考慮しても、販
売件数、来客数共に前年割れしている。

▲
百貨店（販売推
進担当）

お客様の様子 ・衣料品、特に婦人のミセスゾーンの客が減ってい
る。ミセスゾーンはかつての主要客であったが、来客
数、購入客数共に減っている。

▲

百貨店（販促担
当）

お客様の様子 ・大阪北部地震の影響が少なからずあり、直接的な休
業のほか、衣料品を中心とするファッション系の動き
が鈍化している。ファッションを楽しむ雰囲気から、
一時的に防災へと意識がシフトしている。例えば、傘
を買うのではなく、レインコートを探す動きがみられ
る。体感できるような余震はほぼない状況であり、落
ち着いてくれば、猛暑の夏をきっかけにした切替えも
期待できる。

▲
百貨店（外商担
当）

販売量の動き ・インバウンド売上は依然として好調であるが、６月
18日に発生した大阪北部地震以降、売上は減少傾向に
ある。

▲
百貨店（営業企
画）

お客様の様子 ・５月以降、衣料品の販売不振が続いている。

▲

百貨店（マネー
ジャー）

来客数の動き ・ここ数か月は、訪日外国人売上の前年比伸び率が鈍
化していたが、今月は倍増するなど伸び率が回復し、
店全体の売上も１％増となっている。訪日外国人売上
を除く国内客のみの売上では、大阪北部地震の影響も
あり、4.9％減と苦戦している。さらに、購入客数は
2.6％減、購入点数も3.6％減となっている。夏のボー
ナス支給額が前年よりも増えるなど、明るい話題もみ
られるものの、依然として財布のひもは固いのが実情
である。

▲
スーパー（店
長）

販売量の動き ・来客数は維持できているが、購入点数の伸びない状
態が続いている。

▲

スーパー（社
員）

来客数の動き ・当社は食品中心の店舗が多く、比較的堅調な売上を
確保してきたが、今春を境に来客数が前年比で減少し
ている店舗が増えている。来店する客も、以前に比べ
て価格に敏感になったように感じる。
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▲

衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・４月以降、Ｔシャツなどの特価品のワゴン販売が売
れ筋となり、客単価が下がっている。客単価が下がっ
ているため、売上も伸びていない。主婦層は自分の服
の購入を控えている。

▲
家電量販店（企
画担当）

来客数の動き ・６月の３週目までは夜の気温が低く、涼しくて過ご
しやすかったこともあり、エアコンなどの季節商材
や、冷蔵庫などの白物家電の動きが例年よりも悪い。

▲
乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・３月の決算期までは引き合いが旺盛であったが、こ
こ数か月は引き合いや販売数が減っている。

▲
住関連専門店
（店長）

お客様の様子 ・生活必需品でなく、デザイン性の高い高額商品は購
入の対象になっておらず、最初から鑑賞目的の来店客
がどんどん増えてきている。

▲

その他小売［イ
ンターネット通
販］（経営者）

競争相手の様子 ・当社の商圏は、高齢者の年金生活者が多いほか、生
活保護の受給者も多い。今月は給料生活者による大型
スーパーでのまとめ買いで、毎日の消費の減少がみら
れる。また、天候不順の影響もある。

▲

その他小売［イ
ンターネット通
販］（企画担
当）

お客様の様子 ・主力の婦人服の動きが芳しくなく、品数を絞った上
での購入が目立っている。厳しい状況ではあるが、
セールについてはスタート時にちょうど暑くなったこ
とで、比較的堅調に推移している。

▲

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来客数の減少要因については、経済的な要因ではな
い、大阪北部地震の影響や、気候の急変などが挙げら
れる。また、サッカーワールドカップに出場している
日本を応援するための、パブリックビューイングがあ
る飲食店は来客数が増えている。オーダー数は少ない
と聞くが、応援グッズなどの売行きは好調のようであ
る。

▲
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・大阪北部地震以降は、来客数が減少している。

▲

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・６月18日の大阪北部地震の影響が出ている。当地域
は震源地から比較的近いため、地震後はもちろん、そ
の後も若干のキャンセルや延期のほか、予約を控える
動きが出ている。

▲
観光型旅館（団
体役員）

来客数の動き ・４月から、大型施設の耐震工事が始まっている影響
で、前年に比べて宿泊人員が減少している。

▲

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・６月18日の大阪北部地震で建物や配管が多く損壊
し、２日間の営業休止となった。また、漏水した客室
の半数近くで修繕や改装が必要となり、売り止めが続
いている。宴会も、営業停止となった２日間以外にも
３件の開催が中止となった。景気判断とは異なるが、
地震の影響により、収入は大幅に落ち込んだままと
なっている。

▲
都市型ホテル
（管理担当）

来客数の動き ・６月も海外からの観光客でにぎわっている。ただ
し、ＭＩＣＥ案件や大型宴会の受注は伸びず、レスト
ランの利用客も伸び悩んでいる。

▲

都市型ホテル
（客室担当）

来客数の動き ・前年実績を上回る勢いで伸びていた計数も、大阪北
部地震が起きてからは前年比で10～15％悪化してい
る。余震の心配もあり、大阪での宿泊が避けられてい
るようである。

▲

都市型ホテル
（総務担当）

来客数の動き ・６月18日の大阪北部地震以降、宿泊やレストランの
客が減少している。宿泊では海外客によるキャンセル
がみられるほか、レストランは全体的に落ち込んでい
る。

×

一般小売店［衣
服］（経営者）

来客数の動き ・今月は10数年ぶりの大きな落ち込みとなった。
ショッピングモール店舗の再オープンは７月最終の週
末までずれ込んだが､７月から再スタートできそうで
ある。一方、大阪北部地震の被害が少なかった店舗
も、前年比で２けたの落ち込みとなっている。

×
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・５月の連休明けから不調が続いており、客が動かな
い。

◎
化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・前年が悪過ぎたこともあるが、前年比で10％以上の
受注増となっている。

○
電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・売上が僅かに増えており、既存客のほかに新たな客
からの引き合いも増えている。どの企業も仕事が増え
ている様子である。

○
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・テレビスポットＣＭでは、新規の受注がいろいろと
発生している。

企業
動向
関連

(近畿)
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□

食料品製造業
（従業員）

受注価格や販売
価格の動き

・低価格品の売上は伸びているが、利益率が下がって
きている。原材料価格や運送コスト、人件費などの高
騰も利益を圧迫している。値上げをすれば済む話であ
るが、消費者は１円でも安い物を売る店に集まってい
る。当社が扱うような大衆向け商品は、安くなければ
支持されない。

□

繊維工業（総務
担当）

取引先の様子 ・得意先による催事は経費が掛かるため、販売単価の
値引きを要請されると採算が合わない。自社で催事を
企画すれば、無駄な経費の削減になるほか、販売も効
率化するため利益は改善する。多くの企業による催事
よりも、単独での催事の方が、経費の面でもこだわり
の面でも、客のニーズに合っているようである。

□
化学工業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・５月は稼働日数の減少により、出荷数量が若干減っ
た。６月は元に戻り、まずまず好調な出荷量である。

□

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新規の問合せは多いが、まだ実績にはつながってい
ない。多品種小ロットの案件に対応できる企業は多く
ないため、ライバルは少ないが、受注までに時間がか
かっている。

□
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・米国の輸入関税問題はあるが、市場は大きな変化も
なく推移している。

□
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・今のところ、受注状態は通常のペースであり、それ
ほど悪くない。

□
電気機械器具製
造業（宣伝担
当）

受注量や販売量
の動き

・気温によって売上が左右されるエアコンは、まだ本
格的な荷動きとなっていない。

□
電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注が増えていない。

□
電気機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・金属加工部品の受注は堅調に伸びており、多くの業
界で好調な様子がみられるが、特にアミューズメント
業界に関しては、全く復調の兆しがない。

□
建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・依然として案件当たりの単価が低い。

□
建設業（経営
者）

取引先の様子 ・ちょうど企業の株主総会が開催されている。好決算
の企業は設備投資にも意欲的であるが、受注競争は相
変わらず厳しい。

□
輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・キャンペーンをしても売上が伸びない。

□
金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・業種によって大きな差がある。販売量は増えても単
価が抑えられており、期待する売上増にはつながって
いない。

□
金融業（副支店
長）

取引先の様子 ・取引先に訪問しても、良くなっているとの声が余り
聞かれない。

□
金融業［投資運
用業］（代表）

それ以外 ・９月の与党総裁選の結果次第では、若干なりとも景
気に影響が出る。もちろん北朝鮮の拉致問題の進捗
も、心理面で景気に大きく影響する。

□

不動産業（営業
担当）

取引先の様子 ・当地からの企業の撤退が相変わらず続いている。そ
れに伴い、事務所のニーズが減り、賃料が下がってい
る。また、社宅のニーズも減ることで、住宅の賃料も
下がっている。

□
コピーサービス
業（店長）

受注量や販売量
の動き

・受注量には若干の増加が感じられるが、一時的な動
きの可能性もあり、全体的には変わらない。

□
その他サービス
［自動車修理］
（経営者）

取引先の様子 ・相変わらず慌ただしさがない。

□

その他サービス
業［店舗開発］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・梅雨入りの時期は例年どおりであり、売上自体は可
もなく不可もない水準で推移している。大阪北部地震
の影響については、物流が数日間混乱したものの、入
荷した食料品はあっという間に完売した。結果とし
て、大きな影響は地震当日のみとなり、翌日からは、
ほぼ通常どおりの売上となっている。

□
その他非製造業
［機械器具卸］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量や受注金額は、２～３か月前と変わっていな
い。

□
その他非製造業
［商社］（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・新製品の発売が遅れており、販売機会を逃してい
る。

▲
食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・雨の日が多く、飲料水が余り売れない。
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▲
食料品製造業
（経理担当）

取引先の様子 ・季節の変化が早いため、商材の品ぞろえに頭を悩ま
せている。

▲
パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・大阪北部地震以降、受注量が少し減少している。

▲
金属製品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・何年かぶりに、売上の前年比が落ち込んでいる。

▲
輸送用機械器具
製造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・秋口までは、売上、受注共に減少傾向となる。

▲

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・６月は閑散期であるため、受注は減少する。例年に
比べると若干ましではあるが、３月に比べると悪い。
ホームページからの問合せも、やや少ない状況であ
る。

▲
広告代理店（企
画担当）

取引先の様子 ・プレバーゲンセールがスタートしたが、大阪北部地
震の影響もあり、例年ほどの勢いがない。

▲
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・今年になって、Ｗｅｂ広告、紙広告共に、売上が前
年を下回っている。

▲
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・小売業の客は、若干売行きが悪くなっている。

×
新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・折込件数が激減しており、収入が大きく落ちてい
る。

◎
人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・ＩＴ関連の案件を中心に活況である。

○

民間職業紹介機
関（営業担当）

採用者数の動き ・今年の大学４年生の採用では、前年も内々定の状況
は良かったが、今年はそれよりも良くなっている。そ
れに伴い、活動中の学生の数が減っているため、企業
の採用意欲は高いものの、学生のいない状況が続いて
いる。

○
学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・求人数は前年に比べて増えているが、今までの採用
の未充足分かもしれない。

□

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・前月と同様に好調の動きが続いており、人材不足は
ますます顕著になっている。全ての業種、特にＩＴや
インフラ、物流関係などでの動きが目立つ。盆休みま
では忙しさが続く。

□
人材派遣会社
（営業担当）

雇用形態の様子 ・派遣社員を直接雇用して、抱え込もうとしている派
遣先が散見される。

□
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・今までと同じような動きがみられ、特に求人件数は
例年並みに発生している。

□

人材派遣会社
（役員）

求人数の動き ・求人、求職の状況は、３か月前や前年と比べて大き
な変化は感じられない。なお、大阪北部地震の影響が
幾つか出ている。当社の主要取引先である損害保険会
社からは、地震対応要員の短期派遣の依頼がきてい
る。また、積極的な転職意欲のあった就業中の派遣ス
タッフについて、その意欲が一時的に抑制されている
ように感じる。さらに、今回の地震で電車内への閉じ
込めや、通勤、帰宅に苦労した人も多かったことか
ら、通勤時間の短い企業を希望する声が出ている。た
だし、いずれにしても景気に大きな影響を与えるとは
考えていない。

□

新聞社［求人広
告］（管理担
当）

求人数の動き ・今月も新聞広告の求人数については、景気の方向を
示すような大きな動きはない。建設や物流、介護と
いった業種は慢性的に人手不足の状況が続いている
が、求めている層ではなく、中高年層しか集まらない
ため、新聞広告での募集を減らす傾向にある。

□
新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・新聞広告の推移をみると、百貨店や流通関連といっ
た、関西の地場産業や地元企業からの動きが鈍い。

□

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職者数、新規求人数共に減少傾向にあるが、
新規求人倍率は２倍を超えており、依然として高止ま
りしている。職業相談窓口では、職業相談を行っても
紹介に至らないケースが増えている。求人は多いもの
の、求職者が自分の希望する条件を落とそうとしな
い。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人倍率は高止まりで横ばいになってきたが、求人
数は依然として前年を上回っている。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・直近の近畿の有効求人倍率は1.56倍となった。前月
から横ばいであり、上昇傾向に一服感がみられる。建
設や自動車関連の求人は相変わらず好調であるが、規
模の小さな小売店や飲食店などの求人は減少してい
る。人件費や原材料費の高騰による影響もある。

雇用
関連

(近畿)
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□
民間職業紹介機
関（営業担当）

求人数の動き ・今月は大阪北部地震の影響で損害保険会社の求人が
増えているが、例年は夏から秋にかけて、求人数は横
ばいで推移する。

□
学校［大学］
（就職担当）

雇用形態の様子 ・教職員の求人への応募は、前月に比べて半減した。
これは周辺の企業の雇用が安定していることを示して
いる。

▲
アウトソーシン
グ企業（管理担
当）

それ以外 ・今月は通常の仕事もなく、暇である。

× － － －

　９．中国（地域別調査機関：公益財団法人中国地域創造研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）
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◎
競艇場（企画営
業担当）

販売量の動き ・今月の中旬にＧ２競争があり、売上が上昇してい
る。

○
商店街（代表
者）

それ以外 ・他業種の動向、他商店街の近況、当商店街の客の動
きなどから判断すると、全ての業種ではないが良い方
向に向かっている。

○
一般小売店
［靴］（経営
者）

お客様の様子 ・高額の商品にもかかわらず、購入していく20～30歳
代の新規客が増えている。

○
スーパー（販売
担当）

単価の動き ・父の日需要で衣料品の動きが良く、客単価が前年の
110～120％と好調である。

○
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・来客数が前年をクリアしている。

○
乗用車販売店
（統括）

販売量の動き ・６月の販売状況は前年比110％となっている。

○

その他小売
［ショッピング
センター］（所
長）

来客数の動き ・４月下旬の改装グランドオープン後、専門店ゾーン
の売上は前年比115％で推移し、テナントでは新規店
と店舗面積が拡大した店が好調で全体をけん引してい
ることに加え、イベント広場の環境整備でファミリー
客が増加している。

○
一般レストラン
（店長）

単価の動き ・各業界での値上げを受け、当店でも４月から一部商
品の値上げをしているが、客の財布事情が良くなって
いるためか、予想外に不満の声は少ない。

○
観光型ホテル
（営業担当）

来客数の動き ・初夏に向けて来客数が増加している。

○
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・６月は総会等で宿泊数が伸び、それに伴ってレスト
ラン客も増加している。

○
旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・景気回復は期待できないが、旅行の受注量が増加し
ている。

○
旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・夏のボーナスの影響もあり、夏休みを中心とした需
要が前年度と比較して若干伸びている。

○
通信会社（工事
担当）

お客様の様子 ・客の様子から景気は良い。

○

テーマパーク
（営業担当）

来客数の動き ・例年に比べて快適な気温の日が少なかったことか
ら、個人客を中心に来場者の数は減少しているが、国
内団体客と外国人旅行客が好調に推移していることか
ら、全体としては前年比増の来場者数となっている。

○
住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・見学会やセミナーなどのイベントへの来客数が増加
しており、いずれも真剣に購入を検討している模様で
ある。

○
住宅販売会社
（営業担当）

販売量の動き ・受注案件が増加して着工棟数が増えている。

□ 商店街（理事） お客様の様子 ・バーゲンセール前なので客はなかなか購入しない。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・客の来店頻度が低下しており、配達のみに切り替え
る店も出てきて人が集まる施設が減少している。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客は必要品だけを購入しているが、大量に購入する
客も出始めている。

□

商店街（代表
者）

競争相手の様子 ・郊外のショッピングセンターのオープンによるオー
バーストアの状態が顕著化し、客の分散化で売上確保
が難しい。また、中心部でも県外からのブライダル
ジュエリーショップや同業者の出店による競争が一段
と激しくなっている。

□
一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・年度末が過ぎてゴム印と印鑑注文が低迷している
が、今月は株主総会が多く、役員交代関連の注文が増
加しており、全体売上は前年並みである。

家計
動向
関連

(中国)
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□
一般小売店
［茶］（経営
者）

販売量の動き ・不昧公200年祭で茶会が催されているので売上が伸
びているが、大型スーパーなどでの茶の売上は前年を
下回っており、祭りが終われば売上は落ち込む。

□
一般小売店［洋
裁附属品］（経
営者）

来客数の動き ・人の流れに変化がない。

□
一般小売店［食
品］（経営者）

販売量の動き ・相変わらず来客数の前年割れが続き、１品単価は値
上げの影響により上昇している反面で、販売数量は減
少しており、特に酒類の減少が大きい。

□

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・新ブランドを導入した化粧品の動きは好調である。
売場改装前の売り尽くしの食品やキャンペーン実施中
の貴金属など好調な部門もあるが、前年に売上の10％
を占めていた別注品の売上が今年はなく、全体では大
きく前年販売量を下回っている。

□

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・父の日が終わって、６月下旬から始まるクリアラン
スセール待ちで客の財布のひもは固く、厳しい月末商
戦となっている。来客数は前年並みながら下見による
買い控えが散見される。

□
百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・プレセールが始まっており、販売量は前年並みで、
特選ブランドの化粧品は好調であるが、婦人服の動き
は今一つである。

□

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・送料の値上げで心配されたお中元は、緊急策のポイ
ント５倍が奏功したことから、売上が前年を上回って
おり、条件の良いときに購入する客の姿勢が見て取れ
る。反面、本来その条件であれば高伸すべき婦人、紳
士を中心とした衣料品は、いずれも前年に比べてマイ
ナスとなっている。月末には前倒しでのセール開催が
控えているのでばん回は図れるが、基調そのものは回
復してきていない。

□
百貨店（購買担
当）

お客様の様子 ・気温が高くなり夏物衣料の動きが良い。物産展も好
調に推移しており、ボーナス時期なので客の様子は明
るく、客単価が上昇している。

□
百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・数百万円以上の時計や陶器は売れているが、まだ安
心できない。

□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・客単価に変化はない。

□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・梅雨に入っても５月から来客数は横ばいで推移して
いる。

□
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・依然として客の購買動向は節約傾向が強く感じら
れ、景気の上向き感はない。

□
スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・相変わらず、安価商品の動きが大きい。

□
スーパー（管理
担当）

来客数の動き ・客単価は前年を上回っているものの、来客数は横ば
いで推移している。

□

スーパー（業務
開発担当）

来客数の動き ・野菜の販売点数は増加しているが、単価が下がり、
来客数も減少しているので売上が伸びない。日配品や
総菜は堅調で前年をクリアしており、全体売上は前年
を維持している。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・期待していたほど来客数は増加していない。

□
コンビニ（支店
長）

来客数の動き ・来客数が減少している。

□
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・景気が不安定で来客数が減少している。

□
家電量販店（店
長）

単価の動き ・低価格商品の構成比が上昇しており、販売単価が伸
びない。高付加価値商品の販売はあるが、中間価格帯
の商品が落ち込んでいる。

□
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・客単価が上昇している。

□
家電量販店（企
画担当）

来客数の動き ・白物家電の動きが特に悪く、来客数と売上が増加し
ない。

□
家電量販店（販
売担当）

販売量の動き ・エアコンの動きがまだ盛り上がらない。

□
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・新型車効果で販売量は３か月前と変わらない。

□
乗用車販売店
（店長）

単価の動き ・来客数、販売量共に好調で高額車両がよく売れてい
る。新車販売の台当たり単価は250万円となってい
る。

□
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・販売台数は前年と変わらないが、単価が低下してい
る。
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□
その他専門店
［和菓子］（経
営者）

販売量の動き ・来客数、販売数共に大きな変化はない。

□
その他専門店
［土産物］（経
営者）

来客数の動き ・観光バスの増加で来客数は増加しているが、個人客
は減少している。職場への土産も以前のようには売れ
ず、客は吟味して買っている。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（管
理担当）

来客数の動き ・体験型のアミューズメントは引き続き人気がある一
方で、近隣に大型商業施設がオープンしたことが影響
して前年より来客数が減少している。特に服飾関係の
売上はその影響に加えて天候不順も重なり、全体的に
前年を下回る状況である。

□
一般レストラン
（経営者）

単価の動き ・来客数は増加しているが、客の収入が低下してい
る。

□

その他飲食
［サービスエリ
ア内レストラ
ン］（店長）

来客数の動き ・客の購入量に変化はない。

□

都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・レストランでは週末に客の動きはあるものの、平日
は予約客のみである。宿泊ではインバウンド団体の受
入れはやや落ち着いているが、個人客が安定して増加
傾向にある。宴会では県内企業の受注はあるものの、
中四国あるいは全国規模の大会などの受注は減少して
おり、売上の規模は縮小している。

□ タクシー運転手 販売量の動き ・ボーナス時期であるが人の動きは悪い。

□
タクシー運転手 お客様の様子 ・梅雨に入っても雨量が少ないので昼間の乗客数は増

えないが、気温が高くなって人の動きが出ている夜間
の乗客数は増加している。

□
通信会社（総務
担当）

それ以外 ・通信業界の景気は横ばい状態である。

□
通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・サービスの引き合いや問合せの際、最初から前向き
に検討する客が多い。

□
テーマパーク
（管理担当）

来客数の動き ・来客数、商品販売高共に前年同月から変動がない。

□
ゴルフ場（営業
担当）

単価の動き ・景気は上向き傾向であるが、４月からの値上げの影
響が５月に出ており、前年の70％と来客数が大きく減
少している。

□
美容室（経営
者）

販売量の動き ・ボーナス時期なので高額のサービスを注文する客が
おり、売上は伸びている。

□
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・住宅に関する引き合いが低調な状況が続いている。

□

設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・消費税の引上げに呼応した客の来場が増えている一
方で、余り増税に関心がない客もいる。同業他社の聞
き取りでも同じ傾向がうかがえ、伸びている会社と芳
しくない会社に大きく分かれる。

□
設計事務所（経
営者）

販売量の動き ・例年新年度になると住宅の耐震診断と耐震補強工事
の依頼が出てくるが、今年度は申込件数が少なく、予
定していた販売量に届かない。

▲
商店街（代表
者）

単価の動き ・アウトレットモールの開店が影響し、バーゲンセー
ルが始まっているのに売上が悪化している。

▲
一般小売店［眼
鏡］（経営者）

来客数の動き ・消費税の引上げを控え、石油価格の上昇なども家計
に影響している。

▲
百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・従来、百貨店の平場や自主編集売場である婦人用品
雑貨、婦人靴、バッグ等の売場状況が極めて悪く、購
買動向の潮目が変わりつつある。

▲

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・ファミリー層の衣料品の動きが鈍く、特に子供関連
の動きが悪い。ミセス層も先行クリアランスセールに
踊らなくなっており、値下げしても衣料品の動きに変
化はない。

▲
スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数は前年の98～99％で客単価も上昇せず、売上
も前年の99％である。

▲

スーパー（販売
担当）

単価の動き ・衣料品や食品などの生活必需品や比較的低価格の商
材は好調に推移しているものの、高単価の家具家電は
前年の76％と落ち込みが著しく、全体の足を引っ張る
結果となっている。

▲
スーパー（財務
担当）

販売量の動き ・１品単価上昇により客単価は上昇しているが、購入
点数と来客数が減少し、既存店売上の前年割れが続い
ている。
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▲

コンビニ（副地
域ブロック長）

お客様の様子 ・ドラッグストアやスーパーの営業時間の延長が大き
く影響するとともに、特にドラッグストアでの取扱品
目が拡大してコンビニと変わらぬ品ぞろえとなってい
ることが影響し、週末と平日の夕方以降は来客数の激
減が続いている。

▲
衣料品専門店
（経営者）

競争相手の様子 ・問屋が全国的な展示会を開催しても売上が伸びず、
絹価格に伴い商品が値上がりしている。

▲
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・サービスメンテナンスの客と販売量が減少してお
り、景気は悪い。

▲
自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・ここ数か月、当業界は販売に盛り上がりを欠いてお
り、中旬から低空飛行している。

▲
その他専門店
［布地］（経営
者）

お客様の様子 ・客の財布のひもは固く、梅雨に入って客足が鈍い。

▲
高級レストラン
（宴会サービス
担当）

来客数の動き ・土日はそれほどでもないが、平日夜の来客数が減少
している。

▲
一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・来客数が少なく、客単価も低下している。

▲

一般レストラン
（外食事業担
当）

お客様の様子 ・来客数が前年の103％で推移し、客単価も110％に達
するなどランチタイムの売上は伸びているが、予約と
宴会需要の構成が80％台に落ち込んでいるディナータ
イムの売上は前年の95％以下となっている。サッカー
ワールドカップの放送開始以前からディナータイムの
来客数の減少は始まっており、平日は前年の90％以下
である。また、ファミリー客と飲み会の減少に伴い、
ビールの売上も低下している。

▲
スナック（経営
者）

来客数の動き ・地方では中小企業の景気が悪くなっている影響もあ
り、夜の飲食業界は景気の落ち込みが続いている。

▲
都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・月初めの先行予約が悪いなかスタートしたが、現在
も伸び悩んでいる。

▲
通信会社（広報
担当）

単価の動き ・客はとにかく価格の低いものを求めている。

▲
通信会社（総務
担当）

販売量の動き ・新規契約件数が伸びない。

▲
美容室（経営
者）

競争相手の様子 ・近隣の店主からは、売上が上昇せず来客数が減少し
ている話しか聞かない。

×
スーパー（店
長）

来客数の動き ・生鮮品、特に魚と野菜を購入する客が減少してお
り、ウナギのかば焼きは前年からかなり高くなってい
る。

×
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・年末から３月にかけての競合店出店と、周辺道路の
開通で店の前の交通量が減少して売上、来客数共に減
少している。

×
乗用車販売店
（総務担当）

来客数の動き ・来客数が減少し、販売台数も前年を下回っており、
新型車発売前なのに危機的な状況である。

×
住関連専門店
（営業担当）

来客数の動き ・当社だけではなく、ホームセンターの客は減少して
いる。

◎
輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・日本の自動車産業が好景気なので当社も好調であ
る。

○
化学工業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・主要原料である苛性ソーダの仕入れ単価の値上げに
伴う販売単価の値上げ交渉は、取引先の安定した生産
量を受けてほぼ決着している。

○
金属製品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・工作機械業界からの受注量が３か月前に比べて50％
増加し、当社の主力である大型機械の受注が増えてい
る。

○
建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・順調に受注がある。

○

通信業（営業企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・中国地方の客へのモノのインターネット、ロボット
による業務自動化に関する提案機会が増加するととも
に、それらの受注が進み始めており、ローカル地域で
の新サービス需要が高まってきている。

○
金融業（貸付担
当）

受注量や販売量
の動き

・公共工事の請負金額が前年比プラスとなり、大型工
事も件数、金額共に前年比プラスとなっている。

□
農林水産業（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・単価が仮に安くても、余り買う気がない印象を受け
る。

□
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・梅雨でも雨量が少なく暑い日が続き、受注販売量が
減少している。

□
食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・販売量は横ばいで推移している。

企業
動向
関連

(中国)
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□
繊維工業（監査
担当）

受注量や販売量
の動き

・当業界はここ数か月が完全な閑散期となり、ほとん
ど荷動きと売上がない時期なので、景気の動きは感じ
られない。

□
化学工業（総務
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・出荷が好調な状態を維持できている。

□
窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・大型案件の生産は終了して多忙感は一服している
が、鉄鋼向けを含め生産は多忙な状態が続いている。

□
鉄鋼業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・米国輸出関税の影響で出荷量の減少が懸念された
が、競合である欧州も同様に課税される見通しなので
影響は最小限でとどまっている。

□

鉄鋼業（総務担
当）

取引先の様子 ・各分野が好調ななかでの一時的な調整局面となって
おり、自動車、工作機械、建機など個別の需要分野は
好調を継続しているにもかかわらず、人手不足や労働
時間規制などの影響で部品待ちなども発生し、想定よ
りも生産量が伸びない。

□
輸送用機械器具
製造業（経営企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・主要客からの受注量は前期並みを維持している。

□

建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・予定物件と手持ち工事で手一杯の状況が続いてお
り、鉄骨工事などは受注の可能性が出た段階で協議す
ることで、工期遅延などの状況が発生しない対策をし
ている。

□
輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・電子商取引での発送は順調であるが、個人客の発送
が低迷している。

□
輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・取引先の状況に特段変化はない。

□
輸送業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・回復傾向にあった荷動きが鈍化しており、倉庫、海
運関連を中心に余り変わらない状況になっている。

□
通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・通信機器などの需要や既設更改などの受注量と売上
に増加傾向などの収益変化が少ない。

□

金融業（融資企
画担当）

取引先の様子 ・系列完成車メーカーのスポーツ用多目的車の販売が
好調なので、自動車部品メーカーの受注は高水準を維
持している。操業は１日１～２時間の残業と月２回程
度の土曜日出勤を継続しているが、人手不足感が強
まっており、期間工の募集が常態化している。

□
不動産業（総務
担当）

それ以外 ・来客数、成約件数共に大きな変化はない。

□
会計事務所（経
営者）

取引先の様子 ・客の増加と減少がきっ抗しており、既存の売上減少
を新規分野の売上で補っている状況である。

▲

木材木製品製造
業（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・住宅関連を中心に受注、販売量共に伸び悩んでい
る。同業他社も全体的に苦戦しており、材料等の調達
コストの上昇により値上げを試みているが、なかなか
価格転嫁は難しい。

▲
非鉄金属製造業
（業務担当）

受注量や販売量
の動き

・電子材料向け製品の受注が下降傾向である。

▲
電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・製造装置の出荷台数の減少に伴い売上も低下してい
る。

▲
輸送用機械器具
製造業（財務担
当）

それ以外 ・原材料費の高止まりのため、特に一部価格転嫁でき
ない海外向け案件で不採算となっている。

▲

その他製造業
［スポーツ用
品］（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・国内消費が余り伸びないなかで、原油高と材料費高
などコスト上昇の要因はいくらでもあるが、販売価格
の値上げはコスト競争の激しい状況では難しく、国内
生産工場は非常に苦しい立場にある。

▲
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・客からは、受注量減少のため今月は控え目に対応
し、７～８月の繁忙期に上向きに進行させる意向があ
ることを聞いている。

× ＊ ＊ ＊
◎ － － －

○
求人情報誌製作
会社（営業担
当）

求人数の動き ・求人が増えている。

○

民間職業紹介機
関（職員）

それ以外 ・Ｗｅｂ関連の補助業務の採用予定に対して、従来な
かったその道のスペシャリストを案内しており、これ
を機に１つの事業の立ち上げを検討するまでに至る
ケースが出てきている。

雇用
関連

(中国)
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□

人材派遣会社
（支社長）

求人数の動き ・求人数は特に目立った動きはないが、労働契約法と
派遣法の改正に伴い雇用形態や契約期間に影響が及ぶ
2018年問題もあって、企業は雇用に慎重になってい
る。

□
人材派遣会社
（経営企画担
当）

求人数の動き ・有効求人倍率は依然として高水準を維持しており、
多数の求人を抱えている状況である。

□
人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・７～９月にかけて求人数は増加するので３か月前よ
り求人数は増加しているが、前年と同じくらいであ
る。

□

求人情報誌製作
会社（広告担
当）

求職者数の動き ・新卒採用は理系７割弱、文系６割の内定を保有して
いるが、未内定者を含めて今後も就職活動を続けると
回答している学生が全体の７割に上る。内定を保有し
ながら就職活動を続行する学生が前年より増加してい
る。

□
新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・有効求人倍率が高いレベルで推移しており、主要製
造業の生産も数か月前に比べて持ち直し感がある。

□

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・新規求人は医療機器メーカーから大量求人があるな
ど全般的に好調な製造業と、交通誘導業務で大幅増加
となっている警備業を含むサービス業がけん引する形
で、求人全体では前年同月比で横ばいとなっている。

□

職業安定所（事
業所担当）

求人数の動き ・求人窓口は求人申込み手続きで混み合っており、新
規求職者数が前年同期比で8.4％減少するなかで、新
規求人数は18.3％増加している。また、有効ベースも
新規に呼応して有効求人数が前年同月比で6.8％増
加、有効求職者数は8.4％減少しており、有効求人倍
率は引き続き高い状況で推移している。

□
民間職業紹介機
関（人材紹介担
当）

求職者数の動き ・求職者の動きに変化はなく、国の施策の影響もな
い。

□
学校［大学］
（就職支援担
当）

求職者数の動き ・景気と求人の状況が連動しておらず、景気の良しあ
しと関係なく人手不足である。

□

学校［短期大
学］（進路指導
担当）

求職者数の動き ・地元で開催される就職フェアの回数は増えている
が、そこに参加する学生数は減少している。企業の採
用熱は依然として高いが、人材を確保することは難し
い。

▲
求人情報誌製作
会社（経営者）

求人数の動き ・正社員、アルバイト募集共に年間を通して最も多い
時期である３～４月に比べると６月は人の充足もあり
落ち着いている。

× － － －

　10．四国（地域別調査機関：四国経済連合会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
通信会社（技
術）

販売量の動き ・当社の利益率の高いサービス需要が伸びている。

○
百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・６月は夏セールを１日前倒したこともあり、月次売
上では衣料品が伸びた。物産展やお中元ギフトも堅調
に推移したことで、総売上は前年を上回った。

○
衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・今月はバーゲンセール月であったことや、天候にも
恵まれたこともあり、売上は良好であった。

○
乗用車販売業
（営業担当）

販売量の動き ・４月や５月に比べて販売台数の目標達成率が改善さ
れた。

○
乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・新型車の受注が比較的好調に推移している。

○
タクシー運転手 お客様の様子 ・２～３か月前から比較すると、やや良くなってい

る。株主総会、梅雨入り、外国船の入港、そういう３
つの事象が重なったことが要因として挙げられる。

○
美容室（経営
者）

単価の動き ・６月は一般的にボーナス期であり、客の動きが良
く、商品単価も上がる。

○
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・梅雨で湿度が高いと髪のまとまりが悪いといった理
由から、来客数が増えている。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・６月は梅雨に入ったが、土日に雨が降らなかった。
また、暑さもそれほどではないということもあり、週
末を中心に来客数が多かった。観光客の入込も好調
で、夏物の衣料品の売上もかなり伸びた。

□
一般小売店［生
花］（経営者）

それ以外 ・繁華街の空きテナントに居抜きで開店する飲食店が
多く、祝い用商品がよく売れた。

家計
動向
関連

(四国)
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□
一般小売店［書
籍］（営業担
当）

販売量の動き ・店頭売上は前年同月比でマイナスとなったが、大口
注文があったため改善となった。

□

百貨店（営業統
括担当）

販売量の動き ・クリアランスセールの前倒しの影響により、月計で
みると客数、売上共に前年プラスであったが、高額品
や化粧品の売上が堅調である一方で、衣料品は苦戦と
いう大きな流れは変わらない。

□
スーパー（企画
担当）

単価の動き ・春の価格上昇で売上単価は改善しているが、購入点
数や来店客数が伸び悩んだ結果、売上高は前年比にお
いて厳しい状態が続いている。

□
スーパー（財務
担当）

来客数の動き ・同エリア内のドラッグストア出店により、売上に
徐々に影響が出てきた。

□
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・以前と比べて客数の増加が止まった。

□
コンビニ（商品
担当）

販売量の動き ・今年は例年より猛暑という予報もあり、関連商品の
売上増を期待していたが、売上がそこまで伸びていな
い。

□
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・良くもなく悪くもない。客をみるに、高額品を買い
控えているのではないか。

□
衣料品専門店
（営業責任者）

販売量の動き ・プレセールがスタートしているが、売上は前年をや
や下回るペースで推移している。客単価はそれほど変
わらないものの、客数が減少している。

□
家電量販店（店
員）

販売量の動き ・季節商材の販売が増えているが、他商品の販売が低
調であった。

□
家電量販店（副
店長）

来客数の動き ・映像家電の売上は大型インチを中心に伸びている
が、気温が上がらないため、季節商材の伸びがない。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（副
支配人）

販売量の動き ・衣料品の売上高が前年比で厳しいが、衣料品以外の
売上はまずまずである。

□

観光型旅館（経
営者）

販売量の動き ・地元温泉街で旅館をしている。まちづくりの中で、
温泉の本館から別館を建てるといったことや、いわゆ
る耐震補強の工事を行っているといったことが続いて
おり、これまでと状況は余り変わらないというのが現
状である。

□
旅行代理店（営
業担当）

お客様の様子 ・国内需要の動きが若干鈍っているように感じる。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・春のお遍路シーズンが、今年は早く終わってしまっ

た。また、街で乗車する客も動きが少ない。

□
通信会社（社
員）

販売量の動き ・年に２回の新製品の発売時期だが、販売量は例年ど
おりである。

□
通信会社（支店
長）

販売量の動き ・特に、大きな変化は見られなかった。

□

競輪競馬（マ
ネージャー）

お客様の様子 ・来客数、売上高の推移を見ても横ばいである。人気
レース時には一時的に両項目とも増加するが、一般
レースに戻れば入場者も売上も減少する状況であり、
大きな変化は見られない。

□
設計事務所（所
長）

来客数の動き ・土地の売買で、売値が強気になっている。

▲

商店街（代表
者）

それ以外 ・地方は中心街から量販食料店が消え、映画館が消え
た。超高齢化社会と絡まり多くの買物難民が発生して
いる。コンパクトシティ－の強い自覚や推進を徹底し
なければ中心街のみならず地方自治体が行き詰まりつ
つある。

▲
商店街（事務局
長）

販売量の動き ・余り気温が上がらず、季節商材が売れない。また、
ここ半年ほど好調であった高級アパレルの売上が不振
となっている。

▲
商店街（代表
者）

来客数の動き ・夏のボーナスは、地方都市では前年より少し良いよ
うな状況だが、物価が上昇しており消費は鈍くなって
いるように感じられる。

▲
一般小売店
［酒］（販売担
当）

お客様の様子 ・５月以降、売上が伸びない。スーパーや量販店では
価格競争で売れているのかもしれないが、店売りが少
ない小売専門店では厳しい状況である。

▲

スーパー（店
長）

来客数の動き ・今年の冒頭より、少しずつ良くなる傾向があった
が、ここに来て来客数の伸びが鈍化しているように感
じる。前年度比で来客数が下回っているようであり、
少し客の動きが読めない状況である。

▲
コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・購入額が伸びない上に、来店頻度が明らかに減って
いる。客の財布のひもが相当固いと感じる。
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▲
コンビニ（総
務）

来客数の動き ・３か月前から徐々に客数が前年比で減少する傾向が
顕著になり、回復の兆しは見えない。

▲
乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・ガソリンや軽油などの燃料が高くなったため、中小
企業の収益が厳しくなってきたと感じる。

×
通信会社（営業
部長）

販売量の動き ・販売数が３か月前に比べ45％減となった。

◎
食料品製造業
（商品統括）

取引先の様子 ・省力化を目指した商品を扱っている取引メーカーが
安定的な成長を続けている。

◎
鉄鋼業（総務部
長）

受注量や販売量
の動き

・主力造船に加え、産業用機械関連の受注も増加傾向
にある。

○
輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・関税措置の動向が気にはなりつつも、世間の雰囲気
が良い。

○
輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・季節要因では、近頃の暑さで飲料系の荷動きが活発
となっている。また、耐震及び免震対策による建て替
え工事により、事務所移転の案件もある。

○
金融業（副支店
長）

取引先の様子 ・取引先の試算表などや聴取の結果から、全般的に下
げ止まりを感じる。

□

繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・全国的に小売店の店頭販売は余り芳しくないようで
ある。ただし関東、関西の一部はインバウンドなどの
影響もあり、好調で全体をならすと、前年並みになっ
ている。

□
木材木製品製造
業（資材購買）

受注量や販売量
の動き

・住宅業界では全般的に原材料及び製品に関して、第
１四半期の売上は低調気味であった。

□
パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注が今までより少ない。今後、海外より国内に力
を入れていきたいと考えている。

□
電気機械器具製
造業（経理）

受注量や販売量
の動き

・製品出荷量について、多少の機種構成の変化はある
ものの総量的には大きな変動はなく、したがって収益
面に関しても特段の増減は生じていない。

□
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注は例年よりは良いが、まだまだ足りない。

□

建設業（経営
者）

競争相手の様子 ・例年、この時期は新規受注も少なく、今年度受注の
前段処理や前年度業務の処理などを行っている時期で
ある。本年度もこれに変わりない。また競合他社や関
連業界団体などはこの時期に研修や福利厚生の諸活動
を行っており、今年度も例年どおり実施されているこ
とからも、変わらないとした。

□
通信業（企画・
売上管理）

受注量や販売量
の動き

・サッカーワールドカップ以降、特に大きなトピック
スがない。

□
公認会計士 取引先の様子 ・今月の各関与先の決算書及び試算表を分析すると、

前年比でほとんど売上、利益共に変わらない企業が増
えている。その意味で、変動がないと判断した。

▲

農林水産業（職
員）

取引先の様子 ・卸売会社の決算は、前年度に対し多くの会社で取扱
金額が下回り、損益計算書で赤字決算となった会社も
増えた。その内容をみると、本業の内容の悪さが目立
つなど、数字以上に厳しい決算となったことがうかが
えた。また、現在の販売状況を見ても低調な販売が続
いており、自然災害待ちといった状況にある。また、
燃料価格の高止まりは、消費者の購買意欲にも影響し
ている。

▲
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・小売店の売上の伸び悩みに伴い、受注量も減少して
いる。

▲
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・鉄骨などの部材の値上がりが発電所建設費用を圧迫
しているため、厳しい状況である。

▲

輸送業（営業） 受注価格や販売
価格の動き

・燃料油価格の高騰や労働力不足の影響を受け、運賃
や作業料金の値上げを推進する同業者が増えてきつつ
あり、既存契約業者から安価な運賃及び作業料金で受
託をしてくれる別業者への乗換えを模索する企業から
の問合せが以前よりも増えた。荷主企業は運送委託の
条件として運送業者に対し付帯作業を押し付ける事例
も多く、景気の良いときに採算度外視で受託してきた
運送業者の中では、適正料金の収受に向けての動きが
加速している。

× － － －
◎ － － －

○

人材派遣会社
（営業）

求人数の動き ・事務職人材は多様な業種で求人が出ているが、特殊
な職種の求人も増えている印象を受ける。例えば営業
職や従業員の送迎バス運転手などの業種では人手不足
はいまだ解消には至っていない。

雇用
関連

(四国)

企業
動向
関連

(四国)
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○
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・コールセンターを中心とした求人が増加傾向にあ
る。

□

求人情報誌（営
業）

採用者数の動き ・新卒採用が解禁され、県内企業は例年以上に内定を
多く出しているが、辞退も増加の傾向にあり、目標ど
おりの人材を確保できていない企業がほとんどであ
る。中途採用で不足人員を確保しようとする企業も増
えているが充足はしていない。

□
新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・既に地方企業の求人数は底に近いので、それ以上に
は悪くなっていない。

□
職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・正社員での募集は行われているものの、条件の向上
は停滞している感がある。

□

民間職業紹介機
関（所長）

雇用形態の様子 ・夏のボーナス時期であり、何社かの人事部長とボー
ナスについての話をさせていただいたが、どの企業も
前年並みとの回答があった。前年度増とはならなかっ
たが、前年並みに出せたことに安どしている様子であ
る。また、給与部分についても前年度並みの上昇率と
なった。

▲
職業安定所（求
人開発）

それ以外 ・５月の有効求人倍率は1.39倍だが、３か月前と比べ
て0.23ポイント減少しているので、やや悪くなってい
ると判断した。

×
人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・有効求人倍率が上がる一方で、派遣会社に登録する
求職者が減っている。

　11．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ － － －

○

百貨店（店舗事
業計画部）

販売量の動き ・母の日等のギフト商戦では、モノからコトへの目的
意識の変化が大きい。プレゼントを贈るよりも家族と
過ごす時間を重視し、少しぜいたくな食事をするとい
う傾向がみられる。

○

その他専門店
［コーヒー豆］
（経営者）

お客様の様子 ・６月に入り、余り雨が降らなかった影響もあり、店
頭に来る客は例年と比較すると多くなっている。買物
の客単価が上がり、例年と比較すると売上も増加して
いる。

○

その他小売の動
向を把握できる
者［土産卸売］
（従業員）

来客数の動き ・梅雨ではあるが、今年は例年より雨量が少なく、ま
た晴れ間も多いため、観光客が多い。

○
高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・大河ドラマの影響もあり、訪日外国人や県外の観光
客の来客数が増加しており、季節的な影響も余りなく
状況は良かった。

○
都市型ホテル
（販売担当）

販売量の動き ・６月は特にホテル宴会場にて総会などが多く開催さ
れる。会社の周年行事、お祝いなどが多くある月で、
周りの景気も良い状況である。

○
通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・販売促進強化の効果が出ており、販売量が引き続き
多めになっている。

○

その他サービス
の動向を把握で
きる者［介護
サービス］（管
理担当）

単価の動き ・４月に介護報酬が上がり、また医療報酬においても
在宅を強化する報酬体系となったため、単価が前年度
よりも増加している。

○
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・この３か月の受注が前月と比較して増加している。
来年の消費税引上げへの影響が少しずつ出てきてい
る。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・外国船の入港が相次ぎ訪日外国人が増加した。地元
の客は減少しており、相殺すると景気は横ばいであ
る。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・来店客数は変わらないが、売上に結び付かない。購
入意欲はあるようだが、客は買い控えをしている状態
である。

□

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・野菜、魚の値段は落ち着いたものの、夏場に向けて
食欲が減る時期であり、また４～５月の出費により客
が買い控えをしている状態にあり、売上が伸びていな
い。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・商店街の訪日外国人数並びに客の様子を見ていても
景気が上昇している気配がない。客数も少なく単価も
上がっていないため、景気下降気味ではないかと判断
したくなる状態である。

家計
動向
関連

(九州)
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□
商店街（代表
者）

単価の動き ・客単価及び１品単価が低下している。

□

一般小売店［青
果］（店長）

それ以外 ・梅雨で客足が鈍り始めたこと、また３か月前と比較
して、市場に県外産品が増えたにもかかわらず相場の
変化が小さいことから、全体的に物が動いていないと
推測される。とりわけ完熟マンゴー相場が前年に比べ
低いことからもこの点が分かる。小売、贈答品がお盆
に向けて動いてはいるが、今後厳しい状況が続いてい
く。

□

一般小売店［鮮
魚］（店員）

お客様の様子 ・最近は土用の丑の日が近くなっているため、ウナギ
の取扱量が増えており、少しずつ忙しくなっている。
値段はやや下がり気味ではあるが、他の商品が売れな
いこの時期、ウナギは貴重な商材である。

□

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・物産催事は好調である。また朝のドラマ関連の文化
催事が好評で、幅広い年齢層の客が来店したため来店
客数は増加し、特に土日祝日は開店から夕方まで会場
がにぎわった。お中元ギフト商品も夏向け商材が好評
で、店内店外の各部署共好調なスタートを切った。

□
百貨店（マネー
ジャー）

単価の動き ・高額品への関心度が高く、単価は高くなっている。
訪日外国人客も減ることなく、前年比増が続いてい
る。

□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・生鮮食料品の販売量は若干伸びているが、食品、雑
貨類、衣料品の販売量の動きが良くない。

□

スーパー（店
長）

来客数の動き ・客当たり購入点数は前年より若干増加しており、客
単価も増加しているが、来店客数が前年比減で推移し
ており、売上も減少している。生鮮食品では、青果を
中心に相場が大きく下落し、他店との競合店もあり厳
しい状況にある。

□
スーパー（総務
担当）

来客数の動き ・競合先の新規出店が続いている。前年並みの客数を
確保できていない状況が続いていることから、なかな
か上昇基調とならない。

□

スーパー（統括
者）

お客様の様子 ・ガソリン代、電気代等の値上がりに対し、給与はほ
とんど増加していないことから、毎日購入する食品に
ついては経済的にますます厳しくなっている。低価格
でも、すぐに必要ないものは購入されていない。

□

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・梅雨に入り、天候の良しあしで客足に大きな差が出
たため、売上の増減が出た。客の出足も大きく差があ
り、必要な物だけを購入するといった状態で、客単価
も減少し厳しい状況が続いている。

□
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・前年に比べて変化がない。

□
コンビニ（エリ
ア担当・店長）

お客様の様子 ・梅雨に入り、雨が続くと客の動向が悪いが、梅雨の
晴れ間に入ると客の動きが活発になり、来店客が増加
していく。それに伴い売上が若干増加している。

□
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・６月末で締切りの地域復興券を持って買物する客も
おらず、効果がなかった。依然として客の出足は悪
い。

□
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・客の動きに変化はなく、季節的な要素もあるが出足
が鈍くなっている。

□
家電量販店（総
務担当）

単価の動き ・客数の変化はほとんどないが、客単価が上向きに
なってきた。価格重視から機能重視に変わりつつあ
る。

□
家電量販店（広
報・IR担当）

販売量の動き ・季節商材の動きが鈍い。主要商品の単価も下がって
いる。

□
乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・新年度になってから新車販売台数が低調である。前
年比を下回り目標に到達しない状況が続いている。新
型車が出ていないことが影響している。

□

住関連専門店
（経営者）

お客様の様子 ・店舗を訪れる客は、現物を確認して購入しようとす
る客であるが、気に入った家具を見付けてもすぐには
決定せず、家具を撮影し、カタログやインターネット
上から情報を収集してから検討する客が増えている。
決定に時間が掛かり売上につながらず、来店客数も増
加しない。

□
その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（統括）

販売量の動き ・燃料油の小売価格は高止まりした。購入状況をみる
と、定量や定額購入がやや増加しているようだが、販
売数量は前年並みである。
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□

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（支配人）

来客数の動き ・映画部門を中心として来店客数は回復せず、売上は
横ばいの状況が続いている。物販、飲食、サービスを
合計すると売上が取れているが、物販の苦戦は続いて
おり、客の買い渋り傾向がある。物販の中でもファッ
ション関係が特に苦戦している。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・集客や売上が前年並みで推移しており、横ばいであ
る。

□
観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・宿泊、レストラン、一般宴会等は前年並みに受注で
きているが、披露宴受注が過去最低件数である。

□
都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・当市内の施設数は増加しているが、販売数自体に変
化はない。ただし、単価と予約の先行きは少し鈍化が
みられる。

□

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・米朝首脳会談以降、韓国方面は復活の兆しがみえて
きたが、東南アジア方面が伸び悩んでいる。国内テー
マパークのツアー商材は、東京方面は周年事業の影響
が余り見られない一方で、大阪方面は人気が高い状況
である。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・梅雨時ではあるが、極端な変化もなく、比較的安定

した人出でタクシー需要も堅調に推移した。

□
タクシー運転手 お客様の様子 ・昼はタクシー利用が少ないが、夜の街は人の動きも

あるためタクシー利用がある。

□
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・７月に若干の転居があるが、それ以外では客の動き
がなく、上向きにならない。

□
通信会社（営
業）

お客様の様子 ・売れている商品の金額、量、付属商品数に大きく変
化がない。

□
音楽教室（管理
担当）

来客数の動き ・当店は、体験者が来客数になるが、良くも悪くもな
い状態である。

□
設計事務所（代
表）

来客数の動き ・来客数は少し減っている。

□
住宅販売会社
（従業員）

競争相手の様子 ・マンション、戸建て住宅販売では、引き続き販促を
かけているものの、客の来場が購入につながらない。
購入意欲がやや減少しており、売上も横ばいである。

▲

商店街（代表
者）

来客数の動き ・今月は人通りが極端に少なくなっている。商店街の
中心でのまちづくり事業の工事開始により、一部の商
店が立ち退き、工事現場の周りがテントで覆われたた
め、客が減少した。

▲
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・夏物商材の最盛期だが客の反応は悪い。安価の商品
も購入点数が伸びず、高額品は相変わらず動きが鈍
い。

▲
一般小売店［精
肉］（店員）

販売量の動き ・飲食店向けの販売量が特に落ちている。

▲

一般小売店
［茶］（販売・
事務）

販売量の動き ・新茶の販売が落ち着き、また暑い時期になったた
め、来客数、販売量共に減少している。雨の日が続く
と更に減少する。ここ数年の売上は横ばいで、変化の
ない月であった。

▲

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・ボーナス支給が間近になり、クリアランスセールも
徐々に始まるこの時期は、例年消費者意欲が感じられ
入店も徐々に増加するが、本年は逆にマイナス傾向で
ある。衣類関係を中心に飲食の宴会需要なども上昇が
みられない。

▲

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・６月に入りお中元ギフトのシーズンになったが、例
年に比べると販売量が非常に少なくなっている。特に
オンラインで注文するギフトが弱くなっている。高額
品については順調に推移しており、逆に単価は上がっ
ているが、主力の婦人、紳士共衣料品が非常に厳しい
状況である。

▲

百貨店（業務担
当）

お客様の様子 ・客との会話では、この１～２年、家の手直しや買換
えが多く、しばらくは節約するという声がある。特
に、衣料品や雑貨などの買い控えが目立つようであ
る。食料品や消耗品は落ち込むことはないが、必要な
ものだけに購入が集中している。

▲

百貨店（売場担
当）

競争相手の様子 ・全店の３か月前と比較すると若干悪くなっている。
他店も含め全般的に衣料品関係の動きが鈍いため、売
り尽くしセールが若干早くなっている。化粧品などを
中心に訪日外国人の需要は、当店、他店共に好調であ
る。
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▲

スーパー（店
長）

単価の動き ・全体的に客数の減少に歯止めがかかっていない。客
単価は辛うじて前年を維持しているものの客数の減少
による売上減少が続いている。生鮮食品においては、
特に野菜の相場の安値が響き売上の苦戦が続いてい
る。

▲
スーパー（店
長）

来客数の動き ・衝動買いではなく、事前に調べておいた商品を売出
し期間に購入する傾向が顕著となっている。

▲

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・客数減少を要因として販売量が下降傾向にある。暑
さがはっきりしない天候のため飲料水、乾麺等夏物商
材の動きが鈍くなっており、野菜類の相場下落も売上
に影響している。

▲

衣料品専門店
（店員）

お客様の様子 ・得意客限定セールの時期だが、客の来店率が悪い。
また今年は百貨店の在庫一掃セールスタートの足並み
がそろったため、一般客のセール前の買い控えが目
立った。

▲
衣料品専門店
（総務担当）

来客数の動き ・客の高齢化に伴う来客数の減少に加え、県庁の移転
や訪日外国人の減少による来客数の減少が目立ってい
る。

▲

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・今月については、季節指数が高い状況だが、エアー
コンディショナーの出足が非常に悪く、質を落とした
商品の方が売れている。この時期購入する客は、グ
レードの高い物を選ぶことが多いため、状況は若干悪
くなっている。

▲

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（統括者）

来客数の動き ・天候不良が主な要因ではあるが、誘客に苦戦してい
る。また、ガソリン価格の高騰も客足に影響してい
る。

▲
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・稼働率や予約状況が良くない。したがって、単価も
落ちている。

▲
都市型ホテル
（副支配人）

来客数の動き ・予約状況では、日曜日と月曜日の予約が減少してお
り、訪日外国人では韓国以外の予約が減少傾向にあ
る。

▲
旅行代理店（企
画）

販売量の動き ・先行受注が鈍化している。

▲
観光名所（従業
員）

来客数の動き ・梅雨の時期に入り、遊覧ボートの運休が続いてい
る。それを楽しみにしている客はその時点で来場しな
くなる。

▲
ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・地元客は前年並みで推移しているが、県外からの予
約や問合せが少なくなった。

▲
美容室（経営
者）

販売量の動き ・この業界も夏に向かって、現状が悪い方向に流れて
いる。現状とは違う新製品を作らなければ売上倍増に
はならない。

▲
美容室（経営
者）

来客数の動き ・今は行事がないので悪い状況である。

▲
美容室（店長） お客様の様子 ・当店の客層としては50歳以上が多く、子育て中の若

い客は、金額が安い店へ流れている。

▲
設計事務所（所
長）

単価の動き ・材料や人件費の単価は上がっているが、その対価は
上がらない。

×
商店街（代表
者）

来客数の動き ・３か月前に比べ来客数が30％減少している。

×
一般小売店［生
花］（経営者）

販売量の動き ・３か月前と比較して、卒業シーズンや母の日が終
わったため、６月は需要が減少し、売上が顕著に減っ
ている。

×
乗用車販売店
（販売担当）

お客様の様子 ・客は、ここ数年の中でも特に購入に対して慎重に
なっている。全体的に財布のひもが固くなっている。

×
高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・６月も悪い状況である。総会等の例年ある予約件数
が減少しており、前年を下回る結果になった。

×
観光ホテル（総
務）

販売量の動き ・熊本地震の復興需要の力強さが薄れてきている。

◎ － － －

○

農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・今月上旬までは、トマトを中心に底値となった。物
流規制も影響し、もの余りの状態になった。下旬にな
り、露地栽培の不作により市況は反発し、ピーマンを
中心に高値となっている。

○
一般機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・客先からの新規の問合せが多いが、現状で手一杯の
仕事を受注しているので対応に困ってる状況である。

○
電気機械器具製
造業（取締役）

取引先の様子 ・取引先では、２年後以降の受注の要請を受けてい
る。その会社も工場を増設するが、当社においても現
在工場を新設中である。

企業
動向
関連

(九州)
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○
その他製造業
［産業廃棄物処
理業］

取引先の様子 ・工場の製造ライン増設等、生産拡大の動きが随所に
みられる。ただし中国向けの販売規制が足を引っ張り
価格上昇とはならず、大幅な上向きとはならない。

○
建設業（社員） 受注量や販売量

の動き
・官公庁の発注が、やっと予定どおりに出始めた。第
１四半期発注分より第２四半期分の発注を先に受け
た。第２四半期の盛況に期待したい。

○
輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・当社が取り扱う健康食品の中でも高価な商品の受注
が伸びている。追加受注、納期の前倒し依頼が多発し
ており、景気は引き続き上向きな状況にある。

○
輸送業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・例年より暑くなるのが早く、エアーコンディショ
ナー等家電の荷動きが多い。食品関係は堅調に売上を
伸ばしている。

○
金融業（営業） 取引先の様子 ・製造業の受注は高水準を維持している。特に外国人

労働者の採用は、ローカル企業にも浸透してきてお
り、人材問題を克服している状況である。

○

その他サービス
業［物品リー
ス］（支社長）

取引先の様子 ・中小企業経営強化税制等を活用した設備投資による
即時一括償却を行っている企業が多く、特に建設業に
償却ニーズが高い。ファイナンスニーズもあるが、
レートが安く対応に苦慮している。再生可能エネル
ギー関連の太陽光発電所は一段落したが、小水力など
の事業検討事案も多くなっている。

□

農林水産業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・６月は梅雨の影響で消費が伸びていない。今年は雨
量が少ないせいか、従来のような厳しい落ち込みには
なっていない。加工企業向けは厳しい現状である。工
場での生産も多いので、在庫が増え保管の負担も大き
くなり、大変苦慮している。

□
農林水産業（営
業）

受注量や販売量
の動き

・国内の生産量は順調に推移しているが、国外の情勢
が安定していない。

□

建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・業界のランク付けで、ランクが高ければランクが高
い工事の発注があるが、１ランク下がり、そのランク
の受注量で対応しているため、３か月前に比べて受注
量は変わっていない。

□
輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・時期的に飲料やカップ麺などの取扱いが増加してい
るものの、その他商品については荷動きに変化はな
い。

□

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・住宅販売は高水準ながらやや頭打ちの傾向にある。
一方、百貨店の売上は高額商品を中心に持ち直してお
り、コンビニエンスストアの売上も堅調に推移してい
る。

□

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・取引先の様子では、建設業、不動産関係の営業収入
に関しては、売上が増加している状況だが、小売業、
スーパーマーケット等に関しては、苦戦が続いてい
る。全体でみると景気は横ばいである。

□

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・融資の問合せ、案件自体の大きな変動がなく堅調に
推移している。しかしながら、残高の伸び率はプラス
であるが低位である。競争月間であることで利回りが
低下した結果、取引先の資金需要は引き続き一定の水
準ではあるが、３か月前と比較すると変化がない。

□
経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

取引先の様子 ・取引先の状況を聞くと、大きな変化があると答える
企業が少ない。

□
経営コンサルタ
ント（社員）

競争相手の様子 ・同業者においても景気について悲観的な意見が多
い。

▲
繊維工業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・仕事の量が減少している。中でも新規物件数が減少
している。

▲

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・産地全体では、５月の陶器市以降、受注は停滞気味
である。売上も１割ほど落ちており、産地工業組合全
体でも前年比で１割ほど落ちている。商店も活気がな
く、売場面積も狭くなっている。

▲
金属製品製造業
（事業統括）

受注量や販売量
の動き

・例年第１四半期が受注量、売上量共に最も少ない
が、今年も受注に勢いがみられず、上期の見込みが見
えない状況である。

▲
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・新年度の計画は発表されているので、６月には毎年
の流れとして動きがあるが、今月ユーザーは様子を見
ている状態で受注量が若干減少している。

▲
電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・３か月前と比べると受注量が落ちている。

▲
経営コンサルタ
ント（社員）

受注量や販売量
の動き

・前月より売上高は10％減少している。客単価の落ち
込みが原因である。
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▲
経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

取引先の様子 ・客の経費の状況では、５月の売上は非常に悪い。６
月の数字はまだ出ていないが、更に悪い状況である。

×

その他サービス
業［コンサルタ
ント］（代表取
締役）

取引先の様子 ・設計や福祉に関する調査や計画策定の支援を行う委
託業務について、当県の市町村の６月補正予算を閲覧
すると、予算が計上されている市町村は少ない。自殺
対策計画策定など今年度策定が義務付けられている計
画についても、経費節減等から業者に委託せず、自前
で策定を行うところがほとんどである。

◎ ＊ ＊ ＊

○

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・求人数も前月に引き続き増加しているが、それに伴
い応募者も増加している。特にインターネットの求人
情報からの応募が増加している。企業へ直接応募して
いる人がほとんどだが、競争率も激しいため、派遣で
の希望も増えている。

○
職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・今月４社訪問した企業のいずれも、業績は横ばいあ
るいは右肩上がりと回答している。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人数が前年比105％強であった。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・企業からの求人数や登録者数も一旦落ち着いてい
る。求職者も急いで決めず、全体的な市場の動きが鈍
い状況である。

□

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・景気は堅調である。地震から２年がたち、復興も進
み、中心市街地への人出も多く、郊外大型店等もにぎ
わっている。住宅関連などでも一時期のような受注急
増はないが、落ち着いて住居を検討する層も存在し、
景気は良い状態で推移している。

□

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・仕事柄、様々な業種や業界を取材する機会がある
が、新ビジネスに取り組んでいる会社は勢いがある。
従来型のビジネスを続けている伝統的な業界には伸び
悩みがあり、相対的には変わっていない。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人は前年度を上回る状況であるが、特に求人
が増加しているのが職業紹介・労働者派遣業である。
半導体製造業や自動車・バイク等の製造業が人手不足
となり派遣社員等の募集を進めているためである。た
だし、採用難から複数の派遣元に重複して募集してい
る場合もある。

□
職業安定所（職
業紹介）

求人数の動き ・引き続き求人数の増加がみられ、管内の有効求人倍
率も高い水準で推移している。

□

学校［大学］
（就職支援業
務）

求人数の動き ・2019年卒業採用において、企業の採用意欲は高く、
内定者獲得への動きが早期化、活発化している。求人
票の受理件数は、前年度と比較し若干減少している
が、来訪企業のヒアリングでは、内定者確保が困難な
状況である。

▲
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・長期派遣求人需要も落ち着いており、依頼件数は例
年より微減である。派遣登録が減少しており、成約し
づらい状況である。

▲
求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・紙媒体の求人が前年を下回っており、年々厳しく
なっている。

× － － －

　12．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ － － －

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・夕方からの、来客数が増える時間帯が長くなった。

○
住宅販売会社
（営業担当）

お客様の様子 ・住宅展示場に来場した客との具体的な商談件数が、
３か月前と比べ３％増となっている。

□
百貨店（店舗企
画）

販売量の動き ・衣料品の売上実績は前年割れとなったが、食品物産
催事での動員による売上の底上げやインバウンド客に
よるプラス効果で変わりなく堅調に推移した。

□
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・観光客は増加しており、金を落としているようだ
が、地元客からは買物の手控えを感じている。

□

観光型ホテル
（マーケティン
グ担当）

販売量の動き ・客室稼働率は３か月前と同様に、前年同月実績を下
回る見込みである。沖縄県への入域観光客数は好調に
推移し続けているものの、競合ホテルが多く思った以
上に稼働が伸びていない。

雇用
関連

(九州)

家計
動向
関連

(沖縄)
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□
観光型ホテル
（代表取締役）

来客数の動き ・前月ははしかの影響があり、宿泊者数は前年に比べ
て減少した。今月に入り落ち着きを見せると、宿泊者
数は戻り最終的に前年くらいになるとみられる。

□
旅行代理店（マ
ネージャー）

販売量の動き ・前年並みである。特に目立ったこともなかった。

□
通信会社（サー
ビス担当）

販売量の動き ・特別に目新しいことはない。携帯電話も広く行き渡
り、機種変更、他社からの乗換えなどが売上を押上げ
る要因となっている。

□
その他サービス
［レンタカー］
（営業）

来客数の動き ・客数の伸び幅が鈍化しており、以前と余り変わらな
い結果であった。

□
住宅販売会社
（代表取締役）

お客様の様子 ・建築投資案件、戸建て住宅、商業施設などの各分野
での建築相談の来客者数が安定している。

▲

商店街（代表
者）

来客数の動き ・商店街では、近年物販が振るわず、飲み屋が増える
偏った状況が続いている。物販の客は大型店に行って
いると推測もできる。このままの状態が続くと、特に
物販関連の個店は、将来が危惧される。

▲
一般小売店
［鞄・袋物］
（経営者）

来客数の動き ・はしかの影響で、インバウンドの数の減少がまだ尾
を引いているようにみられる。

▲

その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

来客数の動き ・例年連休明けから夏休みまでは地元入客が落ち込む
が、今年は特に平日の後半の入客が悪い。サッカー
ワールドカップのある日は中継を入れている店舗はす
ごく盛り上がるが、平日はかなり販促をしても思った
効果は出ていない。観光客はほぼ例年並みである。

▲
通信会社（店
長）

販売量の動き ・販売量の前年比が徐々に下がってきている。客数も
減少はしているが、それ以上に販売量の減少が著し
い。

▲
観光名所（職
員）

来客数の動き ・はしかの影響がある。

× － － －

◎
輸送業（経営企
画室）

受注量や販売量
の動き

・複数の顧客にて全体的な物量が前年比で増加してい
る。店舗増、売上増が要因となっているとみられる。

○
窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・公共工事、民間工事共に前年比微増で推移してい
る。

□
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新築の契約棟数が変わらない。

□
会計事務所（所
長）

取引先の様子 ・広告関連は堅調だが、どこまで好景気状況が続くか
不安がある。

▲ － － －
× － － －
◎ － － －

○
人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・派遣依頼は幅広い業種から好調に続いている。

□
人材派遣会社
（総務担当）

求人数の動き ・求人数は引き続き多い。

□
職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・正社員求人数の伸びが弱い。

▲
求人情報誌製作
会社（編集室）

求人数の動き ・６月の求人件数は週平均で829件だった。３か月前
の1,058件と比較すると229件減少した。

× － － －

雇用
関連

(沖縄)

企業
動向
関連

(沖縄)
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